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四
　
法
統
合
の
具
体
的
方
法

　
（
1
）
指
令

　
（
2
）
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
（
3
）
　
勧
告
と
意
見

五
　
法
統
合
義
務
へ
の
射
程

六
　
欧
州
協
定
の
法
的
意
義

日
本
語
訳
に
際
し
て

　
欧
州
連
合
は
、
長
期
に
わ
た
る
過
程
を
経
て
準
国
有
化
を
基
盤
と
す
る
統
合
組
織
で
あ
る
。
欧
州
連
合
は
、
王
国
か
ら
連
邦
国
家
に

至
る
ま
で
、
止
ま
る
こ
と
な
く
、
ま
た
後
戻
り
す
る
こ
と
な
く
、
一
歩
一
歩
着
実
に
変
容
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
心
は
、
一
致
し
て

競
争
統
制
を
し
た
こ
と
に
よ
り
高
度
に
規
格
化
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
市
場
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
国
境
を
越
え
る
商
品
、
人
間
、
労

働
、
そ
し
て
資
本
取
引
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
、
一
九
九
九
年
以
降
、
通
貨
を
ユ
ー
ロ
に
統
一
す
る
こ
と
で
一

致
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
「
調
和
」
を
内
包
す
る
法
統
合
は
、
深
化
し
て
い
く
統
合
過
程
の
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て
直
面
す
る
欧
州

連
合
の
東
方
拡
大
化
と
い
う
特
別
な
射
程
と
時
事
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
現
在
す
る
欧
州
法
（
霧
2
δ
8
準

ヨ
§
き
9
一
お
）
」
の
継
受
と
事
実
上
の
適
用
は
、
欧
州
連
合
へ
新
た
に
参
入
す
る
た
め
の
絶
対
要
件
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
私
は
、
友
人
で
あ
り
研
究
仲
間
で
も
あ
る
小
野
寺
忍
教
授
が
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
ケ
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
小
稿
を
日
本
に
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紹
介
す
る
労
に
対
し
心
か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
稿
で
言
い
表
し
た
考
え
の
い
く
つ
か
は
、
地
球
上
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
進

行
中
で
あ
っ
た
り
実
際
に
動
き
始
め
た
り
し
て
い
る
経
済
統
合
過
程
に
対
す
る
有
効
な
提
案
と
し
て
、
と
く
に
東
ア
ジ
ア
の
地
域
に
対

し
て
も
資
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
A
・
ダ
ウ
ゼ
ス

403欧州連合における法統合の方法論

欧
州
共
同
体
／
連
合
の
法
的
基
盤

　
欧
州
共
同
体
／
連
合
（
以
下
、
E
G
／
E
U
と
略
す
）
は
、
時
の
経
つ
う
ち
に
き
わ
め
て
特
異
で
複
合
的
な
、
す
な
わ
ち
国
際
法
上

の
起
源
か
ら
遠
く
か
け
離
れ
、
か
つ
固
有
の
構
造
原
理
な
い
し
秩
序
法
則
を
維
持
継
続
す
る
法
秩
序
を
具
有
し
て
い
る
。
E
G
／
E
U

が
連
邦
国
家
で
な
い
ば
か
り
か
独
立
国
家
の
合
同
体
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
E
G
／
E
U
は
主
権
作
用
の
限
定
さ
れ
た
地
域
に
つ

い
て
だ
け
超
国
家
的
な
制
度
に
委
ね
た
結
果
、
共
同
体
法
秩
序
は
い
ろ
い
ろ
な
点
を
考
慮
し
て
国
家
基
本
法
的
な
性
格
を
備
え
て
い

る
。　

欧
州
共
同
体
司
法
裁
判
所
（
以
下
、
国
仁
O
頃
と
略
す
）
の
初
期
の
裁
判
以
来
、
共
同
体
法
の
自
律
性
（
「
自
治
」
）
は
承
認
さ
れ
て

い
る
。
け
だ
し
、
そ
れ
は
公
的
な
資
料
か
ら
流
れ
出
て
公
的
な
構
想
へ
と
発
展
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
欧
州
共
同
体
に
参
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（
1
）

加
し
た
諸
国
の
法
伝
統
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
E
G
／
E
U
の
構
造
と
目
的
に
書
き
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
居
住
移
転
自
由
の
原
則
（
E
G
V
三
九
条
、
旧
四
八
条
）
の
範
囲
内
で
「
雇
用
」
、
「
公
共
秩
序
の
維
持
と
公
共
政
策

（
o
巳
お
2
び
ぎ
）
」
、
そ
し
て
「
公
共
行
政
」
の
概
念
に
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
の
中
に
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
い
る
定
義
を
再
点
検

を
す
る
の
で
は
な
く
、
国
信
○
＝
に
よ
る
連
合
全
体
の
集
中
化
と
統
一
化
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
自
律
的
な
定
義
づ
け
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
国
仁
O
国
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
た
解
釈
方
法
の
も
と
で
は
、
と
く
に
現
段
階
に
お
い
て
一
一
の
官
庁
用
語
か
ら
な
る
多
様
性
を
含
ん

だ
共
同
体
綱
要
に
よ
り
、
文
言
に
し
た
が
っ
た
解
釈
に
対
し
て
制
度
的
か
つ
目
的
論
的
解
釈
が
明
確
な
形
で
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
と
く
に
国
自
O
国
判
決
は
、
「
効
果
主
義
」
と
共
同
体
法
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
進
展
に
大
き
な
意
義
（
価
値
）
を
認
め
て
い

る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
（
回
顧
的
）
歴
史
的
な
解
釈
は
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
役
割
を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
国
際
司
法
の
裁
判
実
務
、
と
り
わ
け
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
実
務
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
、
国
q
O
国
は
、
主
権
を
留
保
し
た

加
盟
諸
国
と
の
関
係
で
は
共
同
体
と
し
て
の
統
合
の
必
要
性
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。
国
皿
○
＝
は
、
そ
の
基
本
概
念
す
な
わ
ち

基
本
原
則
、
と
く
に
欧
州
共
同
市
場
／
国
内
市
場
の
根
本
的
自
由
化
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
例
外
と
加
盟
諸
国
の
主
権
留
保
を
狭
く
定

義
づ
け
る
と
い
う
方
法
（
「
い
わ
ゆ
る
規
則
例
外
型
」
）
に
よ
り
、
共
同
体
法
を
統
合
秩
序
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　
共
同
体
法
秩
序
の
範
囲
と
有
効
性
は
、
ま
ず
第
一
に
国
二
〇
＝
の
判
例
法
に
よ
り
創
出
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
判
決
で
は
、
O
o
ω
富
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

国
Z
国
い
（
這
9
）
が
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

　
『
従
来
と
は
異
な
り
、
国
際
条
約
は
、
E
W
G
条
約
の
中
で
、
そ
れ
を
施
行
す
る
際
に
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
に
取
り
込
ん
だ
内
容

を
、
裁
判
所
が
適
用
す
る
た
め
の
公
的
秩
序
と
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
共
同
体
の
創
設
に
よ
り
、
永
久
に
公
的
組
織
、
公
的
権
利
能
力

一404一
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加
し
た
諸
国
の
法
伝
統
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
を

E
G
/
E
U
の
構
造
と
目
的
に
書
き
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
居
住
移
転
自
由
の
原
則

(
E
G
V
三
九
条
、
旧
四
八
条
)

の
範
囲
内
で
「
雇
用
」
、
「
公
共
秩
序
の
維
持
と
公
共
政
策
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(
。
吋
門
山
口
凶
℃
C
ず
ロ
の
)
」
、

そ
し
て
「
公
共
行
政
」
の
概
念
に
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
の
中
に
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
い
る
定
義
を
再
点
検

を
す
る
の
で
は
な
く
、
開
口
の
固
に
よ
る
連
合
全
体
の
集
中
化
と
統
一
化
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
自
律
的
な
定
義
づ
け
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

開
己
の
固
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
た
解
釈
方
法
の
も
と
で
は
、

と
く
に
現
段
階
に
お
い
て
一
一
の
官
庁
用
語
か
ら
な
る
多
様
性
を
含
ん

法学論集

だ
共
同
体
綱
要
に
よ
り
、
文
言
に
し
た
が
っ
た
解
釈
に
対
し
て
制
度
的
か
つ
目
的
論
的
解
釈
が
明
確
な
形
で
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
と
く
に
開
ロ
の
出
判
決
は
、
「
効
果
主
義
」
と
共
同
体
法
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
進
展
に
大
き
な
意
義
(
価
値
)
を
認
め
て
い

-404-

る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
(
回
顧
的
)
歴
史
的
な
解
釈
は
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
役
割
を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

国
際
司
法
の
裁
判
実
務
、

と
り
わ
け
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
実
務
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
、
開
口
の
国
は
、
主
権
を
留
保
し
た

加
盟
諸
国
と
の
関
係
で
は
共
同
体
と
し
て
の
統
合
の
必
要
性
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。
開
ロ
の
出
は
、

そ
の
基
本
概
念
す
な
わ
ち

基
本
原
則
、

と
く
に
欧
州
共
同
市
場
/
国
内
市
場
の
根
本
的
自
由
化
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
例
外
と
加
盟
諸
国
の
主
権
留
保
を
狭
く
定

義
づ
け
る
と
い
う
方
法
(
「
い
わ
ゆ
る
規
則
例
外
型
」
)

に
よ
り
、
共
同
体
法
を
統
合
秩
序
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

共
同
体
法
秩
序
の
範
囲
と
有
効
性
は
、
ま
ず
第
一
に
開
ロ
の
出
の
判
例
法
に
よ
り
創
出
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
判
決
で
は
、

h
g
g
¥

開
Z
何
回
、
(
忌
宏
)
が
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

『
従
来
と
は
異
な
り
、
国
際
条
約
は
、

E
W
G
条
約
の
中
で
、

そ
れ
を
施
行
す
る
際
に
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
に
取
り
込
ん
だ
内
容

を
、
裁
判
所
が
適
用
す
る
た
め
の
公
的
秩
序
と
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
共
同
体
の
創
設
に
よ
り
、
永
久
に
公
的
組
織
、
公
的
権
利
能
力
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し
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諸
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の
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伝
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く
も
の
で
は
あ
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、

そ
の
こ
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E
G
/
E
U
の
構
造
と
目
的
に
書
き
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
居
住
移
転
自
由
の
原
則

(
E
G
V
三
九
条
、
旧
四
八
条
)

の
範
囲
内
で
「
雇
用
」
、
「
公
共
秩
序
の
維
持
と
公
共
政
策
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門
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」
、

そ
し
て
「
公
共
行
政
」
の
概
念
に
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
の
中
に
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
い
る
定
義
を
再
点
検

を
す
る
の
で
は
な
く
、
開
口
の
固
に
よ
る
連
合
全
体
の
集
中
化
と
統
一
化
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
自
律
的
な
定
義
づ
け
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

開
己
の
固
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
た
解
釈
方
法
の
も
と
で
は
、

と
く
に
現
段
階
に
お
い
て
一
一
の
官
庁
用
語
か
ら
な
る
多
様
性
を
含
ん

法学論集

だ
共
同
体
綱
要
に
よ
り
、
文
言
に
し
た
が
っ
た
解
釈
に
対
し
て
制
度
的
か
つ
目
的
論
的
解
釈
が
明
確
な
形
で
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
と
く
に
開
ロ
の
出
判
決
は
、
「
効
果
主
義
」
と
共
同
体
法
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
進
展
に
大
き
な
意
義
(
価
値
)
を
認
め
て
い

-404-

る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
(
回
顧
的
)
歴
史
的
な
解
釈
は
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
役
割
を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

国
際
司
法
の
裁
判
実
務
、

と
り
わ
け
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
実
務
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
、
開
口
の
国
は
、
主
権
を
留
保
し
た

加
盟
諸
国
と
の
関
係
で
は
共
同
体
と
し
て
の
統
合
の
必
要
性
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。
開
ロ
の
出
は
、

そ
の
基
本
概
念
す
な
わ
ち

基
本
原
則
、

と
く
に
欧
州
共
同
市
場
/
国
内
市
場
の
根
本
的
自
由
化
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
例
外
と
加
盟
諸
国
の
主
権
留
保
を
狭
く
定

義
づ
け
る
と
い
う
方
法
(
「
い
わ
ゆ
る
規
則
例
外
型
」
)

に
よ
り
、
共
同
体
法
を
統
合
秩
序
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

共
同
体
法
秩
序
の
範
囲
と
有
効
性
は
、
ま
ず
第
一
に
開
ロ
の
出
の
判
例
法
に
よ
り
創
出
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
判
決
で
は
、

h
g
g
¥

開
Z
何
回
、
(
忌
宏
)
が
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

『
従
来
と
は
異
な
り
、
国
際
条
約
は
、

E
W
G
条
約
の
中
で
、

そ
れ
を
施
行
す
る
際
に
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
に
取
り
込
ん
だ
内
容

を
、
裁
判
所
が
適
用
す
る
た
め
の
公
的
秩
序
と
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
共
同
体
の
創
設
に
よ
り
、
永
久
に
公
的
組
織
、
公
的
権
利
能
力



及
び
公
的
行
為
能
力
、
国
際
的
な
商
行
為
能
力
、
そ
し
て
と
く
に
純
粋
な
（
中
略
）
国
家
の
主
権
作
用
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
加
盟
諸
国
が
そ
の
主
権
を
制
限
し
た
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
諸
国
全
体
と
加
盟
国
自
体
を
拘
束
す
る
法
の
中
心
部
分
を
創
出
し
た
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
』

405欧州連合における法統合の方法論

　
国
仁
○
＝
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
判
決
に
よ
れ
ば
、
欧
州
共
同
体
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
ひ
い
て
は
加
盟
諸
国
の
憲
法
に
優
先
す

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
優
先
原
則
は
、
コ
元
論
」
的
見
解
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
優
先
原
則
は
国
民
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
よ
り
高
度
の
共
同
体
法
を
一
致
調
和
さ
せ
る
と
い
う
立
法
者
の
義
務
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
直
接
的
な
形
成
の
原
則
と
の
関
係
で
、

共
同
体
法
の
規
則
の
遵
守
を
判
決
及
び
執
行
の
側
か
ら
、
こ
れ
ら
が
十
分
に
明
確
、
精
密
で
か
つ
信
頼
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ

以
上
の
（
共
同
社
会
的
も
し
く
は
国
民
的
）
実
行
行
為
を
適
用
し
な
い
こ
と
さ
え
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
行
政
諸
官
庁
お
よ
び
裁
判
所
は
、
で
き
る
だ
け
広
く
共
同
体
法
の
要
求
と
意
見
の
一
致
の
た
め
に
当
て
は
め
て
適
用
す
る
た
め
、
し

た
が
っ
て
、
共
同
体
法
上
、
一
致
し
た
適
用
を
で
き
そ
う
も
な
い
場
合
に
は
妨
げ
と
な
る
国
内
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
す
る
内
国
法

　
　
　
　
　
（
5
）

を
持
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
（
二
つ
の
性
質
を
）
あ
わ
せ
持
っ
て
い
な
い
国
内
法
の
構
想
は
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
妥
当
性
を
欠
如
す
る

限
り
で
は
十
分
で
は
な
い
が
（
「
形
成
上
の
優
先
性
」
）
、
こ
の
種
の
法
の
抵
触
に
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味

で
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
法
の
適
用
優
先
性
は
ー
国
際
取
引
法
に
お
け
る
「
自
力
執
行
的
条
約
」
の
国
内
形
成
と
は
別
に
ー

自
国
の
憲
法
上
の
命
令
に
基
づ
い
て
生
ず
る
の
で
は
な
く
て
、
共
同
体
法
自
体
の
「
本
質
」
に
基
づ
い
て
生
ず
る
と
す
る
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
E
G
／
E
U
の
基
盤
は
ぐ
ら
つ
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
共
同
体
組
織
が
創
り
出
す
「
二
次
的
な
」
共
同
体
法
に
は
、
国

一405一

及
び
公
的
行
為
能
力
、
国
際
的
な
商
行
為
能
力
、
そ
し
て
と
く
に
純
粋
な

(
中
略
)
国
家
の
主
権
作
用
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
加
盟
諸
国
が
そ
の
主
権
を
制
限
し
た
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
諸
国
全
体
と
加
盟
国
自
体
を
拘
束
す
る
法
の
中
心
部
分
を
創
出
し
た
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
』

開
口
の
国
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
判
決
に
よ
れ
ば
、
欧
州
共
同
体
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
内
法
ひ
い
て
は
加
盟
諸
国
の
憲
法
に
優
先
す

る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
優
先
原
則
は
、
「
一
元
論
」
的
見
解
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
優
先
原
則
は
国
民
意
識

さ
ら
に
直
接
的
な
形
成
の
原
則
と
の
関
係
で
、

と
よ
り
高
度
の
共
同
体
法
を
一
致
調
和
さ
せ
る
と
い
う
立
法
者
の
義
務
の
み
な
ら
ず
、

共
同
体
法
の
規
則
の
遵
守
を
判
決
及
び
執
行
の
側
か
ら
、
こ
れ
ら
が
十
分
に
明
確
、
精
密
で
か
つ
信
頼
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、

そ
れ

-405-

以
上
の
(
共
同
社
会
的
も
し
く
は
国
民
的
)
実
行
行
為
を
適
用
し
な
い
こ
と
さ
え
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

欧州連合における法統合の方法論

行
政
諸
官
庁
お
よ
び
裁
判
所
は
、

で
き
る
だ
け
広
く
共
同
体
法
の
要
求
と
意
見
の
一
致
の
た
め
に
当
て
は
め
て
適
用
す
る
た
め
、
し

をた
持が
つっ

てて

る三共
。同
な体
る法
ほ上
ど 、

一
致
し
た
適
用
を
で
き
そ
う
も
な
い
場
合
に
は
妨
げ
と
な
る
圏
内
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
す
る
内
国
法

(
二
つ
の
性
質
を
)
あ
わ
せ
持
っ
て
い
な
い
園
内
法
の
構
想
は
、

お
の
ず
か
ら
そ
の
妥
当
性
を
欠
如
す
る

限
り
で
は
十
分
で
は
な
い
が

(
「
形
成
上
の
優
先
性
」
)
、
こ
の
種
の
法
の
抵
触
に
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味

で
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
法
の
適
用
優
先
性
は
l

国
際
取
引
法
に
お
け
る
「
自
力
執
行
的
条
約
」
の
圏
内
形
成
と
は
別
に
l

405 

自
国
の
憲
法
上
の
命
令
に
基
づ
い
て
生
ず
る
の
で
は
な
く
て
、
共
同
体
法
自
体
の
「
本
質
」
に
基
づ
い
て
生
ず
る
と
す
る
。
さ
も
な
け

れ
ば
、

E
G
/
E
U
の
基
盤
は
ぐ
ら
つ
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
共
同
体
組
織
が
創
り
出
す
「
二
次
的
な
」
共
同
体
法
に
は
、
国

及
び
公
的
行
為
能
力
、
国
際
的
な
商
行
為
能
力
、
そ
し
て
と
く
に
純
粋
な

(
中
略
)
国
家
の
主
権
作
用
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
加
盟
諸
国
が
そ
の
主
権
を
制
限
し
た
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
諸
国
全
体
と
加
盟
国
自
体
を
拘
束
す
る
法
の
中
心
部
分
を
創
出
し
た
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
』

開
口
の
国
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
判
決
に
よ
れ
ば
、
欧
州
共
同
体
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
内
法
ひ
い
て
は
加
盟
諸
国
の
憲
法
に
優
先
す

る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
優
先
原
則
は
、
「
一
元
論
」
的
見
解
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
優
先
原
則
は
国
民
意
識

さ
ら
に
直
接
的
な
形
成
の
原
則
と
の
関
係
で
、

と
よ
り
高
度
の
共
同
体
法
を
一
致
調
和
さ
せ
る
と
い
う
立
法
者
の
義
務
の
み
な
ら
ず
、

共
同
体
法
の
規
則
の
遵
守
を
判
決
及
び
執
行
の
側
か
ら
、
こ
れ
ら
が
十
分
に
明
確
、
精
密
で
か
つ
信
頼
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、

そ
れ

-405-

以
上
の
(
共
同
社
会
的
も
し
く
は
国
民
的
)
実
行
行
為
を
適
用
し
な
い
こ
と
さ
え
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

欧州連合における法統合の方法論
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内
法
の
効
果
と
の
関
係
で
は
、
原
則
と
し
て
、
特
別
な
変
換
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
確
認
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
（
詳

細
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
「
指
令
」
お
よ
び
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
項
を
参
照
の
こ
と
）
。

　
こ
の
構
想
の
影
響
は
、
と
り
わ
け
国
内
で
遵
守
さ
れ
て
い
る
主
観
的
な
法
を
直
接
的
に
共
同
体
法
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
実
務
上
の
観
点
が
有
用
で
あ
る
。

　
実
務
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
1
　
加
盟
諸
国
は
、
欧
州
共
同
体
法
に
矛
盾
す
る
国
内
法
を
定
め
た
り
保
持
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
共
同
体
の
権
限
（
た
と
え
ば
関
税
協
定
の
締
結
、
通
商
協
定
の
締
結
も
し
く
は
第
三
諸
国
と
の
提
携
協
定
の
締
結
）
が
な
い
場
合
、

す
な
わ
ち
加
盟
諸
国
に
国
内
法
を
単
独
で
発
す
る
権
能
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
締
結
し
て
い
る
共
同
体
規
則
（
た
と
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

共
通
す
る
農
業
政
策
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
も
の
に
優
先
す
る
欧
州
共
同
体
法
が
禁
止
効
果
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ク
ロ

る
こ
と
は
、
当
該
の
国
内
法
が
内
容
的
に
欧
州
共
同
体
法
と
一
致
調
和
し
て
い
る
場
合
に
も
有
効
で
あ
る
。

一406一

　
2
　
行
政
諸
官
庁
お
よ
び
裁
判
所
に
は
、
超
法
規
的
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
し
、
あ
る
い
は
共
同
体
法
上
不
都
合
な
国
内

法
も
そ
の
規
定
の
内
容
に
よ
っ
て
は
も
は
や
適
用
し
な
い
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
共
同
社
会
の
居
住
移
転
の
自
由
を
定
め
る
規
定
に
反
す
る
加
盟
諸
国
の
移
民
法
規
定
は
、
そ
の
他
の
加
盟
諸
国

の
国
民
（
提
携
諸
国
の
国
民
な
ど
）
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
適
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
逆
に
、
（
非
提
携
の
）
第
三
諸
国
の
国
民
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
引
き
続
い
て
適
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
自
由
選
択
を
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と
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と
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「
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を
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の
こ
と
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を



可
能
に
す
る
「
任
意
規
定
」

は
　、

こ
の
範
囲
に
お
い
て
、
場
合
に
応
じ
て
義
務
的
な
「
強
行
規
定
」
に
解
釈
を
改
め
る
こ
と
に
な
る
。
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3
　
共
同
体
法
に
基
づ
い
て
緩
和
さ
れ
て
き
た
先
例
（
た
と
え
ば
不
動
産
業
）
に
対
し
て
、
国
内
承
認
の
必
要
性
が
、
な
お
維
持
さ

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
は
難
し
い
。

　
国
二
〇
＝
判
決
の
要
旨
に
は
、
行
政
諸
官
庁
の
裁
量
の
ま
ま
に
構
成
さ
れ
た
許
容
の
可
能
性
を
伴
う
共
同
体
法
上
違
法
な
抑
圧
的
禁

止
規
定
と
緩
和
化
の
要
件
と
し
て
存
在
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
規
制
緩
和
上
の
問
題
が
な
い
こ
と
の
証
明
に
な
る
共
同
体
法
上
一
致
し

た
旧
来
か
ら
の
統
制
と
の
間
の
裁
量
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
共
同
体
法
の
構
造
的
な
自
律
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
、
「
な
お
」
不
完
全
な
部
分
法
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
盟

諸
国
の
豊
富
な
法
秩
序
か
ら
も
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
に
共
通
す
る
書
か
れ
て
は
い
な
い
（
不
文
律
と
し
て
の
）
一
般
法
原
則
か
ら
も

補
足
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
れ
に
あ
る
例
外
は
さ
て
お
き
、
共
同
体
法
は
、
国
家
の
行
政
諸
官
庁
お
よ
び
裁
判
所
が
遂
行
す
る
た
め
の
組
織
規
定
と
手
続
規
定

を
全
く
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
国
皿
○
＝
判
決
が
詳
細
に
述
べ
て
い
る
数
少
な
い
法
治
国
の
基
本
要
請
（
「
容
易
に
適
用
で
き
て
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

滞
す
る
こ
と
の
な
い
行
政
手
続
の
要
請
、
裁
判
手
続
の
保
証
、
最
終
的
な
権
利
保
護
の
た
め
の
暫
定
的
措
置
」
）
は
、
現
実
的
な
適
用

の
た
め
に
、
ま
ず
国
内
法
秩
序
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
同
体
法
お
よ
び
個
々
の
国
々
の
法
は
、
こ
こ
で
は
分

業
化
の
た
め
の
協
力
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
例
と
し
て
、
履
行
し
た
支
払
金
の
共
同
体
法
に
基
づ
く
不
当
返
還
請
求
（
「
不
作
為
の
場
合
の
共
同
体
法
に
基
づ
く
不
当

追
加
請
求
な
ど
」
）
な
ら
び
に
共
同
体
法
違
反
に
対
す
る
加
盟
諸
国
の
職
務
上
の
責
任
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
密
接
に
関
連
す
る
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能
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す
る
「
任
意
規
定
」
は
、
こ
の
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囲
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お
い
て
、
場
合
に
応
じ
て
義
務
的
な
「
強
行
規
定
」
に
解
釈
を
改
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る
こ
と
に
な
る
。
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共
同
体
法
に
基
づ
い
て
緩
和
さ
れ
て
き
た
先
例
(
た
と
え
ば
不
動
産
業
)

に
対
し
て
、
園
内
承
認
の
必
要
性
が
、
な
お
維
持
さ

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
は
難
し
い
。

H
W
C

の
出
判
決
の
要
旨
に
は
、
行
政
諸
官
庁
の
裁
量
の
ま
ま
に
構
成
さ
れ
た
許
容
の
可
能
性
を
伴
う
共
同
体
法
上
違
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な
抑
圧
的
禁
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と
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化
の
要
件
と
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存
在
し
、
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合
に
よ
っ
て
は
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制
緩
和
上
の
問
題
が
な
い
こ
と
の
証
明
に
な
る
共
同
体
法
上
一
致
し

た
旧
来
か
ら
の
統
制
と
の
聞
の
裁
量
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

共
同
体
法
の
構
造
的
な
自
律
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
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ら
は
、
「
な
お
」
不
完
全
な
部
分
法
を
形
成
し
て
い
る
の
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あ
る
。
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国
q
O
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判
決
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
場
合
の
請
求
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
共
同
体
法
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
適
法
性
の
態
様
、
と
く
に
所
轄
諸
官
庁
の
規
則
も
し
く
は
管
轄
裁
判
所
の
規
定
お
よ
び
行
政
手
続
も
し
く
は
裁
判
手
続

（
「
た
と
え
ば
時
効
期
問
あ
る
い
は
訴
訟
手
続
上
の
期
間
、
利
益
的
行
政
行
為
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
の
信
頼
保
護
、
賠
償
の
範

囲
」
）
は
、
共
同
体
法
が
な
ん
ら
特
別
規
則
を
保
持
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
国
内
法
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
場
合
、
共
同
体
法
に
あ
る
強
行
的
な
二
つ
の
制
約
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
国
内
法
の
実

体
的
か
つ
形
式
的
態
様
を
、
同
種
の
請
求
権
が
純
然
た
る
国
内
法
に
該
当
す
る
手
続
以
上
に
不
利
に
な
る
よ
う
な
拡
大
を
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
（
「
差
別
の
禁
止
」
）
、
も
う
一
つ
は
、
法
的
訴
追
行
為
を
事
実
上
不
可
能
に
し
た
り
、
必
要
以
上
に
負
担
を
重
く
し
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た
り
す
る
こ
と
を
結
果
と
し
て
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
（
「
共
同
体
法
上
の
効
果
主
義
の
原
則
」
）
。
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法
統
合
の
機
能
と
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市
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の
関
係
創
出
と
安
全
対
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に
関
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る
最
も
有
力
な
手
段
の
～
つ
で
あ
る
。
E
G
V
第
三
条
第
一
項
h
は
、

「
国
内
法
規
の
法
統
合
が
、
共
同
市
場
の
諸
機
能
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
」
共
同
体
の
働
き
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　
E
G
に
お
け
る
法
統
合
問
題
の
理
論
的
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点
は
、
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九
七
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二
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こ
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の
自
由
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す
な
わ
ち
国
内
商
品
と
輸
入
品
に
関
し
て
差
別
な
く
適
用
で
き

408 

開
口
の
出
判
決
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
場
合
の
請
求
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
共
同
体
法
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
適
法
性
の
態
様
、

と
く
に
所
轄
諸
官
庁
の
規
則
も
し
く
は
管
轄
裁
判
所
の
規
定
お
よ
び
行
政
手
続
も
し
く
は
裁
判
手
続

49 (山梨学院大学〕

(
「
た
と
え
ば
時
効
期
間
あ
る
い
は
訴
訟
手
続
上
の
期
間
、
利
益
的
行
政
行
為
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
の
信
頼
保
護
、
賠
償
の
範

囲
」
)

は
、
共
同
体
法
が
な
ん
ら
特
別
規
則
を
保
持
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
国
内
法
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
共
同
体
法
に
あ
る
強
行
的
な
二
つ
の
制
約
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、
国
内
法
の
実

体
的
か
つ
形
式
的
態
様
を
、
同
種
の
請
求
権
が
純
然
た
る
国
内
法
に
該
当
す
る
手
続
以
上
に
不
利
に
な
る
よ
う
な
拡
大
を
し
て
は
な
ら

法学論集

な
い
こ
と
で
あ
り
(
「
差
別
の
禁
止
」
)
、
も
う
一
つ
は
、
法
的
訴
追
行
為
を
事
実
上
不
可
能
に
し
た
り
、
必
要
以
上
に
負
担
を
重
く
し

た
り
す
る
こ
と
を
結
果
と
し
て
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
(
「
共
同
体
法
上
の
効
果
主
義
の
原
則
」
)
。

-408-

法
統
合
の
機
能
と
着
想

(
1
)
 
法
統
合
の
機
能

法
統
合
(
問
。
。
宮
包
括
】
止
の
E
D
m
)

に
圏
内
市
場
と
位
置
付
け
ら

は
、
欧
州
統
二
議
定
書

[
E
E
A
]
(
以
下
、

E
E
A
と
略
す
)

れ
て
以
来
、
共
同
体
市
場
の
関
係
創
出
と
安
全
対
策
に
関
す
る
最
も
有
力
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

E
G
V
第
三
条
第
一
項
h
は、

「
国
内
法
規
の
法
統
合
が
、
共
同
市
場
の
諸
機
能
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
」
共
同
体
の
働
き
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

E
G
に
お
け
る
法
統
合
問
題
の
理
論
的
出
発
点
は
、

宮
古
口
事
件
】
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
は
、
第
一
審
で
、
差
別
の
自
由
、
す
な
わ
ち
圏
内
商
品
と
輸
入
品
に
関
し
て
差
別
な
く
適
用
で
き

一
九
七
九
年
二
月
二

O
日
の
開
口
の
出
に
よ
る
指
導
的
判
決
【
わ

g巴
ω

0. 
0 

408 

開
口
の
出
判
決
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
場
合
の
請
求
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
共
同
体
法
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
適
法
性
の
態
様
、

と
く
に
所
轄
諸
官
庁
の
規
則
も
し
く
は
管
轄
裁
判
所
の
規
定
お
よ
び
行
政
手
続
も
し
く
は
裁
判
手
続

49 (山梨学院大学〕

(
「
た
と
え
ば
時
効
期
間
あ
る
い
は
訴
訟
手
続
上
の
期
間
、
利
益
的
行
政
行
為
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
の
信
頼
保
護
、
賠
償
の
範

囲
」
)

は
、
共
同
体
法
が
な
ん
ら
特
別
規
則
を
保
持
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
国
内
法
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
共
同
体
法
に
あ
る
強
行
的
な
二
つ
の
制
約
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、
国
内
法
の
実

体
的
か
つ
形
式
的
態
様
を
、
同
種
の
請
求
権
が
純
然
た
る
国
内
法
に
該
当
す
る
手
続
以
上
に
不
利
に
な
る
よ
う
な
拡
大
を
し
て
は
な
ら

法学論集

な
い
こ
と
で
あ
り
(
「
差
別
の
禁
止
」
)
、
も
う
一
つ
は
、
法
的
訴
追
行
為
を
事
実
上
不
可
能
に
し
た
り
、
必
要
以
上
に
負
担
を
重
く
し

た
り
す
る
こ
と
を
結
果
と
し
て
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
(
「
共
同
体
法
上
の
効
果
主
義
の
原
則
」
)
。

-408-

法
統
合
の
機
能
と
着
想

(
1
)
 
法
統
合
の
機
能

法
統
合
(
問
。
。
宮
包
括
】
止
の
E
D
m
)

に
圏
内
市
場
と
位
置
付
け
ら

は
、
欧
州
統
二
議
定
書

[
E
E
A
]
(
以
下
、

E
E
A
と
略
す
)

れ
て
以
来
、
共
同
体
市
場
の
関
係
創
出
と
安
全
対
策
に
関
す
る
最
も
有
力
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

E
G
V
第
三
条
第
一
項
h
は、

「
国
内
法
規
の
法
統
合
が
、
共
同
市
場
の
諸
機
能
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
」
共
同
体
の
働
き
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

E
G
に
お
け
る
法
統
合
問
題
の
理
論
的
出
発
点
は
、

宮
古
口
事
件
】
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
は
、
第
一
審
で
、
差
別
の
自
由
、
す
な
わ
ち
圏
内
商
品
と
輸
入
品
に
関
し
て
差
別
な
く
適
用
で
き

一
九
七
九
年
二
月
二

O
日
の
開
口
の
出
に
よ
る
指
導
的
判
決
【
わ

g巴
ω

0. 
0 



409欧州連合における法統合の方法論

る
通
商
規
則
は
、
原
則
と
し
て
、
数
量
制
限
（
E
G
V
二
八
条
（
旧
三
〇
条
、
E
W
G
V
三
〇
条
）
）
の
場
合
と
同
様
の
効
果
の
あ
る

禁
止
措
置
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
。
第
二
審
で
も
、
当
該
通
商
規
則
が
、
共
同
体
内
の
通
商
制
限
を
講
じ
て

い
た
場
合
に
は
、
そ
の
種
の
措
置
は
輸
入
諸
国
の
と
く
に
公
衆
衛
生
、
正
真
正
銘
の
商
取
引
お
よ
び
消
費
者
保
護
を
理
由
と
す
る
「
必

然
的
な
要
請
」
と
し
て
正
当
化
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
【
○
霧
巴
ω
8
9
U
9
事
件
】
に
よ
っ
て
、
商
品
の
店
頭
取
引
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
自
由
制
限
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
包

括
的
禁
止
と
い
う
意
昧
で
の
原
産
国
原
理
の
礎
石
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
必
然
的
な
要
請
」
の
介
入
を
留
保

し
て
、
加
盟
諸
国
内
で
自
由
な
取
引
を
適
法
な
方
法
で
し
て
い
る
生
産
物
の
す
べ
て
を
、
共
同
体
に
あ
る
全
て
の
市
場
に
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
【
○
霧
巴
ω
8
0
ぎ
嵩
事
件
】
判
決
に
端
を
発
し
た
自
由
化
は
、
純
粋
な
国
内
商
品
取
引
事
情
で
は
な
く
て
、
限
界
を
超
え
た
商
品

取
引
事
情
に
役
立
つ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
依
然
と
し
て
、
国
内
に
お
い
て
生
産
や
商
品
の
出
荷
を
ど
の
よ
う

に
も
制
限
で
き
る
と
す
る
、
そ
の
時
々
の
加
盟
諸
国
の
商
法
で
あ
る
。
国
＝
O
匡
の
市
場
に
関
す
る
判
断
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
該
当
す
る
裁
判
が
、
E
G
V
二
八
条
（
旧
三
〇
条
、
E
W
G
V
三
〇
条
）
）
以
下
が
制
度
趣
旨
ど
お
り
に
輸
入
品
目

だ
け
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
内
共
同
体
の
商
品
交
換
に
関
す
る
障
害
を
漸
次
撤
廃
す
る
こ
と
だ

け
を
目
的
と
し
て
お
り
、
内
輪
の
競
争
に
よ
る
歪
み
の
除
去
を
意
図
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
地
場
生
産
品
に
対
す
る
劣
悪
な
情
況
は
、
「
逆
差
別
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ー
憲

法
上
、
疑
念
が
生
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
　
　
欧
州
共
同
体
法
上
は
原
則
と
し
て
適
法
で
あ
り
、
し
か
も
「
未
完
の
」
国
内
市
場
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

現
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
二
つ
の
競
合
す
る
法
秩
序
が
併
存
す
る
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
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る
通
商
規
則
は
、
原
則
と
し
て
、
数
量
制
限

(
E
G
V
二
八
条
(
旧
三

O
条、

E
W
G
V
三
O
条
)
)

の
場
合
と
同
様
の
効
果
の
あ
る

禁
止
措
置
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
。
第
二
審
で
も
、
当
該
通
商
規
則
が
、
共
同
体
内
の
通
商
制
限
を
講
じ
て

い
た
場
合
に
は
、

そ
の
種
の
措
置
は
輸
入
諸
国
の
と
く
に
公
衆
衛
生
、
正
真
正
銘
の
商
取
引
お
よ
び
消
費
者
保
護
を
理
由
と
す
る
「
必

然
的
な
要
請
」
と
し
て
正
当
化
で
き
る
と
し
て
い
る
。

【
(
い

mgω
ぽ
門
目
。
ロ
ロ
。
ロ
事
件
}
に
よ
っ
て
、
商
品
の
庖
頭
取
引
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
自
由
制
限
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
包

括
的
禁
止
と
い
う
意
味
で
の
原
産
国
原
理
の
礎
石
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
「
必
然
的
な
要
請
」
の
介
入
を
留
保

し
て
、
加
盟
諸
国
内
で
自
由
な
取
引
を
適
法
な
方
法
で
し
て
い
る
生
産
物
の
す
べ
て
を
、
共
同
体
に
あ
る
全
て
の
市
場
に
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
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(
U
ω

包
ω
母
口
出
。
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事
件
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発
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た
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由
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商
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に
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る
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こ
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は
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の
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交
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漸
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と
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け
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的
と
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、
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輪
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に
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る
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の
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去
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て
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で
あ
る
。
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ろ
で
あ
る
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体
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と
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て
適
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で
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、
し
か
も
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の
」
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の
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と
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ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
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る
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す
る
と
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ろ
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。
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す
な
わ
ち
、
一
方
は
限
界
を
超
え
た
事
例
に
関
し
て
国
内
市
場
に
関
係
す
る
事
情
だ
け
を
把
握
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
共
同
体
の
法

で
あ
り
、
他
方
は
規
則
統
一
を
除
い
て
国
内
市
場
の
事
情
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
国
内
の
法
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
先
例
か
ら
は
、
E
G
に
お
け
る
法
統
合
の
新
し
い
相
対
的
な
役
割
を
結
論
と
し
て
得
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
前
は
差
別
の
自
由

な
個
々
の
国
の
生
産
に
関
す
る
規
則
お
よ
び
商
品
の
出
荷
に
関
す
る
規
定
に
生
じ
る
い
ろ
い
ろ
な
取
引
障
害
は
、
法
統
合
に
よ
っ
て
の

み
共
同
体
レ
ベ
ル
の
問
題
を
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
結
果
、
【
O
器
ω
δ
8
∪
ご
9
事
件
】

理
論
は
、
法
統
合
を
い
わ
ゆ
る
「
必
然
的
な
要
請
」
の
保
護
領
域
内
で
の
み
取
引
行
為
能
力
の
要
件
を
解
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
領

域
で
は
、
共
同
体
内
の
取
引
制
限
の
除
去
に
よ
り
、
国
内
市
場
の
公
開
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
市
場
制
限
の
漸

次
撤
廃
が
、
直
接
的
に
E
G
V
二
八
条
（
旧
三
〇
条
）
に
基
づ
い
て
生
ず
る
。
つ
ま
り
、
法
の
統
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
商
品
の
自
由

取
引
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
は
も
は
や
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

【
○
器
路
号
U
一
一
9
事
件
】
は
、
国
内
市
場
の
機
能
促
進
（
E
G
V
3
条
第
1
項
h
を
参
照
）
に
関
し
て
は
、
法
統
合
の
役
割
を
新

た
に
定
義
し
、
機
能
変
換
へ
と
導
い
て
き
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

　
1
　
す
で
に
【
O
器
ω
δ
号
U
ご
9
事
件
】
に
よ
っ
て
自
由
化
（
緩
和
）
さ
れ
た
領
域
で
は
、
法
統
合
は
、
と
り
わ
け
品
質
格
差
を

回
避
す
る
た
め
の
よ
り
高
度
な
保
護
法
益
の
確
保
を
約
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
目
標
設
定
に
は
、
明
確
に
健
康
面
、
安
全
面
、
環
境
保
護
面
、
消
費
者
保
護
面
そ
し
て
労
働
環
境
面
が
見
込
ま
れ
て
い
る
（
E

G
V
九
五
条
、
二
二
八
条
、
一
五
二
条
、
一
五
三
条
、
一
六
〇
条
、
一
七
五
条
（
旧
E
G
V
一
〇
〇
条
a
三
項
、
一
一
八
条
a
二
項
、

一
二
九
条
一
項
、
一
二
九
条
a
一
項
、
一
三
〇
条
s
二
項
）
を
参
照
）
。
共
同
体
の
立
法
者
が
、
よ
り
高
度
の
保
護
基
準
と
品
質
基
準

一410一

す
な
わ
ち
、

一
方
は
限
界
を
超
え
た
事
例
に
関
し
て
園
内
市
場
に
関
係
す
る
事
情
だ
け
を
把
握
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
共
同
体
の
法
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で
あ
り
、
他
方
は
規
則
統
一
を
除
い
て
圏
内
市
場
の
事
情
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
国
内
の
法
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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に
お
け
る
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統
合
の
新
し
い
相
対
的
な
役
割
を
結
論
と
し
て
得
た
の
で
あ
る
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つ
ま
り
、
以
前
は
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由
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個
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の
生
産
に
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す
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お
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に
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い
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取
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障
害
は
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に
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の

み
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同
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レ
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の
問
題
を
片
付
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る
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き
る
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さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
結
果
、
【
わ
虫
色
ω
号
思
す
ロ
事
件
】

理
論
は
、
法
統
合
を
い
わ
ゆ
る
「
必
然
的
な
要
請
」
の
保
護
領
域
内
で
の
み
取
引
行
為
能
力
の
要
件
を
解
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
領

法学論集

域
で
は
、
共
同
体
内
の
取
引
制
限
の
除
去
に
よ
り
、
国
内
市
場
の
公
開
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
市
場
制
限
の
漸

次
撤
廃
が
、
直
接
的
に

E
G
V
二
八
条
(
旧
三

O
条
)

に
基
づ
い
て
生
ず
る
。

つ
ま
り
、
法
の
統
合
は
、

そ
の
限
り
で
は
商
品
の
自
由

取
引
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
は
も
は
や
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

【ゎ

gω
円

ω号
ロ
ロ
。
ロ
事
件
】
は
、
国
内
市
場
の
機
能
促
進

(
E
G
V
3
条
第
1
項
h
を
参
照
)

に
関
し
て
は
、
法
統
合
の
役
割
を
新

た
に
定
義
し
、
機
能
変
換
へ
と
導
い
て
き
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

1 

す
で
に
【
h
m
W
8
2
ι
o
u
t
g
事
件
】
に
よ
っ
て
自
由
化
(
緩
和
)

と
り
わ
け
品
質
格
差
を

さ
れ
た
領
域
で
は
、
法
統
合
は
、

回
避
す
る
た
め
の
よ
り
高
度
な
保
護
法
益
の
確
保
を
約
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
目
標
設
定
に
は
、
明
確
に
健
康
面
、
安
全
面
、
環
境
保
護
面
、
消
費
者
保
護
面
そ
し
て
労
働
環
境
面
が
見
込
ま
れ
て
い
る

E 

G
V
九
五
条
、

一
五
三
条
、

一
七
五
条
(
旧
E
G
V
一
O
O条
a
三
項
、

一
一
八
条

a
二
項
、

一
三
八
条
、

一
五
二
条
、

一
六

O
条、

一
二
九
条
一
項
、

一
二
九
条

a
一項、

一
三

O
条

s
二
項
)
を
参
照
)
。
共
同
体
の
立
法
者
が
、
よ
り
高
度
の
保
護
基
準
と
品
質
基
準

す
な
わ
ち
、

一
方
は
限
界
を
超
え
た
事
例
に
関
し
て
園
内
市
場
に
関
係
す
る
事
情
だ
け
を
把
握
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
共
同
体
の
法

410 

で
あ
り
、
他
方
は
規
則
統
一
を
除
い
て
圏
内
市
場
の
事
情
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
国
内
の
法
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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E
G
に
お
け
る
法
統
合
の
新
し
い
相
対
的
な
役
割
を
結
論
と
し
て
得
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
以
前
は
差
別
の
自
由

先
例
か
ら
は
、

な
個
々
の
国
の
生
産
に
関
す
る
規
則
お
よ
び
商
品
の
出
荷
に
関
す
る
規
定
に
生
じ
る
い
ろ
い
ろ
な
取
引
障
害
は
、
法
統
合
に
よ
っ
て
の

み
共
同
体
レ
ベ
ル
の
問
題
を
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
結
果
、
【
わ
虫
色
ω
号
思
す
ロ
事
件
】

理
論
は
、
法
統
合
を
い
わ
ゆ
る
「
必
然
的
な
要
請
」
の
保
護
領
域
内
で
の
み
取
引
行
為
能
力
の
要
件
を
解
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
領
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域
で
は
、
共
同
体
内
の
取
引
制
限
の
除
去
に
よ
り
、
国
内
市
場
の
公
開
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
市
場
制
限
の
漸

次
撤
廃
が
、
直
接
的
に

E
G
V
二
八
条
(
旧
三

O
条
)

に
基
づ
い
て
生
ず
る
。

つ
ま
り
、
法
の
統
合
は
、

そ
の
限
り
で
は
商
品
の
自
由

取
引
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
は
も
は
や
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

【ゎ

gω
円

ω号
ロ
ロ
。
ロ
事
件
】
は
、
国
内
市
場
の
機
能
促
進

(
E
G
V
3
条
第
1
項
h
を
参
照
)

に
関
し
て
は
、
法
統
合
の
役
割
を
新

た
に
定
義
し
、
機
能
変
換
へ
と
導
い
て
き
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

1 

す
で
に
【
h
m
W
8
2
ι
o
u
t
g
事
件
】
に
よ
っ
て
自
由
化
(
緩
和
)

と
り
わ
け
品
質
格
差
を

さ
れ
た
領
域
で
は
、
法
統
合
は
、

回
避
す
る
た
め
の
よ
り
高
度
な
保
護
法
益
の
確
保
を
約
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
目
標
設
定
に
は
、
明
確
に
健
康
面
、
安
全
面
、
環
境
保
護
面
、
消
費
者
保
護
面
そ
し
て
労
働
環
境
面
が
見
込
ま
れ
て
い
る

E 

G
V
九
五
条
、

一
五
三
条
、

一
七
五
条
(
旧
E
G
V
一
O
O条
a
三
項
、

一
一
八
条

a
二
項
、

一
三
八
条
、

一
五
二
条
、

一
六

O
条、

一
二
九
条
一
項
、

一
二
九
条

a
一項、

一
三

O
条

s
二
項
)
を
参
照
)
。
共
同
体
の
立
法
者
が
、
よ
り
高
度
の
保
護
基
準
と
品
質
基
準



を
定
め
る
こ
と
は
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
の
最
小
公
倍
数
が
小
さ
い
も
の
に
な
る
こ
と
（
一
〇
≦
o
ユ
鑛
8
岳
①
び
o
簿
o
目
）
を
妨
げ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
立
法
者
が
、
あ
る
程
度
の
限
界
衝
突
を
起
こ
す
中
で
、
限
界
を
超
え
て
も
生
産
の
活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て
創

る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

411欧州連合における法統合の方法論

　
2
　
競
争
の
中
立
化
（
E
G
V
三
条
9
（
旧
三
条
）
参
照
）
を
創
出
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
逆
差
別
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
生
産
者
で
は
な
く
て
商
品
の
原
産
地
を
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
籍
を
理
由
と
す
る
差
別
禁
止
（
E
G
V
一
二
条
、

旧
六
条
）
の
も
と
で
も
同
じ
よ
う
な
事
情
が
共
同
体
法
の
適
用
範
囲
に
あ
る
場
合
に
の
み
適
法
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
同
体
法
の

不
文
律
的
な
一
般
条
項
の
も
と
で
も
取
り
除
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
逆
差
別
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
結
果
と
し
て
生
じ
た
歪
ん
だ

競
争
に
は
、
該
当
す
る
法
律
の
共
同
体
内
に
お
け
る
法
統
合
（
全
体
的
調
和
）
に
よ
っ
て
の
み
対
処
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
3
　
市
場
開
設
権
に
関
す
る
内
容
の
具
体
化
に
よ
る
透
明
化
と
法
的
安
全
性
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
確
立
さ
れ
た
国
q
O
＝
判
決
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
法
統
合
に
つ
い
て
の
方
針
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
措
置
に
つ
い
て
完
全
調
和

を
想
定
し
、
共
同
体
の
手
続
が
、
そ
の
阻
止
の
制
御
を
整
序
す
る
や
否
や
【
O
器
塁
号
9
」
9
事
件
】
判
決
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
、

「
必
然
的
な
要
請
」
に
基
づ
く
加
盟
諸
国
の
控
訴
が
斥
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
体
法
上
の
要
請
を
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ね
レ

和
作
用
か
ら
取
り
出
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
加
盟
諸
国
は
、
次
の
場
合
に
は
、
な
お
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
か
ら
逸
脱
す
る
権
能
を
与
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
自
体
が
一
部
改
廃
の
可
能
性
（
た
と
え
ば
付
帯
条
項
）
を
含
ん
で
い
た
場
合
、
契
約
の
中
で

権
限
付
与
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
逸
脱
し
て
い
る
国
内
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
（
た
と
え
ば
E
G
V
九
五
条
、
一

一411一

を
定
め
る
こ
と
は
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
の
最
小
公
倍
数
が
小
さ
い
も
の
に
な
る
こ
と

(-。当

2
E
m
g
F
o
σ
2
Z
B
)
を
妨
げ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
立
法
者
が
、
あ
る
程
度
の
限
界
衝
突
を
起
こ
す
中
で
、
限
界
を
超
え
て
も
生
産
の
活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て
創

る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

2 

競
争
の
中
立
化

(
E
G
V
三
条
g

(
旧
三
条
)
参
照
)
を
創
出
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
逆
差
別
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
生
産
者
で
は
な
く
て
商
品
の
原
産
地
を
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
籍
を
理
由
と
す
る
差
別
禁
止

(
E
G
V
二
一
条
、

旧
六
条
)

の
も
と
で
も
同
じ
よ
う
な
事
情
が
共
同
体
法
の
適
用
範
囲
に
あ
る
場
合
に
の
み
適
法
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
同
体
法
の

不
文
律
的
な
一
般
条
項
の
も
と
で
も
取
り
除
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
逆
差
別
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
結
果
と
し
て
生
じ
た
歪
ん
だ

競
争
に
は
、
該
当
す
る
法
律
の
共
同
体
内
に
お
け
る
法
統
合
(
全
体
的
調
和
)

に
よ
っ
て
の
み
対
処
で
き
る
の
で
あ
る
。
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3 

市
場
開
設
権
に
関
す
る
内
容
の
具
体
化
に
よ
る
透
明
化
と
法
的
安
全
性
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。

確
立
さ
れ
た
開
口
の
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
法
統
合
に
つ
い
て
の
方
針
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
措
置
に
つ
い
て
完
全
調
和

を
想
定
し
、
共
同
体
の
手
続
が
、

そ
の
阻
止
の
制
御
を
整
序
す
る
や
否
や
【
わ
虫
色
ω
号
豆
守
口
事
件
】
判
決
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
、

「
必
然
的
な
要
請
」
に
基
づ
く
加
盟
諸
国
の
控
訴
が
斥
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
体
法
上
の
要
請
を
調

和
作
用
か
ら
取
り
出
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
加
盟
諸
国
は
、
次
の
場
合
に
は
、
な
お
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
か
ら
逸
脱
す
る
権
能
を
与
え
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ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
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は
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が
一
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改
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の
可
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え
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付
帯
条
項
)
を
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ん
で
い
た
場
合
、
契
約
の
中
で

権
限
付
与
の
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と
な
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て
い
る
逸
脱
し
て
い
る
国
内
法
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適
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認
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ら
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い
た
場
合
で
あ
る
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た
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E
G
V
九
五
条
、

を
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る
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は
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加
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諸
国
の
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秩
序
の
最
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が
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さ
い
も
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に
な
る
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と
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E
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g
F
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σ
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Z
B
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妨
げ
る
こ
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な
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だ
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。
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者
が
、
あ
る
程
度
の
限
界
衝
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を
起
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す
中
で
、
限
界
を
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え
て
も
生
産
の
活
性
化
の
た
め
に
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力
し
て
創

る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
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争
の
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化

(
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三
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条
)
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を
創
出
す
る
こ
と
、
す
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逆
差
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を
除
去
す
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と
で
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る
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こ
れ
は
、
生
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者
で
は
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商
品
の
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地
を
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も
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で
あ
り
、
国
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を
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別
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(
E
G
V
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条
、

旧
六
条
)

の
も
と
で
も
同
じ
よ
う
な
事
情
が
共
同
体
法
の
適
用
範
囲
に
あ
る
場
合
に
の
み
適
法
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
同
体
法
の

不
文
律
的
な
一
般
条
項
の
も
と
で
も
取
り
除
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
逆
差
別
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
結
果
と
し
て
生
じ
た
歪
ん
だ

競
争
に
は
、
該
当
す
る
法
律
の
共
同
体
内
に
お
け
る
法
統
合
(
全
体
的
調
和
)

に
よ
っ
て
の
み
対
処
で
き
る
の
で
あ
る
。

欧州連合におげる法統合の方法論

3 

市
場
開
設
権
に
関
す
る
内
容
の
具
体
化
に
よ
る
透
明
化
と
法
的
安
全
性
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。

確
立
さ
れ
た
開
口
の
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
法
統
合
に
つ
い
て
の
方
針
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
措
置
に
つ
い
て
完
全
調
和

を
想
定
し
、
共
同
体
の
手
続
が
、

そ
の
阻
止
の
制
御
を
整
序
す
る
や
否
や
【
わ
虫
色
ω
号
豆
守
口
事
件
】
判
決
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
、

「
必
然
的
な
要
請
」
に
基
づ
く
加
盟
諸
国
の
控
訴
が
斥
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
体
法
上
の
要
請
を
調

和
作
用
か
ら
取
り
出
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
加
盟
諸
国
は
、
次
の
場
合
に
は
、
な
お
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
か
ら
逸
脱
す
る
権
能
を
与
え

411 

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
自
体
が
一
部
改
廃
の
可
能
性
(
た
と
え
ば
付
帯
条
項
)
を
含
ん
で
い
た
場
合
、
契
約
の
中
で

権
限
付
与
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
逸
脱
し
て
い
る
国
内
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る

(
た
と
え
ば

E
G
V
九
五
条
、
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三
八
条
、
一
五
こ
条
、
一
七
六
条
（
旧
一
〇
〇
条
a
四
項

○
条
t
）
。
厳
格
な
保
護
方
針
の
発
令
）
。

（
オ
プ
シ
ョ
ン
ア
ウ
ト
）
、
一
一
八
条
a
　
三
項
、
一
二
九
条
三
項
、
一
三

　
4
　
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
適
合
す
る
生
産
物
す
べ
て
に
最
大
限
に
利
用
で
き
る
こ
と
で
あ
る

品
、
電
池
の
規
格
化
）
。

（
た
と
え
ば
、
工
業
製
品
、
ス
ペ
ア
部

　
（
2
）
　
法
統
合
の
着
想

　
共
同
市
場
の
設
立
と
形
態
は
、
『
九
八
○
年
代
の
中
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で
、
主
と
し
て
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売
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の
調
和
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
一
定
の
生

産
地
域
の
た
め
に
、
共
同
体
全
体
に
お
け
る
商
品
供
給
能
力
が
ど
の
よ
う
に
保
証
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
詳
細
に
わ
た
っ
た
技
術

的
な
個
別
規
定
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、
一
般
に
、
別
の
加
盟
国
内
で
商
品
と
し
て
製
造
さ
れ
る
べ
き
産
物
は
、
対
象

と
な
る
国
の
規
則
上
の
全
要
請
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
仮
定
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
「
旧
来
の
出
発
点
」
）
。
こ
の

政
策
の
成
果
は
、
期
待
は
ず
れ
の
も
の
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
つ
は
、
当
時
、
法
統
合
の
た
め
に
基
本
と
な
る
規
定
（
従
前
の

E
W
G
V
一
〇
〇
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）
に
あ
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全
会
一
致
の
要
請
そ
の
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障
害
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
頻

繁
に
解
決
の
た
め
に
長
い
手
続
期
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
施
行
の
時
点
で
す
で
に
技
術
的
に
時
代

遅
れ
と
さ
れ
て
い
た
。
調
和
の
た
め
の
措
置
の
重
点
は
、
法
措
定
の
優
先
権
を
選
択
す
る
際
の
困
難
が
前
提
に
な
っ
て
い
た
「
旧
来
の

出
発
点
」
の
後
に
、
お
ま
け
に
生
産
に
固
有
の
、
か
つ
地
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に
特
有
の
（
縦
型
の
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則
に
置
か
れ
て
い
た
。
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に
は
「
規
制
緩
和
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の
た
め
の
法
的
要
件
を
形
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し
て
い
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（
1
5
）

た
。
判
決
の
結
果
に
関
し
て
、
E
G
委
員
会
の
通
知
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
、
共
同
体
内
の
通
商
障
害
を
漸
次
な
く
し
て
い
く
こ
と

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
主
と
し
て
「
疑
い
の
な
い
要
請
」
の
保
護
領
域
の
中
で
、
新
た
な
裁
判
の
枠
組
み
を
意
味
す
る
諸
国
の
規
定

を
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
促
進
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
法
政
策
上
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

基
礎
と
し
て
お
か
れ
て
い
る
諸
国
の
複
合
的
な
規
定
の
機
能
的
対
等
性
の
観
念
は
、
ま
ず
国
内
市
場
構
想
を
構
築
す
る
過
程
で
具
体
的

に
立
法
上
の
戦
略
に
変
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
統
合
の
着
想
の
中
に
あ
る
根
本
的
で
緩
や
か
な
変
化
が
、
三
つ
の
戦
略
的
文
書
に
基

づ
い
て
一
九
八
五
年
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
ロ

　
ー
　
欧
州
議
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
委
員
会
の
一
九
八
五
年
「
国
内
市
場
の
完
成
」
に
関
す
る
白
書
は
、
E
E
A
の
国
内
市
場
構
想
と

し
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
実
体
的
な
制
限
の
撤
廃
　
　
こ
れ
は
、
自
国
内
の
国
境
検
問
の
撤
廃
。
も
っ
と
も
明
確
な
目
印
は
、
通
関
で
あ
る
。
自
国
内
の
国
境

　
検
問
は
費
用
が
か
か
り
、
お
ま
け
に
欧
州
共
同
体
の
一
体
性
構
築
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
出
発
点
で
あ
る
。

②
技
術
的
な
制
限
の
撤
廃
　
　
こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
内
で
健
康
保
護
面
、
安
全
面
、
生
産
に
関
係
す
る
環
境
保
護
面
お
よ
び
消
費
者
保

　
護
の
面
か
ら
特
別
に
構
成
さ
れ
て
い
る
諸
規
則
か
ら
判
明
し
て
い
る
。

③
租
税
制
限
の
撤
廃
　
　
こ
れ
は
、
税
法
規
定
の
統
一
で
あ
る
。

④
社
会
経
済
的
制
約
の
情
況
を
改
善
す
る
こ
と
　
　
こ
れ
は
、
国
境
を
越
え
た
企
業
活
動
（
た
と
え
ば
社
会
法
お
よ
び
一
般
環
境
法
の

　
統
一
）
の
た
め
で
あ
る
。
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あ
る
。

②
技
術
的
な
制
限
の
撤
廃

こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
内
で
健
康
保
護
面
、
安
全
面
、
生
産
に
関
係
す
る
環
境
保
護
面
お
よ
び
消
費
者
保

護
の
面
か
ら
特
別
に
構
成
さ
れ
て
い
る
諸
規
則
か
ら
判
明
し
て
い
る
。

③
租
税
制
限
の
撤
廃

こ
れ
は
、
税
法
規
定
の
統
一
で
あ
る
。

④
社
会
経
済
的
制
約
の
情
況
を
改
善
す
る
こ
と

こ
れ
は
、
国
境
を
越
え
た
企
業
活
動
(
た
と
え
ば
社
会
法
お
よ
び
一
般
環
境
法
の
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統
一
)

の
た
め
で
あ
る
。
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白
書
は
、
1
【
O
霧
ω
冨
8
9
一
自
事
件
】
の
哲
学
と
一
致
さ
せ
て
ー
い
ろ
い
ろ
な
「
新
し
い
ス
タ
ー
ト
」
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
体
は
、
生
産
物
の
流
通
に
関
す
る
法
統
合
に
際
し
て
、
今
後
は
、
生
産
者
の
取
引
行
為
能
力
に
関
す
る
絶
対
的

な
要
件
を
ま
と
め
て
収
敷
し
た
「
根
本
的
な
要
請
」
を
確
定
す
る
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
規
定
の
対
象
と

目
的
に
応
じ
て
、
安
全
性
、
健
康
、
環
境
、
消
費
者
保
護
等
々
の
要
請
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
諸
国
の
規

定
と
の
機
能
的
な
対
等
性
を
推
定
し
て
い
る
。
加
盟
諸
国
に
、
付
随
法
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
相
互
承
認
の
義
務
を
負
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
な
通
商
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
共
同
体
の
取
引
手
段
と
し
て
、
変
換
す
る
こ
と
を
要
求
さ

れ
て
い
た
方
針
が
優
遇
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ
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2
　
技
術
的
な
調
和
と
規
格
化
の
領
域
に
つ
い
て
の
新
構
想
に
関
し
て
、
一
九
八
五
年
五
月
七
日
の
議
会
に
お
け
る
議
決
で
、
統
一

的
な
基
盤
と
し
て
、
と
く
に
法
統
合
の
た
め
の
技
術
的
な
措
置
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
詳
細
に
わ
た
る
調
和
に
つ
い
て
の
そ
れ
ま
で
の

構
想
は
、
私
法
上
の
規
格
制
度
か
ら
応
用
さ
れ
て
い
た
拘
束
力
の
な
い
規
則
を
柔
軟
に
参
照
す
る
と
い
う
原
則
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
委
員
会
は
、
手
続
を
速
め
る
た
め
の
権
限
を
、
い
わ
ゆ
る
規
則
除
外
手
続
（
後
述
参
照
）
は
技
術
的
な
進
歩
を
促
進
す
る
た

め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
則
（
困
畠
暮
三
9
ぎ
お
o
ぼ
洋
窪
）
の
必
要
的
調
整
を
す
る
も
の
と
し
て
、
議
会
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
た
法
統
合
訴
訟
（
た
と
え
ば
自
動
車
、
化
学
製
品
、
製
薬
に
関
す
る
規
則
）
が
、

従
来
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
当
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
。
技
術
的
な
調
和
の
た
め
の
新
構
想
は
、
次
の
四
つ

の
基
本
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。

①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
根
本
的
な
安
全
の
要
請
の
こ
と
だ
け
を
定
め
て
い
る
。
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、
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、
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の
要
請
が
考
え
ら
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て
い
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の
で
あ
る
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そ
の
ほ
か
に
は
、
諸
国
の
規

定
と
の
機
能
的
な
対
等
性
を
推
定
し
て
い
る
。
加
盟
諸
国
に
、
付
随
法
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
相
互
承
認
の
義
務
を
負
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
な
通
商
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
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。
共
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取
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れ
て
い
た
方
針
が
優
遇
さ
れ
る
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で
あ
る
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②
技
術
的
な
仕
様
書
に
よ
っ
て
一
般
的
な
要
請
を
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
規
格
制
度
は
、
企
業
が
ガ
イ

　
ド
ラ
イ
ン
通
り
に
製
造
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
委
任
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
技
術
的
な
仕
様
書
は
、
全
く
義
務
的
な
性
質
を
有
し
な
い
の
で
、
そ
の
適
用
は
任
意
で
あ
る
。

④
加
盟
諸
国
の
行
政
は
、
規
則
の
完
全
一
致
し
た
製
造
の
た
め
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
要
請
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
引
き
受
け
ざ
る

　
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
調
和
し
た
規
則
の
統
一
が
、
一
つ
の
（
論
破
し
う
る
）
推
定
証
拠
を
与
え
た
と
い
う
こ

　
と
を
意
味
す
る
。
製
造
者
に
は
、
な
る
ほ
ど
規
則
に
し
た
が
わ
ず
に
生
産
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
ガ
イ

　
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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8
）
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一
九
八
五
年
二
月
の
「
国
内
市
場
の
完
成
、
す
な
わ
ち
共
同
体
食
糧
法
」
に
関
す
る
委
員
会
の
通
知
は
、
食
糧
品
の
領
域
に

関
す
る
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
通
知
は
、
機
能
的
に
対
等
な
諸
国
の
規
定
の
相
互
承
認
が
絶
対
必
要

だ
と
要
求
し
、
か
つ
、
法
統
合
の
努
力
の
制
限
は
、
本
質
的
な
一
般
的
利
益
の
保
護
を
追
求
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
【
O
霧
甑
ω
8
目
一
9

事
件
】
裁
判
の
「
必
然
的
な
要
請
」
の
保
護
領
域
の
一
部
（
た
と
え
ば
添
加
物
、
残
留
物
、
放
射
線
照
射
、
外
観
、
標
示
）
と
な
る
通

商
行
為
能
力
の
中
心
的
な
要
請
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
製
品
組
立
て
に
つ
い
て
調
和
さ
せ
る
こ
と
（
調
整
的
立
法
）

は
、
加
盟
諸
国
お
よ
び
加
盟
諸
地
域
に
お
け
る
料
理
の
多
様
性
を
危
う
く
し
な
い
た
め
に
断
念
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
消
費
者
の
要

請
は
、
国
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
自
由
市
場
に
関
す
る
法
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
原
則
と

し
て
、
食
料
品
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
大
多
数
の
食
料
品
に
つ
い
て
適
用
す
る
水
平
的
な
規
則
だ
け
は
制
定
さ

れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
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関
す
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新
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ス
タ
ー
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詳
細
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説
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し
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い
る
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こ
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は
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機
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な
諸
国
の
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定
の
相
互
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か
っ
、
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、
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的
な
一
般
的
利
益
の
保
護
を
追
求
し
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び
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域
に
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の
多
様
性
を
危
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し
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い
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に
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念
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れ
る
こ
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の
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は
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法
に
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で
は
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、
自
由
市
場
に
関
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に
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満
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れ
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だ
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あ
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。
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、
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、
あ
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れ
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一
九
八
七
年
七
月
一
日
に
E
E
A
が
発
効
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
市
場
目
標
の
実
現
の
た
め
の
共
同
基
本
法
の
枠
組
み
が
創
設

さ
れ
た
。
枠
組
み
へ
の
編
入
の
進
捗
を
得
る
こ
と
は
、
と
く
に
法
統
合
手
続
が
形
作
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
国
内
市
場
の
設
立
も
し
く

は
機
能
的
改
善
に
役
立
つ
調
和
の
た
め
の
措
置
が
、
一
九
八
七
年
以
降
は
、
議
会
の
適
切
な
多
数
と
い
う
緩
和
さ
れ
条
件
の
も
と
で
、

欧
州
議
会
（
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に
E
U
V
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
「
共
同
裁
定
手
続
（
尾
箒
9
ω
魯
α
身
轟
）
」
の
中
で
）
の

「
共
同
作
業
手
続
」
の
中
で
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
の
議
決
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
独
自
の
生
き

方
（
8
鼠
渥
○
耳
）
の
可
能
性
を
一
定
の
要
件
の
も
と
に
加
盟
諸
国
に
お
く
こ
と
に
な
る
。
加
盟
諸
国
の
相
互
承
認
義
務
は
、
機
能
的

に
は
対
等
な
国
民
的
規
則
の
骨
子
で
あ
る
と
す
る
規
制
緩
和
の
た
め
の
新
政
策
は
、
法
技
術
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
部
分
的
調
和
と
か
中

心
的
調
和
と
い
っ
た
以
下
に
挙
げ
る
モ
デ
ル
①
～
③
の
中
に
現
れ
て
い
る
。

　
モ
デ
ル
①
最
低
調
和
。
　
こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
に
そ
の
国
の
主
権
領
域
の
た
め
に
一
方
的
に
厳
し
い
措
置
を
守
る
か
も
し
く
は
講
ず

る
可
能
性
（
た
と
え
ば
労
働
保
護
法
に
よ
る
労
働
者
の
保
護
、
消
費
者
の
保
護
、
環
境
の
保
護
）
を
委
ね
る
よ
う
な
共
同
体
内
に
お
け

る
最
低
限
の
要
求
（
最
低
基
準
も
し
く
は
最
高
基
準
）
だ
け
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
モ
デ
ル
②
二
者
択
一
的
調
和
。
　
こ
れ
は
、
い
く
つ
か
の
目
的
に
適
っ
た
保
護
の
た
め
の
事
前
措
置
が
、
国
内
の
立
法
者
の
選
択
に

よ
り
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
二
者
択
一
に
よ
る
一
方
と
一
致
す
る
す
べ
て
の
生
産
物
は
、
す
べ
て
の
国
内
市
場
で

流
通
で
き
る
。

　
モ
デ
ル
③
取
引
選
択
の
調
和
。
　
こ
れ
は
、
（
片
面
的
な
）
国
内
法
規
は
、
（
調
和
し
た
）
欧
州
法
規
と
並
立
し
て
持
続
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
物
を
国
内
法
規
も
し
く
は
欧
州
法
規
に
し
た
が
っ
て
生
産
す
る
生
産
者
は
、
選
択
権
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
は
、
こ
れ
は
、
前
者
の
場
合
に
は
通
常
は
国
内
市
場
で
の
み
流
通
で
き
る
の
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
に
は
常
に
す
べ
て

一416一

416 

一
九
八
七
年
七
月
一
日
に

E
E
A
が
発
効
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
園
内
市
場
目
標
の
実
現
の
た
め
の
共
同
基
本
法
の
枠
組
み
が
創
設

さ
れ
た
。
枠
組
み
へ
の
編
入
の
進
捗
を
得
る
こ
と
は
、

と
く
に
法
統
合
手
続
が
形
作
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
圏
内
市
場
の
設
立
も
し
く

49 (山梨学院大学〕

は
機
能
的
改
善
に
役
立
つ
調
和
の
た
め
の
措
置
が
、

一
九
八
七
年
以
降
は
、
議
会
の
適
切
な
多
数
と
い
う
緩
和
さ
れ
条
件
の
も
と
で
、

欧
州
議
会
(
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に

E
U
V
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
「
共
同
裁
定
手
続
(
富
山
Z
E
R
F
O
E
S
m
)
」
の
中
で
)
の

「
共
同
作
業
手
続
」
の
中
で
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
の
議
決
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
独
自
の
生
き

方
(
。
℃
江
口
問
。
己
)

の
可
能
性
を
一
定
の
要
件
の
も
と
に
加
盟
諸
国
に
お
く
こ
と
に
な
る
。
加
盟
諸
国
の
相
互
承
認
義
務
は
、
機
能
的

法学論集

に
は
対
等
な
国
民
的
規
則
の
骨
子
で
あ
る
と
す
る
規
制
緩
和
の
た
め
の
新
政
策
は
、
法
技
術
的
に
は
、

い
わ
ゆ
る
部
分
的
調
和
と
か
中

心
的
調
和
と
い
っ
た
以
下
に
挙
げ
る
モ
デ
ル
①

i
③
の
中
に
現
れ
て
い
る
。

-416-

モ
デ
ル
①
最
低
調
和
。

こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
に
そ
の
国
の
主
権
領
域
の
た
め
に
一
方
的
に
厳
し
い
措
置
を
守
る
か
も
し
く
は
講
ず

る
可
能
性
(
た
と
え
ば
労
働
保
護
法
に
よ
る
労
働
者
の
保
護
、
消
費
者
の
保
護
、
環
境
の
保
護
)
を
委
ね
る
よ
う
な
共
同
体
内
に
お
け

る
最
低
限
の
要
求
(
最
低
基
準
も
し
く
は
最
高
基
準
)
だ
け
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

モ
デ
ル
②
二
者
択
一
的
調
和
。

い
く
つ
か
の
目
的
に
適
っ
た
保
護
の
た
め
の
事
前
措
置
が
、
国
内
の
立
法
者
の
選
択
に

こ
れ
は
、

よ
り
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
二
者
択
一
に
よ
る
一
方
と
一
致
す
る
す
べ
て
の
生
産
物
は
、
す
べ
て
の
国
内
市
場
で

流
通
で
き
る
。

モ
デ
ル
③
取
引
選
択
の
調
和
。

こ
れ
は
、
(
片
面
的
な
)
圏
内
法
規
は
、
(
調
和
し
た
)
欧
州
法
規
と
並
立
し
て
持
続
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
物
を
圏
内
法
規
も
し
く
は
欧
州
法
規
に
し
た
が
っ
て
生
産
す
る
生
産
者
は
、
選
択
権
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
は
、
こ
れ
は
、
前
者
の
場
合
に
は
通
常
は
圏
内
市
場
で
の
み
流
通
で
き
る
の
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
に
は
常
に
す
べ
て

416 

一
九
八
七
年
七
月
一
日
に

E
E
A
が
発
効
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
園
内
市
場
目
標
の
実
現
の
た
め
の
共
同
基
本
法
の
枠
組
み
が
創
設

さ
れ
た
。
枠
組
み
へ
の
編
入
の
進
捗
を
得
る
こ
と
は
、

と
く
に
法
統
合
手
続
が
形
作
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
圏
内
市
場
の
設
立
も
し
く

49 (山梨学院大学〕

は
機
能
的
改
善
に
役
立
つ
調
和
の
た
め
の
措
置
が
、

一
九
八
七
年
以
降
は
、
議
会
の
適
切
な
多
数
と
い
う
緩
和
さ
れ
条
件
の
も
と
で
、

欧
州
議
会
(
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に

E
U
V
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
「
共
同
裁
定
手
続
(
富
山
Z
E
R
F
O
E
S
m
)
」
の
中
で
)
の

「
共
同
作
業
手
続
」
の
中
で
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
の
議
決
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
独
自
の
生
き

方
(
。
℃
江
口
問
。
己
)

の
可
能
性
を
一
定
の
要
件
の
も
と
に
加
盟
諸
国
に
お
く
こ
と
に
な
る
。
加
盟
諸
国
の
相
互
承
認
義
務
は
、
機
能
的

法学論集

に
は
対
等
な
国
民
的
規
則
の
骨
子
で
あ
る
と
す
る
規
制
緩
和
の
た
め
の
新
政
策
は
、
法
技
術
的
に
は
、

い
わ
ゆ
る
部
分
的
調
和
と
か
中

心
的
調
和
と
い
っ
た
以
下
に
挙
げ
る
モ
デ
ル
①

i
③
の
中
に
現
れ
て
い
る
。

-416-

モ
デ
ル
①
最
低
調
和
。

こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
に
そ
の
国
の
主
権
領
域
の
た
め
に
一
方
的
に
厳
し
い
措
置
を
守
る
か
も
し
く
は
講
ず

る
可
能
性
(
た
と
え
ば
労
働
保
護
法
に
よ
る
労
働
者
の
保
護
、
消
費
者
の
保
護
、
環
境
の
保
護
)
を
委
ね
る
よ
う
な
共
同
体
内
に
お
け

る
最
低
限
の
要
求
(
最
低
基
準
も
し
く
は
最
高
基
準
)
だ
け
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

モ
デ
ル
②
二
者
択
一
的
調
和
。

い
く
つ
か
の
目
的
に
適
っ
た
保
護
の
た
め
の
事
前
措
置
が
、
国
内
の
立
法
者
の
選
択
に

こ
れ
は
、

よ
り
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
二
者
択
一
に
よ
る
一
方
と
一
致
す
る
す
べ
て
の
生
産
物
は
、
す
べ
て
の
国
内
市
場
で

流
通
で
き
る
。

モ
デ
ル
③
取
引
選
択
の
調
和
。

こ
れ
は
、
(
片
面
的
な
)
圏
内
法
規
は
、
(
調
和
し
た
)
欧
州
法
規
と
並
立
し
て
持
続
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
物
を
圏
内
法
規
も
し
く
は
欧
州
法
規
に
し
た
が
っ
て
生
産
す
る
生
産
者
は
、
選
択
権
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
は
、
こ
れ
は
、
前
者
の
場
合
に
は
通
常
は
圏
内
市
場
で
の
み
流
通
で
き
る
の
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
に
は
常
に
す
べ
て



の
国
内
市
場
で
流
通
で
き
る
の
で
あ
る
。
加
盟
諸
国
は
、

荷
を
許
容
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
全
面
的
調
和
は
、

（
上
述
参
照
）
に
は
あ
た
ら
な
い
。

ど
の
場
合
に
も
、
共
同
体
規
則
の
要
求
を
満
た
す
生
産
物
の
輸
入
お
よ
び
出

取
引
選
択
の
調
和
を
取
り
除
く
の
と
は
異
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
差
別
」
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「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
後
の
モ
デ
ル
①
に
関
す
る
共
同
体
立
法
者
の
明
確
な
特
恵
待
遇
に
よ
り
、
モ
デ
ル
②
の
意
義
は
後
退
さ
せ
ら

れ
た
。
法
技
術
の
中
で
、
そ
れ
は
、
昔
か
ら
従
属
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
網
羅
的

な
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
、
と
く
に
技
術
的
製
造
物
や
ス
ペ
ア
ー
部
品
の
市
場
で
不
利
と
な
る
も
の
に
適
用
す
る
こ
と
を
保
障
し
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
後
に
も
、
全
面
的
調
和
へ
の
傾
向
が
あ
る
（
た
と
え
ば
逸
脱
す
る
国
内
法
の
す
べ

て
を
排
除
す
る
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
統
一
規
則
）
。

　
①
規
格
化
の
指
摘
。
　
こ
れ
は
、
単
に
質
的
な
価
値
に
つ
い
て
（
時
に
は
、
た
と
え
ば
「
技
術
情
況
」
と
い
う
よ
う
に
一
般
条
項
の

形
式
で
）
共
同
体
内
で
拘
束
力
あ
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
数
量
化
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
拘
束
力
の
な
い
規
格
化
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
々
の
科
学
技
術
情
況
に
応
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
格
制
度
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
上
述
参

照
）
。
規
格
化
の
指
摘
は
、
法
技
術
上
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
七
三
年
二
月
一
九
日
の
家
庭
用
電
気
機
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
レ

に
関
す
る
「
低
圧
電
力
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
中
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
②
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
規
則
　
こ
れ
は
、
（
い
わ
ゆ
る
水
平
的
調
和
の
ス
タ
ー
ト
）
を
基
礎
と
し
て
、
生
産
物
も
し
く
は
地
域
に
特
有
な

（
垂
直
的
も
し
く
は
地
域
主
義
的
）
規
則
の
メ
リ
ッ
ト
が
容
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
生
産
物
責
任
、
詐
欺
的
広
告
、
食
糧

一417一

の
国
内
市
場
で
流
通
で
き
る
の
で
あ
る
。
加
盟
諸
国
は
、
ど
の
場
合
に
も
、
共
同
体
規
則
の
要
求
を
満
た
す
生
産
物
の
輸
入
お
よ
び
出

荷
を
許
容
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
全
面
的
調
和
は
、
取
引
選
択
の
調
和
を
取
り
除
く
の
と
は
異
な
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
逆
差
別
」

(
上
述
参
照
)

に
は
あ
た
ら
な
い
。

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
後
の
モ
デ
ル
①
に
関
す
る
共
同
体
立
法
者
の
明
確
な
特
恵
待
遇
に
よ
り
、

モ
デ
ル
②
の
意
義
は
後
退
さ
せ
ら

れ
た
。
法
技
術
の
中
で
、

そ
れ
は
、
昔
か
ら
従
属
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
網
羅
的

な
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
、

と
く
に
技
術
的
製
造
物
や
ス
ペ
ア
l
部
品
の
市
場
で
不
利
と
な
る
も
の
に
適
用
す
る
こ
と
を
保
障
し
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
後
に
も
、
全
面
的
調
和
へ
の
傾
向
が
あ
る
(
た
と
え
ば
逸
脱
す
る
国
内
法
の
す
べ

て
を
排
除
す
る
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
統
一
規
則
)
。
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①
規
格
化
の
指
摘
。

(
時
に
は
、

た
と
え
ば
「
技
術
情
況
」
と
い
う
よ
う
に
一
般
条
項
の

こ
れ
は
、
単
に
質
的
な
価
値
に
つ
い
て

形
式
で
)
共
同
体
内
で
拘
束
力
あ
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
数
量
化
に
関
し
て
は
、

さ
ら
に
拘
束
力
の
な
い
規
格
化
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
々
の
科
学
技
術
情
況
に
応
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
格
制
度
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る

(
上
述
参

照
)
。
規
格
化
の
指
摘
は
、
法
技
術
上
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

に
関
す
る
「
低
圧
電
力
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
中
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
三
年
二
月
一
九
日
の
家
庭
用
電
気
機
器

②
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
規
則

こ
れ
は
、
(
い
わ
ゆ
る
水
平
的
調
和
の
ス
タ
ー
ト
)
を
基
礎
と
し
て
、
生
産
物
も
し
く
は
地
域
に
特
有
な

(
垂
直
的
も
し
く
は
地
域
主
義
的
)
規
則
の
メ
リ
ッ
ト
が
容
認
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
た
と
え
ば
、
生
産
物
責
任
、
詐
欺
的
広
告
、
食
糧

の
国
内
市
場
で
流
通
で
き
る
の
で
あ
る
。
加
盟
諸
国
は
、
ど
の
場
合
に
も
、
共
同
体
規
則
の
要
求
を
満
た
す
生
産
物
の
輸
入
お
よ
び
出

荷
を
許
容
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
全
面
的
調
和
は
、
取
引
選
択
の
調
和
を
取
り
除
く
の
と
は
異
な
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
逆
差
別
」

(
上
述
参
照
)

に
は
あ
た
ら
な
い
。

「
新
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な
ス
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ト
」
後
の
モ
デ
ル
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に
関
す
る
共
同
体
立
法
者
の
明
確
な
特
恵
待
遇
に
よ
り
、

モ
デ
ル
②
の
意
義
は
後
退
さ
せ
ら

れ
た
。
法
技
術
の
中
で
、

そ
れ
は
、
昔
か
ら
従
属
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
網
羅
的

な
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
、

と
く
に
技
術
的
製
造
物
や
ス
ペ
ア
l
部
品
の
市
場
で
不
利
と
な
る
も
の
に
適
用
す
る
こ
と
を
保
障
し
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
後
に
も
、
全
面
的
調
和
へ
の
傾
向
が
あ
る
(
た
と
え
ば
逸
脱
す
る
国
内
法
の
す
べ

て
を
排
除
す
る
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
統
一
規
則
)
。
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①
規
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の
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時
に
は
、

た
と
え
ば
「
技
術
情
況
」
と
い
う
よ
う
に
一
般
条
項
の

こ
れ
は
、
単
に
質
的
な
価
値
に
つ
い
て

形
式
で
)
共
同
体
内
で
拘
束
力
あ
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
数
量
化
に
関
し
て
は
、

さ
ら
に
拘
束
力
の
な
い
規
格
化
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
々
の
科
学
技
術
情
況
に
応
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
格
制
度
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る

(
上
述
参

照
)
。
規
格
化
の
指
摘
は
、
法
技
術
上
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

に
関
す
る
「
低
圧
電
力
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
中
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
三
年
二
月
一
九
日
の
家
庭
用
電
気
機
器

②
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
規
則

こ
れ
は
、
(
い
わ
ゆ
る
水
平
的
調
和
の
ス
タ
ー
ト
)
を
基
礎
と
し
て
、
生
産
物
も
し
く
は
地
域
に
特
有
な

(
垂
直
的
も
し
く
は
地
域
主
義
的
)
規
則
の
メ
リ
ッ
ト
が
容
認
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
た
と
え
ば
、
生
産
物
責
任
、
詐
欺
的
広
告
、
食
糧
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品
の
定
価
票
に
関
す
る
方
針
）
。
規
制
緩
和
的
で
水
平
的
な
法
統
合
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
説
明
に
資
す
る
録
音
と
し
て
、
「
新
た
な

ス
タ
ー
ト
」
の
後
で
、
い
わ
ゆ
る
通
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
一
般
的
生
産
物
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
二
つ
の
一
般
的
大
学
学
位

（
＝
8
冨
3
包
象
覧
○
旨
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
③
通
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
一
九
八
三
年
三
月
二
八
日
議
会
の
規
格
と
技
術
的
規
則
の
領
域
に
お
け
る
情
報
手
続
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
ロ

イ
ン
め
妻
O
。。
ω
＼
一
。
。
。
）
　
こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
が
、
す
べ
て
の
技
術
的
規
則
（
『
九
八
八
年
以
来
の
食
糧
法
上
の
表
示
も
）
、
す
な
わ

ち
個
々
の
加
盟
国
に
お
け
る
出
荷
に
関
す
る
法
と
事
実
（
8
冒
お
＆
R
8
賦
9
0
）
を
遵
守
す
る
こ
と
に
拘
束
力
の
あ
る
、
当
該
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
V

行
政
規
則
を
含
め
た
技
術
的
仕
様
書
を
、
委
員
会
の
起
草
段
階
で
伝
え
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
の
で
あ
る
。
通
告
は
三
ケ
月
の
猶
予
期

間
（
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
六
ケ
月
な
い
し
一
ニ
ケ
月
に
延
長
し
て
い
る
）
を
お
い
て
進
め
ら
れ
、
そ
の
期
間
内
に
、
加
盟
国
は
計
画

を
白
紙
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「
規
格
あ
る
と
こ
ろ
に
市
場
あ
り
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
に
忠

実
な
加
盟
諸
国
の
計
画
し
た
あ
ら
ゆ
る
技
術
的
規
定
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
透
明
性
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
④
「
生
産
物
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
生
産
物
の
安
全
性
一
般
に
関
す
る
一
九
九
二
年
六
月
二
九
日
議
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　
　
（
22
）

国
譲
O
旨
＼
竈
）
　
こ
れ
は
、
手
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
通
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
物

が
通
常
の
使
用
条
件
の
も
と
で
は
安
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
市
場
に
持
ち
込
ん
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
定
め
た
だ
け
の
も
の
で
あ

る
。
生
産
者
は
、
取
引
に
持
ち
込
ん
だ
生
産
物
の
抜
き
取
り
検
査
を
受
け
る
こ
と
、
お
よ
び
万
が
一
の
危
険
に
つ
い
て
適
切
な
警
告
に

よ
る
喚
起
に
よ
っ
て
消
費
者
に
知
ら
せ
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
加
盟
諸
国
は
、
安
全
配
慮
義
務
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
対
象
と
な
る
生
産
物
の
撤
回
を
支
持
す
る
ま
で
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
適
切
な
措
置
」
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ

と
も
影
響
の
大
き
な
共
同
体
の
措
置
と
し
て
、
委
員
会
は
、
加
盟
国
が
回
答
を
行
う
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
の
で

一418一
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(
一
九
八
三
年
三
月
二
八
日
議
会
の
規
格
と
技
術
的
規
則
の
領
域
に
お
け
る
情
報
手
続
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
が
、
す
べ
て
の
技
術
的
規
則
(
一
九
八
八
年
以
来
の
食
糧
法
上
の
表
示
も
)
、
す
な
わ

ち
個
々
の
加
盟
国
に
お
け
る
出
荷
に
関
す
る
法
と
事
実
(
常
吉
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2
P
E
2
0
)
を
遵
守
す
る
こ
と
に
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力
の
あ
る
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当
該
の

行
政
規
則
を
含
め
た
技
術
的
仕
様
書
を
、
委
員
会
の
起
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段
階
で
伝
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こ
と
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付
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の
で
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三
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月
の
猶
予
期
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間
(
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
六
ヶ
月
な
い
し
一
二
ヶ
月
に
延
長
し
て
い
る
)
を
お
い
て
進
め
ら
れ
、

そ
の
期
間
内
に
、
加
盟
国
は
計
画
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を
白
紙
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「
規
格
あ
る
と
こ
ろ
に
市
場
あ
り
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
に
忠

実
な
加
盟
諸
国
の
計
画
し
た
あ
ら
ゆ
る
技
術
的
規
定
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
透
明
性
を
目
的
と
し
て
い
る
。

④
「
生
産
物
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(
生
産
物
の
安
全
性
一
般
に
関
す
る
一
九
九
二
年
六
月
二
九
日
議
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

何
者
。

S
¥
包
)

こ
れ
は
、
手
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
通
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
物

が
通
常
の
使
用
条
件
の
も
と
で
は
安
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
市
場
に
持
ち
込
ん
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
定
め
た
だ
げ
の
も
の
で
あ

る
。
生
産
者
は
、
取
引
に
持
ち
込
ん
だ
生
産
物
の
抜
き
取
り
検
査
を
受
け
る
こ
と
、

お
よ
び
万
が
一
の
危
険
に
つ
い
て
適
切
な
警
告
に

よ
る
喚
起
に
よ
っ
て
消
費
者
に
知
ら
せ
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
加
盟
諸
国
は
、
安
全
配
慮
義
務
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
対
象
と
な
る
生
産
物
の
撤
回
を
支
持
す
る
ま
で
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
適
切
な
措
置
」
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
つ

と
も
影
響
の
大
き
な
共
同
体
の
措
置
と
し
て
、
委
員
会
は
、
加
盟
国
が
回
答
を
行
う
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
の
で

418 

品
の
定
価
票
に
関
す
る
方
針
)
。
規
制
緩
和
的
で
水
平
的
な
法
統
合
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
説
明
に
資
す
る
録
音
と
し
て
、
「
新
た
な

ス
タ
ー
ト
」
の
後
で
、

い
わ
ゆ
る
通
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

一
般
的
生
産
物
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
二
つ
の
一
般
的
大
学
学
位
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出
。
。
}
話
。
『
己
込
山
主
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B)
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

イ
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ン

(
一
九
八
三
年
三
月
二
八
日
議
会
の
規
格
と
技
術
的
規
則
の
領
域
に
お
け
る
情
報
手
続
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

こ
れ
は
、
加
盟
諸
国
が
、
す
べ
て
の
技
術
的
規
則
(
一
九
八
八
年
以
来
の
食
糧
法
上
の
表
示
も
)
、
す
な
わ

ち
個
々
の
加
盟
国
に
お
け
る
出
荷
に
関
す
る
法
と
事
実
(
常
吉

5
。仏

2
P
E
2
0
)
を
遵
守
す
る
こ
と
に
拘
束
力
の
あ
る
、
当
該
の

行
政
規
則
を
含
め
た
技
術
的
仕
様
書
を
、
委
員
会
の
起
草
段
階
で
伝
え
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
の
で
あ
(
日
。
通
告
は
三
ヶ
月
の
猶
予
期

法学論集

間
(
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
六
ヶ
月
な
い
し
一
二
ヶ
月
に
延
長
し
て
い
る
)
を
お
い
て
進
め
ら
れ
、

そ
の
期
間
内
に
、
加
盟
国
は
計
画

-418ー

を
白
紙
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「
規
格
あ
る
と
こ
ろ
に
市
場
あ
り
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
に
忠

実
な
加
盟
諸
国
の
計
画
し
た
あ
ら
ゆ
る
技
術
的
規
定
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
透
明
性
を
目
的
と
し
て
い
る
。

④
「
生
産
物
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(
生
産
物
の
安
全
性
一
般
に
関
す
る
一
九
九
二
年
六
月
二
九
日
議
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

何
者
。

S
¥
包
)

こ
れ
は
、
手
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
通
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
物

が
通
常
の
使
用
条
件
の
も
と
で
は
安
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
市
場
に
持
ち
込
ん
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
定
め
た
だ
げ
の
も
の
で
あ

る
。
生
産
者
は
、
取
引
に
持
ち
込
ん
だ
生
産
物
の
抜
き
取
り
検
査
を
受
け
る
こ
と
、

お
よ
び
万
が
一
の
危
険
に
つ
い
て
適
切
な
警
告
に

よ
る
喚
起
に
よ
っ
て
消
費
者
に
知
ら
せ
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
加
盟
諸
国
は
、
安
全
配
慮
義
務
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
対
象
と
な
る
生
産
物
の
撤
回
を
支
持
す
る
ま
で
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
適
切
な
措
置
」
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
つ

と
も
影
響
の
大
き
な
共
同
体
の
措
置
と
し
て
、
委
員
会
は
、
加
盟
国
が
回
答
を
行
う
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
の
で
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あ
る
。

　
⑤
（
最
初
の
）
「
大
学
学
位
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
＝
8
房
9
9
9
風
o
ヨ
旨
匿
鼠
①
）
」
（
最
低
三
年
間
の
教
育
課
程
を
修
了
す
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

す
る
大
学
学
位
の
承
認
の
た
め
の
通
則
に
関
す
る
一
九
九
八
年
一
二
月
二
一
日
の
議
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
国
≦
○
。。
O
＼
“
。
。
）
　
こ
れ
は
、

加
盟
諸
国
に
お
け
る
教
育
課
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
和
を
放
棄
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
大
学
の
学
位
に
つ
い
て
の
相
互
承
認
を
予
定

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
々
の
国
内
に
お
け
る
教
育
課
程
が
対
等
関
係
に
あ
る
こ
と
を
信
頼
す
る
と
い
う
原
則
に
基
づ

い
て
い
る
。

419　欧州連合における法統合の方法論

　
共
同
体
は
、
ま
ず
第
一
に
、
と
く
に
医
師
、
歯
科
医
、
獣
医
、
看
護
婦
、
助
産
婦
、
薬
剤
師
と
い
っ
た
医
学
進
学
課
程
に
関
す
る
特

別
な
個
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
学
位
に
つ
い
て
の
相
互
承
認
が
、
一
定
の
最
低
修
業
年
限
の
調
整
に
よ
っ
て
、
研
究
経
過
と
結
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

で
き
る
よ
う
な
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
、
い
ろ
い
ろ
な
権
益
に
基
づ
い
て
、
か
な
り
時
間
と
作
業
量
を
要

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
数
量
的
な
最
低
限
の
要
求
の
設
定
ー
全
体
的
な
修
業
期
間
な
い
し
学
科
の
名
称
に
つ

い
て
な
ど
ー
は
、
大
学
自
治
の
改
革
に
努
力
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
自
由
に
で
き
る
は
ず
の
教
育
政
策
お
よ
び
修
業
の
た
め
の
場
所

を
め
ぐ
る
障
害
に
行
き
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
一
の
垂
直
的
な
承
認
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、
一
九
五
八
年
に
　
　
一
八
歳
に
な

っ
た
後
の
修
業
期
間
に
つ
い
て
ー
教
育
課
程
に
関
す
る
最
低
限
度
を
承
認
す
る
こ
と
の
記
念
す
べ
き
文
言
を
断
念
し
た
最
初
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
V

で
あ
る
立
案
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
議
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
大
学
学
位
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

1ま

　、

個
々
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
す
べ
て
の
学
術
的
修
業
に
関
し

一419一

(
お
)

あ
る
。

(
固
定
宮
各
巳
門
回
目
立
。
B
E各
己
目
白
目
。
)
」
(
最
低
三
年
間
の
教
育
課
程
を
修
了
す
る
も
の
と

す
る
大
学
学
位
の
承
認
の
た
め
の
通
則
に
関
す
る
一
九
九
八
年
一
二
月
一
二
日
の
議
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
同
君
。
包
¥
お
)

⑤
(
最
初
の
)
「
大
学
学
位
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

こ
れ
は
、

加
盟
諸
国
に
お
け
る
教
育
課
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
和
を
放
棄
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
大
学
の
学
位
に
つ
い
て
の
相
互
承
認
を
予
定

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

そ
の
時
々
の
圏
内
に
お
け
る
教
育
課
程
が
対
等
関
係
に
あ
る
こ
と
を
信
頼
す
る
と
い
う
原
則
に
基
づ

い
て
い
る
。

共
同
体
は
、
ま
ず
第
一
に
、

と
く
に
医
師
、
歯
科
医
、
獣
医
、
看
護
婦
、
助
産
婦
、
薬
剤
師
と
い
っ
た
医
学
進
学
課
程
に
関
す
る
特

-419-

欧州連合における法統合の方法論

別
な
個
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
学
位
に
つ
い
て
の
相
互
承
認
が
、

で
き
る
よ
う
な
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
的
。
こ
の
構
想
は
、

か
な
り
時
間
と
作
業
量
を
要

一
定
の
最
低
修
業
年
限
の
調
整
に
よ
っ
て
、
研
究
経
過
と
結
合

い
ろ
い
ろ
な
権
益
に
基
づ
い
て
、

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
数
量
的
な
最
低
限
の
要
求
の
設
定
1

1

全
体
的
な
修
業
期
間
な
い
し
学
科
の
名
称
に
つ

い
て
な
ど
1

1

は
、
大
学
自
治
の
改
革
に
努
力
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
自
由
に
で
き
る
は
ず
の
教
育
政
策
お
よ
び
修
業
の
た
め
の
場
所

を
め
ぐ
る
障
害
に
行
き
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
一
の
垂
直
的
な
承
認
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、

一
九
五
八
年
に
|
|
一
八
歳
に
な

っ
た
後
の
修
業
期
間
に
つ
い
て

l
l教
育
課
程
に
関
す
る
最
低
限
度
を
承
認
す
る
こ
と
の
記
念
す
べ
き
文
言
を
断
念
し
た
最
初
の
も
の

(
お
)

で
あ
る
立
案
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
議
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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大
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の
ガ
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ラ
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握
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れ
て
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っ
た
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学
術
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修
業
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お
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あ
る
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固
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宮
各
巳
門
回
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目
白
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」
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最
低
三
年
間
の
教
育
課
程
を
修
了
す
る
も
の
と

す
る
大
学
学
位
の
承
認
の
た
め
の
通
則
に
関
す
る
一
九
九
八
年
一
二
月
一
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日
の
議
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
同
君
。
包
¥
お
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(
最
初
の
)
「
大
学
学
位
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

こ
れ
は
、

加
盟
諸
国
に
お
け
る
教
育
課
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
和
を
放
棄
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
大
学
の
学
位
に
つ
い
て
の
相
互
承
認
を
予
定

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

そ
の
時
々
の
圏
内
に
お
け
る
教
育
課
程
が
対
等
関
係
に
あ
る
こ
と
を
信
頼
す
る
と
い
う
原
則
に
基
づ

い
て
い
る
。

共
同
体
は
、
ま
ず
第
一
に
、

と
く
に
医
師
、
歯
科
医
、
獣
医
、
看
護
婦
、
助
産
婦
、
薬
剤
師
と
い
っ
た
医
学
進
学
課
程
に
関
す
る
特

-419-

欧州連合における法統合の方法論

別
な
個
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
学
位
に
つ
い
て
の
相
互
承
認
が
、

で
き
る
よ
う
な
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
的
。
こ
の
構
想
は
、

か
な
り
時
間
と
作
業
量
を
要

一
定
の
最
低
修
業
年
限
の
調
整
に
よ
っ
て
、
研
究
経
過
と
結
合

い
ろ
い
ろ
な
権
益
に
基
づ
い
て
、

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
数
量
的
な
最
低
限
の
要
求
の
設
定
1

1

全
体
的
な
修
業
期
間
な
い
し
学
科
の
名
称
に
つ

い
て
な
ど
1

1

は
、
大
学
自
治
の
改
革
に
努
力
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
自
由
に
で
き
る
は
ず
の
教
育
政
策
お
よ
び
修
業
の
た
め
の
場
所

を
め
ぐ
る
障
害
に
行
き
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
一
の
垂
直
的
な
承
認
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、

一
九
五
八
年
に
|
|
一
八
歳
に
な

っ
た
後
の
修
業
期
間
に
つ
い
て

l
l教
育
課
程
に
関
す
る
最
低
限
度
を
承
認
す
る
こ
と
の
記
念
す
べ
き
文
言
を
断
念
し
た
最
初
の
も
の

(
お
)

で
あ
る
立
案
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
議
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

419 

「
大
学
学
位
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
個
々
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
す
べ
て
の
学
術
的
修
業
に
関
し
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て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
承
認
の
原
則
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
要
件
は
、
大
学
も
し
く
は
専
門
学
校
の
学
業
年
限
を

最
低
三
年
間
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
他
の
加
盟
諸
国
に
お
け
る
こ
の
種
の
規
制
さ
れ
た
修
業
に
携
わ
る
こ
と
を
望
む
E

G
加
盟
諸
国
各
国
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
規
制
は
、
採
用
（
批
准
）
し
た
国
が
修
業
行
使
に
つ
い
て
一
定
の
学
位
を
要
求
し
た
り
（
た

と
え
ば
弁
護
士
の
た
め
の
二
つ
の
司
法
試
験
）
、
称
号
を
特
別
に
保
護
し
た
り
す
る
場
合
（
た
と
え
ば
技
師
）
に
存
在
す
る
。

　
こ
の
範
囲
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
加
盟
諸
国
の
一
員
に
学
業
も
し
く
は
就
学
の
方
法
は
、
学
位
所
有
者
本
人
の
就
学
資
格
が

出
生
地
に
あ
る
と
い
う
場
合
と
国
内
居
住
者
と
同
一
の
要
件
の
も
と
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
学
位
が
必
要

な
場
合
に
備
え
て
、
本
人
は
、
修
業
に
つ
い
て
、
全
日
制
に
二
年
間
就
学
し
て
い
て
、
こ
れ
を
修
了
証
明
に
よ
り
証
明
で
き
れ
ば
足
り

る
と
し
て
い
る
。
職
業
教
育
も
し
く
は
学
業
活
動
情
況
を
区
別
す
る
際
に
重
要
な
こ
と
は
、
採
用
し
た
国
が
、
最
高
で
三
年
の
適
切
な

講
習
へ
の
参
加
な
い
し
追
加
的
な
適
性
検
査
を
要
求
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
、
移
住
者
に
、
講
習
と
試
験

の
間
の
選
択
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
試
験
は
例
外
的
に
！
加
盟
諸
国
の
法
制
度
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
区
別

で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
ー
法
的
審
査
の
必
要
あ
る
修
業
（
た
と
え
ば
弁
護
士
、
税
理
士
、
経
営
監
査
士
（
公
認
会
計
士
）
）
に

対
し
て
強
制
的
に
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
2
7
）

　
⑥
修
業
上
の
資
格
証
明
承
認
の
た
め
の
二
つ
の
一
般
規
定
に
関
す
る
一
九
九
二
年
六
月
一
八
日
議
会
の
追
加
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

国
≦
0
8
＼
竃
は
、
同
一
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
後
次
的
な
範
囲
、
と
く
に
職
業
教
育
と
か
職
業
実
務
に
よ
っ
て
補

わ
れ
る
二
次
的
な
教
育
に
お
け
る
そ
の
他
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
規
定
も
適
用
す
る
。

420 

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
承
認
の
原
則
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る

D

そ
の
場
合
の
要
件
は
、
大
学
も
し
く
は
専
門
学
校
の
学
業
年
限
を

最
低
三
年
間
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
他
の
加
盟
諸
国
に
お
け
る
こ
の
種
の
規
制
さ
れ
た
修
業
に
携
わ
る
こ
と
を
望
む
E
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G
加
盟
諸
国
各
国
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
規
制
は
、
採
用
(
批
准
)
し
た
国
が
修
業
行
使
に
つ
い
て
一
定
の
学
位
を
要
求
し
た
り
(
た

と
え
ば
弁
護
士
の
た
め
の
二
つ
の
司
法
試
験
)
、
称
号
を
特
別
に
保
護
し
た
り
す
る
場
合
(
た
と
え
ば
技
師
)
に
存
在
す
る
。

こ
の
範
囲
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
加
盟
諸
国
の
一
員
に
学
業
も
し
く
は
就
学
の
方
法
は
、
学
位
所
有
者
本
人
の
就
学
資
格
が

出
生
地
に
あ
る
と
い
う
場
合
と
国
内
居
住
者
と
同
一
の
要
件
の
も
と
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
学
位
が
必
要

法学論集

な
場
合
に
備
え
て
、
本
人
は
、
修
業
に
つ
い
て
、
全
日
制
に
二
年
間
就
学
し
て
い
て
、
こ
れ
を
修
了
証
明
に
よ
り
証
明
で
き
れ
ば
足
り

る
と
し
て
い
る
。
職
業
教
育
も
し
く
は
学
業
活
動
情
況
を
区
別
す
る
際
に
重
要
な
こ
と
は
、
採
用
し
た
国
が
、
最
高
で
三
年
の
適
切
な

-420-
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こ
こ
で
は
、
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
後
の
「
規
制
緩
和
」
と
い
う
秩
序
法
的
な
構
想
が
、
補
充
的
な
原
理
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
欧
州
連
合
の
憲
法
原
理
の
中
に
、
い
ま
や
連
合
基
本
法
上
の
保
障
を
も
手
中
に
収
め
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
締
め
く

く
る
こ
と
と
す
る
。

三
　
権
限
付
与
基
盤
と
法
統
合
手
続

421欧州連合における法統合の方法論

　
（
1
）
概
説

　
第
二
次
共
同
体
法
発
布
の
た
め
の
共
同
体
組
織
へ
の
権
限
付
与
は
、
制
限
的
な
単
独
的
権
限
付
与
の
原
理
（
8
巳
需
叶
魯
8
α
、
簿
鼠
－

ど
江
9
）
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
国
家
と
は
異
な
り
、
国
家
間
の
組
織
と
し
て
の
E
G
／
E
U
は
、
多
面
的
な
管
轄
（
い
わ
ゆ
る
資
格

H
権
限
、
つ
ま
り
独
自
の
権
限
範
囲
を
決
定
す
る
権
能
）
を
有
し
な
い
ば
か
り
か
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
法
と
し
て
本
質
的
に
規
定
さ
れ

た
協
定
に
よ
っ
て
明
確
に
割
り
当
て
ら
れ
た
前
記
の
権
利
措
定
権
能
を
定
め
て
も
い
な
い
の
で
あ
る
（
E
G
V
五
条
（
旧
三
条
b
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

項
）
を
参
照
）
。
第
一
次
法
の
権
限
付
与
規
定
は
、
共
同
体
組
織
の
第
二
次
法
に
あ
る
権
利
措
定
権
の
「
基
盤
、
範
囲
お
よ
び
限
界
」

に
つ
い
て
境
界
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
規
則
の
対
象
も
法
形
式
の
選
択
お
よ
び
実
行
さ
れ
る
べ
き
権
利
措
定
手
続
も
定
め
て
い

る
。

　
共
同
体
組
織
に
お
け
る
法
統
合
文
書
に
あ
る
適
切
な
法
的
基
盤
に
関
す
る
論
争
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
、
国
β
の
頃
に
お
い
て
ご
く

普
通
に
行
わ
れ
る
任
務
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
確
立
さ
れ
た
裁
判
に
よ
れ
ば
、
法
的
基
盤
の
選
択
は
、
客
観
的
な
判
断
基
準
に
し
た

が
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
誤
っ
た
法
的
基
盤
は
、
共
同
体
法
上
の
文
書
を
違
法
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

一421一
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の
文
書
を
違
法
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
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（
し
か
も
無
効
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
）
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
、
決
定
手
続
に
お
け
る
法
的
基
盤
が
法
律
文
書
の
内
容
に
潜
在
的
な
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぬ
レ

響
を
ま
す
ま
す
与
え
る
場
合
で
あ
る
。

　
法
の
形
式
に
関
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
E
G
V
二
四
九
条
（
旧
一
八
九
条
）
に
類
型
化
さ
れ
た
法
律
文
書
（
拘
束
力
の
あ
る
布

告
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
判
決
、
拘
束
力
の
な
い
助
言
お
よ
び
意
見
）
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
「
非
定
型
的
な
」
文
書
の
形
式
（
た
と

え
ば
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
決
定
、
決
議
、
声
明
な
ど
）
が
考
慮
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
権
限
付
与
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
レ

盤
の
中
で
、
す
で
に
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
観
点
か
ら
明
確
に
す
る
。
前
者
の
場
合
に
は
、
共
同

体
立
法
者
が
当
事
者
自
ら
法
律
文
書
に
縛
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
限
り
で
は
干
渉
の
過
ぎ
る
指
令
の
発
布
権
能
は
常
に
黙
認

的
で
あ
る
し
、
干
渉
の
足
り
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
布
権
能
は
包
括
的
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、

ど
の
法
の
形
式
（
典
型
的
も
し
く
は
非
典
型
的
）
も
共
同
体
立
法
者
の
意
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
助
言
や
意
見
も
し
く
は
声
明
の
よ
う
な
拘
束
力
の
な
い
法
律
文
書
に
関
し
て
、
支
配
的
見
解
な
ら
び
に
確
立
し
た
実
務
に
よ
れ
ば
、

協
定
に
よ
る
権
限
付
与
基
盤
を
ま
っ
た
く
必
要
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
欧
州
委
員
会
の
助
言
お
よ
び
意
見
に
つ
い
て
E
G
V
二
一

一
条
（
旧
一
五
五
条
第
二
文
）
の
反
対
解
釈
）
。

　
そ
の
他
の
点
で
は
、
共
同
体
の
措
置
全
体
が
、
た
と
え
ば
そ
の
発
布
に
関
し
て
も
、
そ
の
規
定
の
範
囲
に
関
し
て
も
、
そ
の
規
定
の

厳
格
性
に
関
し
て
も
補
充
性
の
原
則
お
よ
び
分
配
の
原
則
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
は
、
共
同
体
の
措
置
は
、
管
轄
区

域
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
加
盟
諸
国
レ
ベ
ル
で
掲
げ
た
目
的
を
、
十
分
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
達
成
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
範

囲
な
い
し
そ
の
効
果
に
関
し
て
共
同
体
レ
ベ
ル
で
よ
い
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
何
ら
か
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
補
充
性

の
原
則
、
E
G
V
五
条
（
旧
三
条
b
2
項
）
）
。
他
方
で
は
、
共
同
体
の
措
置
は
、
協
定
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
程
度
を
超
え
て

一422一
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。
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ら
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さ
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あ
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判
決
、
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な
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助
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よ
び
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か
、

い
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ゆ
る
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非
定
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的
な
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文
書
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形
式
(
た
と

え
ば
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
決
定
、
決
議
、
声
明
な
ど
)
が
考
慮
の
対
象
に
な
っ
て
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。
こ
れ
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に
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は
、
い
ろ
い
ろ
な
権
限
付
与
基

盤
の
中
で
、
す
で
に
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
観
点
か
ら
明
確
に
す
る
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前
者
の
場
合
に
は
、
共
同
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体
立
法
者
が
当
事
者
自
ら
法
律
文
書
に
縛
ら
れ
て
い
る
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も
ち
ろ
ん
、

そ
の
限
り
で
は
干
渉
の
過
ぎ
る
指
令
の
発
布
権
能
は
常
に
黙
認

的
で
あ
る
し
、
干
渉
の
足
り
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
布
権
能
は
包
括
的
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
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よ
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に
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限
付
与
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を
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く
必
要
と
し
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の
で
あ
る
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欧
州
委
員
会
の
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お
よ
び
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に
つ
い
て
E
G
V

一
条
(
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五
五
条
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の
反
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解
釈
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で
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の
原
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お
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の
原
則
に
対
応
し
な
け
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ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
は
、
共
同
体
の
措
置
は
、
管
轄
区

域
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
加
盟
諸
国
レ
ベ
ル
で
掲
げ
た
目
的
を
、
十
分
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
達
成
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
範

固
な
い
し
そ
の
効
果
に
関
し
て
共
同
体
レ
ベ
ル
で
よ
い
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
何
ら
か
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
補
充
性

の
原
則
、

E
G
V
五
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(
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三
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b
2
項
)
)
。
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で
は
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共
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の
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は
、
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定
の
目
的
達
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の
た
め
に
必
要
な
程
度
を
超
え
て
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る
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的
な
」
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書
の
形
式
(
た
と

え
ば
プ
ロ
グ
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ム
、
決
定
、
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議
、
声
明
な
ど
)
が
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の
対
象
に
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て
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る
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こ
れ
ら
に
つ
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は
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ろ
い
ろ
な
権
限
付
与
基
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の
中
で
、
す
で
に
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に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
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は
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の
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に
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る
。
前
者
の
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に
は
、
共
同

法学論集

体
立
法
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が
当
事
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自
ら
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書
に
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る
。
も
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そ
の
限
り
で
は
干
渉
の
過
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る
指
令
の
発
布
権
能
は
常
に
黙
認

的
で
あ
る
し
、
干
渉
の
足
り
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
布
権
能
は
包
括
的
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
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ど
の
法
の
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式
(
典
型
的
も
し
く
は
非
典
型
的
)
も
共
同
体
立
法
者
の
意
の
ま
ま
で
あ
る
。

助
言
や
意
見
も
し
く
は
声
明
の
よ
う
な
拘
束
力
の
な
い
法
律
文
書
に
関
し
て
、
支
配
的
見
解
な
ら
び
に
確
立
し
た
実
務
に
よ
れ
ば
、

協
定
に
よ
る
権
限
付
与
基
盤
を
ま
っ
た
く
必
要
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

(
欧
州
委
員
会
の
助
言
お
よ
び
意
見
に
つ
い
て
E
G
V

一
条
(
旧
一
五
五
条
第
二
文
)

の
反
対
解
釈
)
。

そ
の
他
の
点
で
は
、
共
同
体
の
措
置
全
体
が
、

た
と
え
ば
そ
の
発
布
に
関
し
て
も
、
そ
の
規
定
の
範
囲
に
関
し
て
も
、
そ
の
規
定
の

厳
格
性
に
関
し
て
も
補
充
性
の
原
則
お
よ
び
分
配
の
原
則
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
は
、
共
同
体
の
措
置
は
、
管
轄
区

域
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
加
盟
諸
国
レ
ベ
ル
で
掲
げ
た
目
的
を
、
十
分
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
達
成
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
範

固
な
い
し
そ
の
効
果
に
関
し
て
共
同
体
レ
ベ
ル
で
よ
い
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
何
ら
か
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
補
充
性

の
原
則
、

E
G
V
五
条
(
旧
三
条
b
2
項
)
)
。
他
方
で
は
、
共
同
体
の
措
置
は
、
協
定
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
程
度
を
超
え
て



は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
拡
大
禁
止
、
E
G
V
五
条
（
旧
三
条
b
3
項
）
）
。
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（
2
）
　
法
統
合
手
続

　
そ
の
と
き
ど
き
の
請
求
の
基
礎
は
、
適
法
な
法
律
行
為
（
指
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
裁
判
な
ど
）
お
よ
び
場
合
に
よ
っ
て
は
設
置
さ

れ
て
い
る
共
同
体
組
織
（
評
議
会
、
欧
州
議
会
お
よ
び
協
議
会
、
委
員
会
）
だ
け
で
な
く
、
そ
の
都
度
使
用
で
き
る
裁
判
手
続
お
よ
び

決
定
手
続
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
要
約
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
あ
ら
ゆ
る
法
措
定
手
続
は
、
欧
州
委
員
会
の
勧
告
に
よ
っ
て
の
み
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
共
通
の
認
識
で
あ
る
。
評
議

会
と
「
統
合
後
の
」
欧
州
議
会
は
、
委
員
会
が
勧
告
を
上
程
す
る
よ
う
に
促
す
権
限
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
、
発
議
権
は
、
委
員
会
に
政

治
的
に
強
い
立
場
を
付
与
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
が
自
ら
そ
う
し
た
付
与
に
よ
っ
て
、
法
の
統
合
化
策
の
発
布
手
続
を
導
入

し
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
本
質
的
な
対
象
を
定
め
る
権
限
を
自
由
に
行
使
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
実
務
的
に
は
、
加
盟
国
の
専
門
家
お

よ
び
学
者
が
共
同
で
作
業
を
し
、
関
係
す
る
経
済
界
の
代
表
者
に
対
す
る
聴
聞
の
あ
と
に
、
委
員
会
の
勧
告
が
作
成
さ
れ
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
協
定
の
な
か
の
委
任
規
定
で
は
、
経
済
委
員
会
お
よ
び
社
会
委
員
会
（
各
種
の
経
済
活
動
団
体
お
よ
び
社
会
活

動
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
（
E
G
V
二
五
七
条
（
旧
一
九
三
条
）
）
の
聴
聞
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
場
合
で
も
、
地
域

の
審
議
委
員
会
（
地
方
公
共
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
（
E
G
V
二
六
三
条
（
旧
一
九
八
条
a
）
）
の
聴
聞
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
共
通
す
る
法
措
定
手
続
に
つ
い
て
の
最
も
重
要
な
裁
定
機
関
は
、
E
U
加
盟
国
の
大
臣
ク
ラ
ス
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
評
議
会

一423一

は
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(
拡
大
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止
、

E
G
V
五
条
(
旧
三
条
b
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項))。
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2
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法
統
合
手
続

そ
の
と
き
ど
き
の
請
求
の
基
礎
は
、
適
法
な
法
律
行
為
(
指
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
裁
判
な
ど
)

お
よ
び
場
合
に
よ
っ
て
は
設
置
さ

れ
て
い
る
共
同
体
組
織
(
評
議
会
、
欧
州
議
会
お
よ
び
協
議
会
、
委
員
会
)
だ
け
で
な
く
、

そ
の
都
度
使
用
で
き
る
裁
判
手
続
お
よ
び

決
定
手
続
に
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
要
約
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

あ
ら
ゆ
る
法
措
定
手
続
は
、
欧
州
委
員
会
の
勧
告
に
よ
っ
て
の
み
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
共
通
の
認
識
で
あ
る
。
評
議
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会
と
「
統
合
後
の
」
欧
州
議
会
は
、
委
員
会
が
勧
告
を
上
程
す
る
よ
う
に
促
す
権
限
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
?
発
議
権
は
、
委
員
会
に
政

治
的
に
強
い
立
場
を
付
与
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

そ
れ
が
自
ら
そ
う
し
た
付
与
に
よ
っ
て
、
法
の
統
合
化
策
の
発
布
手
続
を
導
入

し
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
本
質
的
な
対
象
を
定
め
る
権
限
を
自
由
に
行
使
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
実
務
的
に
は
、
加
盟
国
の
専
門
家
お

よ
び
学
者
が
共
同
で
作
業
を
し
、
関
係
す
る
経
済
界
の
代
表
者
に
対
す
る
聴
聞
の
あ
と
に
、
委
員
会
の
勧
告
が
作
成
さ
れ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
協
定
の
な
か
の
委
任
規
定
で
は
、
経
済
委
員
会
お
よ
び
社
会
委
員
会
(
各
種
の
経
済
活
動
団
体
お
よ
び
社
会
活

動
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る

(
E
G
V
二
五
七
条
(
旧
一
九
三
条
)
)

の
聴
聞
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
場
合
で
も
、
地
域

423 

の
審
議
委
員
会
(
地
方
公
共
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る

(
E
G
V
二
六
三
条
(
旧
一
九
八
条

a))
の
聴
間
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

共
通
す
る
法
措
定
手
続
に
つ
い
て
の
最
も
重
要
な
裁
定
機
関
は
、

E
U
加
盟
国
の
大
臣
ク
ラ
ス
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
評
議
会

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
(
拡
大
禁
止
、

E
G
V
五
条
(
旧
三
条
b
3
項))。

(
2
)
 
法
統
合
手
続

そ
の
と
き
ど
き
の
請
求
の
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礎
は
、
適
法
な
法
律
行
為
(
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令
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ガ
イ
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ラ
イ
ン
、
裁
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な
ど
)

お
よ
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に
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っ
て
は
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置
さ

れ
て
い
る
共
同
体
組
織
(
評
議
会
、
欧
州
議
会
お
よ
び
協
議
会
、
委
員
会
)
だ
け
で
な
く
、

そ
の
都
度
使
用
で
き
る
裁
判
手
続
お
よ
び

決
定
手
続
に
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
要
約
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

あ
ら
ゆ
る
法
措
定
手
続
は
、
欧
州
委
員
会
の
勧
告
に
よ
っ
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の
み
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
共
通
の
認
識
で
あ
る
。
評
議

-423-
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す
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あ
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あ
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付
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。
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を
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あ
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。
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れ
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。
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お
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(
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二
五
七
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旧
一
九
三
条
)
)

の
聴
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を
予
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し
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る
。
そ
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合
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も
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地
域

423 

の
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(
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方
公
共
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さ
れ
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共
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法
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定
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続
に
つ
い
て
の
最
も
重
要
な
裁
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機
関
は
、

E
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ク
ラ
ス
の
代
表
者
で
構
成
さ
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る
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会
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（
E
G
V
二
〇
三
条
（
旧
一
四
六
条
）
）
で
あ
る
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
、
法
措
定
が
必
要
と
さ
れ
る
領
域
、
と
く
に
欧

州
議
会
の
共
同
決
定
（
8
－
8
0
一
ω
一
9
）
で
あ
る
国
内
市
場
の
実
現
の
た
め
の
法
の
統
合
化
策
（
E
G
V
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
条
a
）
）

が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
相
当
の
施
策
が
欧
州
議
会
と
評
議
会
（
二
／
三
ま
た
は
三
／
四
の
特
別
多
数
で
決

め
る
）
の
｝
致
し
た
裁
定
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
る
（
E
G
V
二
五
一
条
（
旧
一
八
九
条
b
）
）
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
最
低
二
つ
の
読
会
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
場
合
に
は
、
手
続
の
対
象
は
、
仲
裁
委
員

会
に
提
出
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
他
の
点
で
は
、
評
議
会
の
議
決
は
、
欧
州
議
会
の
協
力
の
も
と
に
の
み
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
対
象
と
な
る
権
限
付
与
基
盤
に

応
じ
て
、
欧
州
議
会
の
単
な
る
聴
聞
（
協
議
）
お
よ
び
欧
州
議
会
と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
が
考
慮
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
、
全
会
一
致
の
評
議
会
裁
定
に
よ
っ
て
の
み
否
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
E
G
V
二
四
九
条
（
旧
一
八
九
条
）
）
、
欧
州
議
会
の
一
時

停
止
的
効
力
の
あ
る
拒
否
権
の
あ
る
、
二
つ
の
読
会
手
続
で
あ
る
。

　
例
外
的
な
場
合
と
し
て
は
、
評
議
会
の
権
限
委
任
に
よ
り
、
欧
州
委
員
会
も
法
の
統
合
化
策
の
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
委
員

会
が
、
審
議
の
た
め
の
専
門
委
員
会
と
か
監
視
行
政
委
員
会
あ
る
い
は
規
則
委
員
会
に
提
案
す
る
場
合
に
は
、
評
議
会
活
動
の
運
用
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
れ
レ

施
の
た
め
の
立
法
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、
加
盟
国
の
行
政
担
当
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
行
政
委
員
会
手
続
（
と
く
に
農
業
関
係
の
領
域
に
適
用
さ
れ
る
）
に
お
い
て
、
委
員
会
草
案
と
矛
盾
す
る
委
員
会
決
定
の

場
合
に
、
裁
判
権
能
が
評
議
会
の
手
に
戻
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
別
多
数
（
二
／
三
ま
た
は
三
／
四
）
で
違
っ
た
裁
定
を
な
し
得
る

の
は
、
い
わ
ゆ
る
統
制
委
員
会
手
続
（
と
く
に
保
健
衛
生
お
よ
び
獣
医
問
題
に
あ
る
）
で
あ
り
、
委
員
会
が
個
別
委
員
会
の
意
見
と
一

致
す
る
場
合
に
は
、
委
員
会
が
練
り
上
げ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
順
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
場
合
に

一424一
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。
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が
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全
会
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の
評
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会
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定
に
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で
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の
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の
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に
、
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が
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会
の
手
に
戻
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
別
多
数
(
二
/
三
ま
た
は
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/
四
)

で
違
っ
た
裁
定
を
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得
る

の
は
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ゆ
る
統
制
委
員
会
手
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(
と
く
に
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お
よ
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獣
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に
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で
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、
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は
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が
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全
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の
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に
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、
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な
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は
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の
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限
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り
、
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も
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令
を
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。
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の
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の
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門
委
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会
と
か
監
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会
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会
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提
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る
場
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に
は
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の
運
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こ
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に
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、
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と
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の
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に
、
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が
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会
の
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る
場
合
に
は
、
特
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(
二
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ま
た
は
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/
四
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で
違
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を
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る
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は
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に
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。
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に



1ま

　、

裁
判
権
能
は
評
議
会
の
手
に
戻
り
、
特
別
多
数
で
裁
定
す
る
の
で
あ
る
。
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（
3
）
　
そ
の
他
の
権
限
付
与
基
盤

　
次
の
概
観
は
、
実
務
上
も
っ
と
も
有
力
な
法
的
基
礎
に
つ
い
て
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。
共
同
体
に
お
け
る
法
の
統
合
化
策

の
発
布
に
関
し
て
、
こ
こ
に
い
う
法
の
統
合
化
の
概
念
は
、
包
括
的
な
意
味
で
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

A
　
す
で
に
加
盟
国
の
法
に
存
在
す
る
調
和
策
お
よ
び
調
和
さ
れ
た
加
盟
国
の
法
（
一
般
的
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
）
を
将
来
に

　
わ
た
っ
て
創
出
す
る
こ
と
の
た
め
の
規
則
の
作
成

B
　
共
同
体
統
一
法
（
一
般
的
に
は
布
告
に
よ
る
）
の
創
出

を
含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
1
　
E
E
A
の
発
効
ま
で
、
E
G
V
九
四
条
（
旧
一
〇
〇
条
、
E
W
G
V
九
四
条
）
は
、
法
の
統
合
化
に
つ
い
て
の
一
般
的
権
限
付

与
規
則
で
あ
り
、
基
準
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
、
評
議
会
は
、
委
員
会
の
提
案
を
全
会
一
致
で
、
引
き
続
き
欧
州
議
会
お
よ
び
経
済
・

社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
国
内
市
場
の
設
立
も
し
く
は
機
能
化
に
直
接
的
な
影
響
力
を
有
す
る
法
規
お
よ
び
行
政
規
則
の
統
一
指

令
を
発
令
し
た
の
で
あ
る
。

　
E
E
A
の
発
効
に
よ
り
、
E
G
V
九
四
条
（
旧
一
〇
〇
条
）
は
、
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
今
日
の
E
G
V
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
条

a
、
E
W
G
V
一
〇
〇
条
a
）
に
よ
り
、
特
別
法
（
一
震
8
9
芭
一
ω
）
と
し
て
は
大
幅
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
前
者
は
、

今
日
ま
す
ま
す
E
G
V
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
条
a
）
の
適
用
範
囲
か
ら
明
確
に
除
外
さ
れ
た
テ
ー
マ
、
す
な
わ
ち
直
接
税
（
た
と
え
ば
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は
、
裁
判
権
能
は
評
議
会
の
手
に
戻
り
、
特
別
多
数
で
裁
定
す
る
の
で
あ
る
。

(3) 
そ
の
他
の
権
限
付
与
基
盤

次
の
概
観
は
、
実
務
上
も
っ
と
も
有
力
な
法
的
基
礎
に
つ
い
て
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。
共
同
体
に
お
け
る
法
の
統
合
化
策

の
発
布
に
関
し
て
、
こ
こ
に
い
う
法
の
統
合
化
の
概
念
は
、
包
括
的
な
意
味
で
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
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す
で
に
加
盟
国
の
法
に
存
在
す
る
調
和
策
お
よ
び
調
和
さ
れ
た
加
盟
国
の
法
(
一
般
的
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
)
を
将
来
に

わ
た
っ
て
創
出
す
る
こ
と
の
た
め
の
規
則
の
作
成
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所
得
税
、
法
人
税
）
、
居
住
移
転
の
自
由
、
労
働
者
の
権
利
と
利
害
関
係
（
と
く
に
社
会
政
策
目
的
と
の
関
係
に
お
い
て
）
を
内
包
し

て
い
る
。

　
間
接
税
（
と
く
に
石
油
、
酒
類
、
タ
バ
コ
に
対
す
る
売
上
税
お
よ
び
消
費
税
）
の
調
和
の
た
め
に
E
G
V
九
九
条
の
特
別
規
定
は
適

用
し
て
い
る
。
そ
の
裁
定
手
続
は
、
E
G
V
九
四
条
（
旧
一
〇
〇
条
）
の
問
接
税
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
税
の
調
和
は
、
国
内
市

場
に
お
け
る
同
種
の
競
争
の
条
件
を
作
り
出
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
基
本
的
自
由
の
効
果
的
な
実
現
の
た
め
の
要
件
を
創

出
す
る
の
で
あ
る
。
今
日
、
E
U
に
お
け
る
間
接
税
の
構
造
と
税
率
の
基
礎
は
、
共
同
体
全
体
の
最
小
限
を
税
額
と
す
る
た
め
、
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
一
致
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
2
　
E
G
V
九
五
条
（
一
〇
〇
条
a
、
E
W
G
V
一
〇
〇
条
a
）
は
、
国
内
市
場
目
的
の
表
現
の
た
め
の
中
心
的
な
規
定
と
し
て
、

E
E
A
に
よ
り
書
き
入
れ
ら
れ
て
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
適
用
し
得
る
裁
定
手
続
に
鑑
み
て
修
正
補
完
さ
れ
て
い
る
。
今

日
、
通
用
し
て
い
る
こ
の
規
定
の
概
念
に
よ
れ
ば
、
評
議
会
が
、
欧
州
議
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
で
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞

を
経
て
法
規
と
行
政
規
則
の
統
一
の
た
め
の
具
体
策
を
講
ず
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
内
市
場
の
設
立
と
機
能
化
が
対
象
に
な
っ
て
い

る
。
す
で
に
言
及
し
た
租
税
、
居
住
移
転
の
自
由
お
よ
び
労
働
者
の
保
護
（
E
G
V
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
条
a
二
項
）
）
は
別
で
あ
る
。

E
G
V
一
四
条
（
旧
七
条
a
）
の
法
的
意
義
に
よ
れ
ば
、
国
内
市
場
は
、
商
品
の
自
由
取
引
、
人
事
関
係
、
サ
ー
ビ
ス
化
、
資
本
金
を

保
証
す
る
内
的
規
制
の
な
い
経
済
空
間
を
網
羅
し
て
い
る
。

　
E
G
V
九
四
条
（
旧
一
〇
〇
条
）
の
逸
脱
が
あ
れ
ば
、
E
G
V
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
条
a
）
は
、
適
切
な
過
半
数
原
理
を
優
先
し

て
、
評
議
会
に
お
け
る
全
会
一
致
の
意
思
決
定
の
要
請
を
考
慮
し
な
い
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
欧
州
議
会
の
共
同
作
業
権
を
強
化
す
る

一426一
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半
数
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優
先
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て
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評
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会
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意
思
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り
、
同
時
に
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州
議
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共
同
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業
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の
で
あ
る
。
全
会
一
致
の
要
請
の
断
念
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
法
の
統
合
化
へ
の
プ
ロ
セ
ス
の
緩
和
は
、
「
そ
の
国
独
自
の

生
き
方
」
を
否
決
し
た
加
盟
国
が
、
そ
の
国
に
と
っ
て
よ
り
高
度
の
国
家
的
な
保
護
基
準
を
保
持
す
る
た
め
に
、
委
員
会
の
裁
可
に
よ

っ
て
、
設
立
さ
れ
た
共
同
体
構
想
か
ら
脱
退
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
政
治
的
な
譲
歩
に
よ
り
高
い
代
償
を
払
っ
て
い
る
。
対
抗
措

置
と
し
て
、
委
員
会
は
、
裁
定
案
の
中
で
健
康
、
安
全
保
障
、
環
境
保
護
お
よ
び
消
費
者
保
護
の
面
に
つ
い
て
高
度
の
保
護
水
準
に
あ

る
こ
と
（
E
G
V
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
条
a
三
項
四
項
）
）
を
伝
え
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
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具
体
策
と
し
て
の
法
形
式
に
関
し
て
、
E
G
V
九
五
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（
旧
一
〇
〇
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a
）
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
令
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の

法
的
文
書
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菊
9
9
鐙
葬
o
）
、
と
く
に
布
告
の
発
令
も
認
め
て
い
る
。
当
然
、
委
員
会
は
追
加
声
明
の
中
で
、
統
合
化
が
加
盟
国
に
法

律
上
の
規
定
の
改
変
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
依
然
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
遅
滞
あ
る
こ
と
を
E
E
A
は
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
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補
足
的
な
仮
の
規
定
と
し
て
構
想
さ
れ
た
旧
E
G
V
一
〇
〇
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評
議
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が
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同
一
の
手
続
で
E
G
V
九
五
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旧
一
〇
〇
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が
っ
て
採
決
で
き
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こ
と
、
一
加
盟
国
で
有
効
な
規
定
を
他
の
加
盟
諸
国
の
規
定
と
し
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
市
場
の
自
由
と
同
時
に
調
和
さ
れ
な
い
領
域
も
確
保
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
形
式
的
な
同
等
排
除

（
諺
∈
一
く
巴
o
目
き
R
ぎ
馨
§
閃
）
は
、
ー
と
く
に
E
G
H
の
【
O
霧
ω
一
ω
8
U
ご
9
】
判
決
の
拡
張
解
釈
を
理
由
と
し
て
ー
ま
っ

た
く
実
務
上
の
意
義
を
有
し
な
い
。
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3
　
共
同
体
の
協
定
に
特
別
な
権
能
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
（
そ
し
て
、
他
方
で
は
共
同
体
の
明
確
な
権
限
排
除
（
国
o
目
冨
帯
目
－

き
ω
零
巨
島
）
も
ま
っ
た
く
認
め
て
い
な
い
）
の
は
、
E
G
V
三
〇
八
条
（
旧
壬
二
五
条
）
の
不
完
全
性
を
追
完
す
る
黙
示
的
権
限
条

項
（
ぎ
筈
a
2
≦
①
房
2
雲
ω
Φ
）
が
補
充
的
に
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
で
、
共
同
市
場
の
範
囲
内
で
共
同
体
の
目
的
を

実
現
す
る
た
め
に
共
同
体
の
日
常
活
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
評
議
会
は
、
委
員
会
の
提
案
を
全
会
一
致
で
、
そ
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
議
会
の
聴
聞
を
経
て
「
適
切
な
規
定
」
と
し
て
発
令
す
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
E
G
V
三
〇
八
条
（
旧
二
三
五
条
）
は
、
E

G
協
定
で
は
明
確
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
共
同
体
の
目
的
（
と
く
に
E
G
V
二
条
を
参
照
）
よ
り
も
優
先
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
新
た
な
政
策
分
野
を
開
拓
す
る
こ
と
を
、
共
同
体
に
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
規
則
は
、
新
た
な
共
同
体
の
目
的
と

共
同
体
の
使
命
（
い
わ
ゆ
る
権
限
裁
判
権
）
を
措
定
す
る
権
能
を
決
し
て
付
与
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
二
年
パ
リ
首
脳
会
談
以
来
、
E
G
V
三
〇
八
条
（
旧
壬
二
五
条
）
は
、
減
税
の
基
礎
と
し
て
補
強
さ
れ
、
法
の
統
合
化
策
の

た
め
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る
（
し
ば
し
ば
E
W
G
V
一
〇
〇
条
の
よ
う
に
特
別
な
、
し
か
し
十
分
に
考
え
ら
れ
た
契
約
規
則
と
の
関
係

で
）
。
た
と
え
ば
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
社
会
法
、
環
境
保
護
、
消
費
者
保
護
お
よ
び
共
同
体
法
の
領
域
に
挙
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
う
え
、
E
G
V
三
〇
八
条
（
旧
壬
二
五
条
、
従
前
の
E
W
G
V
…
二
五
条
）
で
は
新
た
な
共
同
体
統
一
の
た
め
の
法
制
度
お
よ
び
組

織
体
が
作
り
出
さ
れ
る
べ
き
場
合
（
た
と
え
ば
共
同
体
市
場
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
H
「
ω
o
息
9
器
窪
8
冨
8
」
）
に
要
求
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
E
E
A
お
よ
び
E
U
V
（
た
と
え
ば
E
G
V
一
三
八
条
、
一
五
三
条
、
一
七
五
条
（
旧
一
一
八
条
a
、
一

二
九
条
a
、
二
二
〇
条
s
以
下
を
参
照
V
）
に
よ
る
具
体
的
な
権
能
規
範
の
導
入
に
よ
っ
て
、
E
G
V
三
〇
八
条
（
従
前
の
E
W
G

V
／
E
G
V
二
三
五
条
の
仮
規
定
）
の
意
義
は
、
か
な
り
薄
れ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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、

か
な
り
薄
れ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3 

共
同
体
の
協
定
に
特
別
な
権
能
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い

(
そ
し
て
、
他
方
で
は
共
同
体
の
明
確
な
権
限
排
除
(
問
。
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告
ωω
の
匡
ロ
ロ
)
も
ま
っ
た
く
認
め
て
い
な
い
)

の
は
、

E
G
V
三
O
八
条
(
旧
二
三
五
条
)

の
不
完
全
性
を
追
完
す
る
黙
示
的
権
限
条
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項
(
円
目
立
山
色
℃
。
42ω

。
E
5
0
)
が
補
充
的
に
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
で
、
共
同
市
場
の
範
囲
内
で
共
同
体
の
目
的
を

実
現
す
る
た
め
に
共
同
体
の
日
常
活
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
評
議
会
は
、
委
員
会
の
提
案
を
全
会
一
致
で
、

そ
し
て
ヨ

l

ロ
ッ
パ
議
会
の
聴
聞
を
経
て
「
適
切
な
規
定
」
と
し
て
発
令
す
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
、

E
G
V
三
O
八
条
(
旧
二
三
五
条
)
は

E 

G
協
定
で
は
明
確
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

し
か
し
共
同
体
の
目
的
(
と
く
に

E
G
V
二
条
を
参
照
)
よ
り
も
優
先
さ
れ
ね
ば
な
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ら
な
い
新
た
な
政
策
分
野
を
開
拓
す
る
こ
と
を
、
共
同
体
に
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
規
則
は
、
新
た
な
共
同
体
の
目
的
と

共
同
体
の
使
命
(
い
わ
ゆ
る
権
限
裁
判
権
)
を
措
定
す
る
権
能
を
決
し
て
付
与
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
パ
リ
首
脳
会
談
以
来
、

E
G
V
一ニ

O
八
条
(
旧
二
三
五
条
)
は
、
減
税
の
基
礎
と
し
て
補
強
さ
れ
、
法
の
統
合
化
策
の

た
め
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る

(
し
ば
し
ば
E
W
G
V
一
O
O条
の
よ
う
に
特
別
な
、

し
か
し
十
分
に
考
え
ら
れ
た
契
約
規
則
と
の
関
係

で
)
。
た
と
え
ば
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
社
会
法
、
環
境
保
護
、
消
費
者
保
護
お
よ
び
共
同
体
法
の
領
域
に
挙
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
〉
づ
〉
え
、

E
G
V
三
O
八
条
(
旧
二
三
五
条
、
従
前
の
E
W
G
V
二
三
五
条
)

で
は
新
た
な
共
同
体
統
一
の
た
め
の
法
制
度
お
よ
び
組

織
体
が
作
り
出
さ
れ
る
べ
き
場
合
(
た
と
え
ば
共
同
体
市
場
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
H

「ω
。。目立内

5
2
5日)州諸
ω」)
に
要
求
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、

E
E
A
お
よ
び
E
U
V

一
五
三
条
、

一
七
五
条
(
旧
一
一
八
条

a
、

(
た
と
え
ば
E
G
V
一
三
八
条
、

二
九
条

a
、

E
G
V
三

O
八
条
(
従
前
の

E
W
G

一
三

O
条

s
以
下
を
参
照
)
)

に
よ
る
具
体
的
な
権
能
規
範
の
導
入
に
よ
っ
て
、

V
/
E
G
V
二
三
五
条
の
仮
規
定
)

の
意
義
は
、

か
な
り
薄
れ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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4
　
特
別
規
定
は
、
と
く
に
農
業
政
策
、
居
住
移
転
の
自
由
、
居
住
と
勤
務
の
自
由
、
取
引
の
保
護
、
社
会
保
障
、
消
費
者
保
護
と

環
境
政
策
な
ら
び
に
貿
易
政
策
と
い
っ
た
選
択
さ
れ
た
共
同
体
政
策
の
領
域
で
、
法
統
合
政
策
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
存
在

す
る
。

　
①
共
同
農
業
政
策
は
、
ま
ず
第
一
に
、
欧
州
市
場
調
整
の
創
設
と
手
順
を
構
想
し
て
、
農
業
生
産
物
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
評
議
会
は
、
特
別
多
数
に
よ
る
委
員
会
の
提
案
と
欧
州
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
各
自
の
選
択
に
応
じ
て
指
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
裁
判
も
し
く
は
助
言
を
発
令
で
き
る
の
で
あ
る
（
E
G
V
三
七
条
（
旧
四
三
条
）
）
。
実
務
上
は
、
指
令
は
、
広
く
用
い
ら
れ
る
行

為
手
段
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
農
業
生
産
物
お
よ
び
出
荷
の
た
め
の
規
範
（
た
と
え
ば
ワ
イ
ン
と
か
ス
ピ
リ
ッ
ツ
類
）
の
統
一
も

整
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
②
労
働
者
の
居
住
移
転
の
自
由
に
つ
い
て
の
一
歩
進
ん
だ
改
定
は
、
評
議
会
が
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
で
、
経
済
・

社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
す
る
（
E
G
V
四
〇
条
（
旧
四
九
条
）
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
い
し
布
告
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
そ
の
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
法
的
文
書
は
、
実
体
法
規
と
行
政
手
続
の
統
一
を
仕
事
、
職
業
上
の
活
動
の
行
使
な
ら
び
に
出
稼

ぎ
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
入
国
と
滞
在
の
増
加
に
関
係
す
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
加
盟
諸
国
の
制
度
調
整
の
た
め
の
側
面
的
な

具
体
策
は
、
社
会
的
安
全
保
障
に
合
致
し
た
の
で
あ
る
（
E
G
V
四
二
条
（
旧
五
一
条
）
）
。

③
居
住
の
自
由
と
職
業
の
自
由
の
実
現
は
、
評
議
会
が
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞

を
経
て
、
一
定
の
活
動
（
E
G
V
四
四
条
（
旧
五
四
条
二
項
）
）
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
令
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲
で
、
欧
州

一429一
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特
別
規
定
は
、
と
く
に
農
業
政
策
、
居
住
移
転
の
自
由
、
居
住
と
勤
務
の
自
由
、
取
引
の
保
護
、
社
会
保
障
、
消
費
者
保
護
と

環
境
政
策
な
ら
び
に
貿
易
政
策
と
い
っ
た
選
択
さ
れ
た
共
同
体
政
策
の
領
域
で
、
法
統
合
政
策
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
存
在

す
る
。①

共
同
農
業
政
策
は
、
ま
ず
第
一
に
、
欧
州
市
場
調
整
の
創
設
と
手
順
を
構
想
し
て
、
農
業
生
産
物
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た

D

そ
の

際
、
評
議
会
は
、
特
別
多
数
に
よ
る
委
員
会
の
提
案
と
欧
州
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
各
自
の
選
択
に
応
じ
て
指
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
裁
判
も
し
く
は
助
言
を
発
令
で
き
る
の
で
あ
る

(
E
G
V
三
七
条
(
旧
四
三
条
)
)
。
実
務
上
は
、
指
令
は
、
広
く
用
い
ら
れ
る
行

為
手
段
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
農
業
生
産
物
お
よ
び
出
荷
の
た
め
の
規
範
(
た
と
え
ば
ワ
イ
ン
と
か
ス
ピ
リ
ッ
ツ
類
)

の
統
一
も

整
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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②
労
働
者
の
居
住
移
転
の
自
由
に
つ
い
て
の
一
歩
進
ん
だ
改
定
は
、
評
議
会
が
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
で
、
経
済
・

社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
す
る

(
E
G
V
四
O
条
(
旧
四
九
条
)
)
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
い
し
布
告
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
そ
の
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
法
的
文
書
は
、
実
体
法
規
と
行
政
手
続
の
統
一
を
仕
事
、
職
業
上
の
活
動
の
行
使
な
ら
び
に
出
稼

ぎ
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
入
国
と
滞
在
の
増
加
に
関
係
す
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
加
盟
諸
国
の
制
度
調
整
の
た
め
の
側
面
的
な

具
体
策
は
、
社
会
的
安
全
保
障
に
合
致
し
た
の
で
あ
る

(
E
G
V
四
二
条
(
旧
五
一
条
)
)
。
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③
居
住
の
自
由
と
職
業
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由
の
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は
、
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議
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が
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
で
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経
済
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社
会
委
員
会
の
聴
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一
定
の
活
動

(
E
G
V
四
四
条
(
旧
五
四
条
二
項
)
)

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
令
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲
で
、
欧
州

を
経
て
、
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特
別
規
定
は
、
と
く
に
農
業
政
策
、
居
住
移
転
の
自
由
、
居
住
と
勤
務
の
自
由
、
取
引
の
保
護
、
社
会
保
障
、
消
費
者
保
護
と

環
境
政
策
な
ら
び
に
貿
易
政
策
と
い
っ
た
選
択
さ
れ
た
共
同
体
政
策
の
領
域
で
、
法
統
合
政
策
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
存
在

す
る
。①

共
同
農
業
政
策
は
、
ま
ず
第
一
に
、
欧
州
市
場
調
整
の
創
設
と
手
順
を
構
想
し
て
、
農
業
生
産
物
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た

D

そ
の

際
、
評
議
会
は
、
特
別
多
数
に
よ
る
委
員
会
の
提
案
と
欧
州
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
各
自
の
選
択
に
応
じ
て
指
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
裁
判
も
し
く
は
助
言
を
発
令
で
き
る
の
で
あ
る

(
E
G
V
三
七
条
(
旧
四
三
条
)
)
。
実
務
上
は
、
指
令
は
、
広
く
用
い
ら
れ
る
行

為
手
段
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
農
業
生
産
物
お
よ
び
出
荷
の
た
め
の
規
範
(
た
と
え
ば
ワ
イ
ン
と
か
ス
ピ
リ
ッ
ツ
類
)

の
統
一
も

整
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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②
労
働
者
の
居
住
移
転
の
自
由
に
つ
い
て
の
一
歩
進
ん
だ
改
定
は
、
評
議
会
が
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
で
、
経
済
・

社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
す
る

(
E
G
V
四
O
条
(
旧
四
九
条
)
)
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
い
し
布
告
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
そ
の
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
法
的
文
書
は
、
実
体
法
規
と
行
政
手
続
の
統
一
を
仕
事
、
職
業
上
の
活
動
の
行
使
な
ら
び
に
出
稼

ぎ
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
入
国
と
滞
在
の
増
加
に
関
係
す
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
加
盟
諸
国
の
制
度
調
整
の
た
め
の
側
面
的
な

具
体
策
は
、
社
会
的
安
全
保
障
に
合
致
し
た
の
で
あ
る

(
E
G
V
四
二
条
(
旧
五
一
条
)
)
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③
居
住
の
自
由
と
職
業
の
自
由
の
実
現
は
、
評
議
会
が
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞

一
定
の
活
動

(
E
G
V
四
四
条
(
旧
五
四
条
二
項
)
)

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
令
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲
で
、
欧
州

を
経
て
、
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委
員
会
そ
の
他
は
、
加
盟
諸
国
に
お
け
る
共
同
体
法
上
の
保
護
規
則
の
調
整
に
専
念
し
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
緑
肥
の
様
式
、
団
体
の

資
本
金
の
維
持
と
変
更
、
企
業
の
合
併
と
分
割
、
会
計
報
告
（
E
G
V
四
四
条
（
旧
五
四
条
二
項
9
）
）
。
同
様
に
、
自
力
的
行
使
の
受

け
入
れ
と
履
行
に
関
し
て
、
学
位
の
相
互
承
認
と
加
盟
諸
国
の
規
定
の
調
整
に
関
す
る
規
則
の
発
布
に
も
専
念
し
て
い
る
（
E
G
V
四

七
条
（
旧
五
七
条
1
、
V
、
m
、
六
六
条
）
。

　
一
定
の
職
業
の
自
由
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
評
議
会
に
お
い
て
、
委
員
会
の
提
案
を
欧
州
委
員
会
と
経
済
・
社
会
委
員
会

の
聴
聞
を
経
て
特
別
多
数
で
裁
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
E
G
V
五
二
条
（
旧
六
三
条
二
項
）
）
。

④
共
同
交
通
政
策
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
は
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、

と
く
に
通
過
交
通
を
含
め
た
国
際
交
通
、
貨
物
輸
送
の
許
可
、
交
通
安
全
の
改
善
策
の
た
め
に
、
目
的
達
成
に
役
立
つ
規
則
を
発
令
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
交
通
規
則
の
基
本
原
則
は
、
経
済
発
展
効
果
を
め
ざ
し
て
、
評
議
会
が
、
委
員
会
の
提
案
を
欧
州
委
員
会
お
よ
び

経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
全
会
一
致
で
裁
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
E
G
V
七
一
条
（
旧
七
五
条
）
）
。

　
共
同
交
通
政
策
の
構
築
は
、
政
治
的
な
理
由
か
ら
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
各
種
の
調
和
の
た
め
の

具
体
策
（
布
告
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
裁
決
）
が
、
陸
上
貨
物
輸
送
な
ら
び
に
遠
洋
航
海
、
航
路
の
自
由
化
の
た
め
に
講
じ
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
実
際
に
は
、
統
一
的
な
交
通
市
場
の
突
破
口
は
、
い
ま
だ
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一430一

　
⑤
E
E
A
に
よ
り
書
き
加
え
ら
れ
た
E
G
V
＝
二
八
条
（
旧
こ
八
条
a
）
は
、
労
働
環
境
と
安
全
保
障
そ
し
て
労
働
者
の
健
康
保

護
の
改
善
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
形
式
で
、
最
低
基
準
と
な
る
規
定
を
発
令
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
こ

430 

委
員
会
そ
の
他
は
、
加
盟
諸
国
に
お
け
る
共
同
体
法
上
の
保
護
規
則
の
調
整
に
専
念
し
て
い
る
(
た
と
え
ば
、
緑
肥
の
様
式
、
団
体
の

資
本
金
の
維
持
と
変
更
、
企
業
の
合
併
と
分
割
、
会
計
報
告

(
E
G
V
四
四
条
(
旧
五
四
条
二
項
g
)
)
。
同
様
に
、
自
力
的
行
使
の
受
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け
入
れ
と
履
行
に
関
し
て
、
学
位
の
相
互
承
認
と
加
盟
諸
国
の
規
定
の
調
整
に
関
す
る
規
則
の
発
布
に
も
専
念
し
て
い
る

(
E
G
V
四

七
条
(
旧
五
七
条
I
、

v、
m
、
六
六
条
)
。

一
定
の
職
業
の
自
由
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
評
議
会
に
お
い
て
、
委
員
会
の
提
案
を
欧
州
委
員
会
と
経
済
・
社
会
委
員
会

の
聴
聞
を
経
て
特
別
多
数
で
裁
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
E
G
V
五
二
条
(
旧
六
三
条
二
項
)
)
。
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④
共
同
交
通
政
策
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
は
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、

-430-

と
く
に
通
過
交
通
を
含
め
た
国
際
交
通
、
貨
物
輸
送
の
許
可
、
交
通
安
全
の
改
善
策
の
た
め
に
、
目
的
達
成
に
役
立
つ
規
則
を
発
令
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
交
通
規
則
の
基
本
原
則
は
、
経
済
発
展
効
果
を
め
ざ
し
て
、
評
議
会
が
、
委
員
会
の
提
案
を
欧
州
委
員
会
お
よ
び

経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
全
会
一
致
で
裁
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
E
G
V
七
一
条
(
旧
七
五
条
)
)
。

共
同
交
通
政
策
の
構
築
は
、
政
治
的
な
理
由
か
ら
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
各
種
の
調
和
の
た
め
の

具
体
策
(
布
告
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
裁
決
)
が
、
陸
上
貨
物
輸
送
な
ら
び
に
遠
洋
航
海
、
航
路
の
自
由
化
の
た
め
に
講
じ
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
実
際
に
は
、
統
一
的
な
交
通
市
場
の
突
破
口
は
、

い
ま
だ
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

⑤
E
E
A
に
よ
り
書
き
加
え
ら
れ
た

E
G
V
二
ニ
八
条
(
旧
一
一
八
条

a)
は
、
労
働
環
境
と
安
全
保
障
そ
し
て
労
働
者
の
健
康
保

護
の
改
善
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
形
式
で
、
最
低
基
準
と
な
る
規
定
を
発
令
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
こ

430 

委
員
会
そ
の
他
は
、
加
盟
諸
国
に
お
け
る
共
同
体
法
上
の
保
護
規
則
の
調
整
に
専
念
し
て
い
る
(
た
と
え
ば
、
緑
肥
の
様
式
、
団
体
の

資
本
金
の
維
持
と
変
更
、
企
業
の
合
併
と
分
割
、
会
計
報
告

(
E
G
V
四
四
条
(
旧
五
四
条
二
項
g
)
)
。
同
様
に
、
自
力
的
行
使
の
受
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け
入
れ
と
履
行
に
関
し
て
、
学
位
の
相
互
承
認
と
加
盟
諸
国
の
規
定
の
調
整
に
関
す
る
規
則
の
発
布
に
も
専
念
し
て
い
る

(
E
G
V
四

七
条
(
旧
五
七
条
I
、

v、
m
、
六
六
条
)
。

一
定
の
職
業
の
自
由
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
評
議
会
に
お
い
て
、
委
員
会
の
提
案
を
欧
州
委
員
会
と
経
済
・
社
会
委
員
会

の
聴
聞
を
経
て
特
別
多
数
で
裁
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
E
G
V
五
二
条
(
旧
六
三
条
二
項
)
)
。
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④
共
同
交
通
政
策
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
は
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、

-430-

と
く
に
通
過
交
通
を
含
め
た
国
際
交
通
、
貨
物
輸
送
の
許
可
、
交
通
安
全
の
改
善
策
の
た
め
に
、
目
的
達
成
に
役
立
つ
規
則
を
発
令
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
交
通
規
則
の
基
本
原
則
は
、
経
済
発
展
効
果
を
め
ざ
し
て
、
評
議
会
が
、
委
員
会
の
提
案
を
欧
州
委
員
会
お
よ
び

経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
全
会
一
致
で
裁
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
E
G
V
七
一
条
(
旧
七
五
条
)
)
。

共
同
交
通
政
策
の
構
築
は
、
政
治
的
な
理
由
か
ら
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
各
種
の
調
和
の
た
め
の

具
体
策
(
布
告
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
裁
決
)
が
、
陸
上
貨
物
輸
送
な
ら
び
に
遠
洋
航
海
、
航
路
の
自
由
化
の
た
め
に
講
じ
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
実
際
に
は
、
統
一
的
な
交
通
市
場
の
突
破
口
は
、

い
ま
だ
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

⑤
E
E
A
に
よ
り
書
き
加
え
ら
れ
た

E
G
V
二
ニ
八
条
(
旧
一
一
八
条

a)
は
、
労
働
環
境
と
安
全
保
障
そ
し
て
労
働
者
の
健
康
保

護
の
改
善
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
形
式
で
、
最
低
基
準
と
な
る
規
定
を
発
令
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
こ



れ
は
、
評
議
会
に
よ
り
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
で
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
に
は
、
個
々
の
加
盟
国
内
で
生
じ
る
制
限
と
技
術
的
調
整
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
中
小
企
業
経
営
を
保
護
す
る
責
任
を
負

う
べ
き
で
あ
る
。
発
令
さ
れ
る
共
同
体
規
則
は
、
加
盟
国
が
労
働
条
件
の
保
護
を
強
化
す
る
た
め
の
具
体
策
を
保
持
し
、
か
つ
そ
の
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
（
E
G
V
一
三
八
条
（
旧
一
一
八
条
a
三
項
）
）
こ
と
を
阻
む
も
の
で
は
な
い
。
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⑥
消
費
者
保
護
の
目
的
は
、
国
内
市
場
の
実
現
の
範
囲
内
で
も
（
E
G
V
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
条
a
）
）
、
健
康
の
保
護
、
安
全
保

障
、
経
済
的
利
益
お
よ
び
消
費
者
へ
の
適
切
な
情
報
の
保
障
（
E
G
V
一
五
三
条
（
旧
二
一
九
条
a
）
）
の
た
め
に
固
有
の
活
動
形
式

に
よ
っ
て
も
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
上
の
根
拠
と
し
て
の
二
重
構
造
は
、
消
費
者
保
護
政
策
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
機
能

（
O
ま
お
魯
巳
菖
玖
琶
寄
δ
昌
）
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
固
有
の
活
動
は
、
評
議
会
が
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手

続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
議
決
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
加
盟
国
が
厳
格
な
保
護
策
を
保
持
す
る
た
め
の
最

低
基
準
、
す
な
わ
ち
そ
の
措
置
を
講
ず
る
（
E
G
V
一
五
二
条
（
旧
一
二
九
条
三
項
）
）
た
め
の
最
低
基
準
だ
け
を
定
め
て
い
る
。

⑦
環
境
保
護
の
領
域
に
お
け
る
法
の
統
合
化
策
は
、
評
議
会
が
、
E
G
V
二
五
二
条
（
旧
一
八
九
条
c
）
に
依
拠
す
る
欧
州
委
員
会

と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
あ
る
い
は
E
G
V
二
五
一
条
（
旧
一
八
九
条
b
）
に
依
拠
す
る
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
に
あ

る
規
則
の
対
象
に
応
じ
て
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
さ
れ
て
い
る
。
税
法
上
の
規
則
、
国
土
計
画
や
土
地
利
用
に
つ

い
て
の
具
体
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
構
造
と
い
っ
た
、
と
く
に
微
妙
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
が
委
員
会
の
提
案
を
受
け

て
、
欧
州
委
員
会
と
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
全
会
一
致
で
議
決
し
て
い
る
（
E
G
V
一
七
五
条
（
旧
一
三
〇
条
s
）
）
。
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れ
は
、
評
議
会
に
よ
り
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
で
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
に
は
、
個
々
の
加
盟
国
内
で
生
じ
る
制
限
と
技
術
的
調
整
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
中
小
企
業
経
営
を
保
護
す
る
責
任
を
負

う
べ
き
で
あ
る
。
発
令
さ
れ
る
共
同
体
規
則
は
、
加
盟
国
が
労
働
条
件
の
保
護
を
強
化
す
る
た
め
の
具
体
策
を
保
持
し
、

か
つ
そ
の
た

め
の
措
置
を
講
ず
る

(
E
G
V
一
三
八
条
(
旧
一
一
八
条

a
三
項
)
)
こ
と
を
阻
む
も
の
で
は
な
い
。

⑥
消
費
者
保
護
の
目
的
は
、
国
内
市
場
の
実
現
の
範
囲
内
で
も

(
E
G
V
九
五
条
(
旧
一

O
O条
a))
、
健
康
の
保
護
、
安
全
保

障
、
経
済
的
利
益
お
よ
び
消
費
者
へ
の
適
切
な
情
報
の
保
障

(
E
G
V
一
五
三
条
(
旧
一
二
九
条

a))
の
た
め
に
固
有
の
活
動
形
式

に
よ
っ
て
も
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
上
の
根
拠
と
し
て
の
こ
重
構
造
は
、
消
費
者
保
護
政
策
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
機
能
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(心

5
5の
甘
口
目
立
民

S
E
Zロ
)
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
固
有
の
活
動
は
、
評
議
会
が
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手

欧州連合における法統合の方法論

続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
議
決
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
加
盟
国
が
厳
格
な
保
護
策
を
保
持
す
る
た
め
の
最

低
基
準
、
す
な
わ
ち
そ
の
措
置
を
講
ず
る

(
E
G
V
一
五
二
条
(
旧
一
二
九
条
三
項
)
)
た
め
の
最
低
基
準
だ
け
を
定
め
て
い
る
。

⑦
環
境
保
護
の
領
域
に
お
け
る
法
の
統
合
化
策
は
、
評
議
会
が
、

E
G
V
二
五
二
条
(
旧
一
八
九
条

c)
に
依
拠
す
る
欧
州
委
員
会

と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
あ
る
い
は
E
G
V
二
五
一
条
(
旧
一
八
九
条
b
)
に
依
拠
す
る
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
に
あ

る
規
則
の
対
象
に
応
じ
て
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
さ
れ
て
い
る
。
税
法
上
の
規
則
、
国
土
計
画
や
土
地
利
用
に
つ
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い
て
の
具
体
策
、

と
く
に
微
妙
な
テ
1
マ
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
が
委
員
会
の
提
案
を
受
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
構
造
と
い
っ
た
、

て
、
欧
州
委
員
会
と
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
全
会
一
致
で
議
決
し
て
い
る

(
E
G
V
一
七
五
条
(
旧
一
三

O
条
S
)
)
。

れ
は
、
評
議
会
に
よ
り
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
で
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
に
は
、
個
々
の
加
盟
国
内
で
生
じ
る
制
限
と
技
術
的
調
整
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
中
小
企
業
経
営
を
保
護
す
る
責
任
を
負

う
べ
き
で
あ
る
。
発
令
さ
れ
る
共
同
体
規
則
は
、
加
盟
国
が
労
働
条
件
の
保
護
を
強
化
す
る
た
め
の
具
体
策
を
保
持
し
、

か
つ
そ
の
た

め
の
措
置
を
講
ず
る

(
E
G
V
一
三
八
条
(
旧
一
一
八
条

a
三
項
)
)
こ
と
を
阻
む
も
の
で
は
な
い
。

⑥
消
費
者
保
護
の
目
的
は
、
国
内
市
場
の
実
現
の
範
囲
内
で
も

(
E
G
V
九
五
条
(
旧
一

O
O条
a))
、
健
康
の
保
護
、
安
全
保

障
、
経
済
的
利
益
お
よ
び
消
費
者
へ
の
適
切
な
情
報
の
保
障

(
E
G
V
一
五
三
条
(
旧
一
二
九
条

a))
の
た
め
に
固
有
の
活
動
形
式

に
よ
っ
て
も
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
上
の
根
拠
と
し
て
の
こ
重
構
造
は
、
消
費
者
保
護
政
策
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
機
能

-431-

(心

5
5の
甘
口
目
立
民

S
E
Zロ
)
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
固
有
の
活
動
は
、
評
議
会
が
、
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手

欧州連合における法統合の方法論

続
」
で
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
議
決
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
加
盟
国
が
厳
格
な
保
護
策
を
保
持
す
る
た
め
の
最

低
基
準
、
す
な
わ
ち
そ
の
措
置
を
講
ず
る

(
E
G
V
一
五
二
条
(
旧
一
二
九
条
三
項
)
)
た
め
の
最
低
基
準
だ
け
を
定
め
て
い
る
。

⑦
環
境
保
護
の
領
域
に
お
け
る
法
の
統
合
化
策
は
、
評
議
会
が
、

E
G
V
二
五
二
条
(
旧
一
八
九
条

c)
に
依
拠
す
る
欧
州
委
員
会

と
の
「
共
同
作
業
手
続
」
あ
る
い
は
E
G
V
二
五
一
条
(
旧
一
八
九
条
b
)
に
依
拠
す
る
欧
州
委
員
会
と
の
「
共
同
裁
定
手
続
」
に
あ

る
規
則
の
対
象
に
応
じ
て
、
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
発
令
さ
れ
て
い
る
。
税
法
上
の
規
則
、
国
土
計
画
や
土
地
利
用
に
つ

431 

い
て
の
具
体
策
、

と
く
に
微
妙
な
テ
1
マ
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
が
委
員
会
の
提
案
を
受
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
構
造
と
い
っ
た
、

て
、
欧
州
委
員
会
と
経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
全
会
一
致
で
議
決
し
て
い
る

(
E
G
V
一
七
五
条
(
旧
一
三

O
条
S
)
)
。
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共
同
体
の
環
境
政
策
は
、
よ
り
高
度
の
保
護
基
準
を
目
標
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
関
連
の
保
護
策
は
、
加
盟
国
を
一
方
的

に
超
え
る
こ
と
の
で
き
る
（
E
G
V
一
七
六
条
（
旧
一
三
〇
条
t
）
）
最
低
限
を
示
し
た
規
定
だ
け
を
表
現
し
て
い
る
。

　
消
費
者
保
護
政
策
と
同
様
に
、
環
境
政
策
も
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
環
境
保
護
の
要
請
も
、
そ
の
他
の
共

同
体
政
策
実
施
の
際
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
旧
E
G
V
一
三
条
r
、
現
行
規
定
で
は
廃
止
）
。
こ
れ
は
、
そ
れ
が
該
当
す

る
企
業
の
競
争
状
態
を
結
果
と
し
て
生
み
出
す
場
合
に
は
、
国
二
〇
＝
判
決
に
よ
れ
ば
、
環
境
保
護
に
役
立
つ
生
産
的
な
規
則
だ
け
で

は
な
く
、
隣
接
す
る
諸
規
則
（
E
G
V
一
七
五
条
（
旧
二
二
〇
条
s
）
で
は
な
く
E
G
V
一
〇
〇
条
s
（
国
内
市
場
の
完
成
）
を
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
E
G
V
一
七
五
条
（
旧
一
三
〇
条
s
）
が
現
実
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
競

争
に
中
立
の
立
場
を
と
っ
た
純
粋
な
環
境
保
護
策
（
た
と
え
ば
自
然
環
境
の
維
持
と
保
護
、
天
然
資
源
の
効
率
的
な
利
用
）
に
限
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
⑧
共
通
の
商
事
政
策
（
E
G
V
＝
三
－
一
三
五
条
（
旧
二
〇
1
一
一
五
条
）
）
と
い
う
限
定
的
範
囲
に
お
い
て
も
法
の
統
合
化

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
輸
出
補
助
の
基
準
統
一
、
税
率
の
取
り
決
め
、
関
税
協
定
お
よ
び
通
商
協
定
の
締
結
、
第

三
国
に
対
す
る
自
由
化
の
た
め
の
具
体
策
の
基
準
統
一
、
輸
出
政
策
お
よ
び
通
商
政
策
上
の
保
護
策
（
た
と
え
ば
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
規

則
お
よ
び
補
助
金
規
制
規
則
）
と
い
っ
た
国
家
の
対
外
経
済
に
関
す
る
権
限
を
徐
々
に
排
除
す
る
統
一
的
な
原
則
と
し
て
作
ら
れ
る
。

通
商
政
策
上
の
権
限
を
行
使
す
る
際
、
評
議
会
は
、
特
別
多
数
の
賛
成
で
、
委
員
会
の
提
案
を
裁
決
し
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
な
い
し

経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
E
G
V
二
三
二
条
（
旧
一
一
三
条
）
）
。

一432一
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共
同
体
の
環
境
政
策
は
、
よ
り
高
度
の
保
護
基
準
を
目
標
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
関
連
の
保
護
策
は
、
加
盟
国
を
一
方
的

に
超
え
る
こ
と
の
で
き
る

(
E
G
V
一
七
六
条
(
旧
二
ニ

O
条
t
)
)
最
低
限
を
示
し
た
規
定
だ
け
を
表
現
し
て
い
る
。
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消
費
者
保
護
政
策
と
同
様
に
、
環
境
政
策
も
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
環
境
保
護
の
要
請
も
、
そ
の
他
の
共

同
体
政
策
実
施
の
際
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
旧
E
G
V
一
三
条

r
、
現
行
規
定
で
は
廃
止
)
。
こ
れ
は
、

そ
れ
が
該
当
す

る
企
業
の
競
争
状
態
を
結
果
と
し
て
生
み
出
す
場
合
に
は
、
開
己
の
出
判
決
に
よ
れ
ば
、
環
境
保
護
に
役
立
つ
生
産
的
な
規
則
だ
け
で

(
園
内
市
場
の
完
成
)
を
支
持

は
な
く
、
隣
接
す
る
諸
規
則

(
E
G
V
一
七
五
条
(
旧
一
三

O
条
S
)

で
は
な
く
E
G
V
一
O
O条
s

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
必
o

し
た
が
っ
て
、

E
G
V
一
七
五
条
(
旧
一
三

O
条
S
)

が
現
実
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
の
は
、
競
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争
に
中
立
の
立
場
を
と
っ
た
純
粋
な
環
境
保
護
策
(
た
と
え
ば
自
然
環
境
の
維
持
と
保
護
、
天
然
資
源
の
効
率
的
な
利
用
)

に
限
ら
れ

-432ー

る
の
で
あ
る
。

⑧
共
通
の
商
事
政
策

(
E
G
V
二
ニ
一
ー
一
三
五
条
(
旧
一
一

O
l
一
一
五
条
)
)

と
い
う
限
定
的
範
囲
に
お
い
て
も
法
の
統
合
化

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

と
く
に
輸
出
補
助
の
基
準
統
一
、
税
率
の
取
り
決
め
、
関
税
協
定
お
よ
び
通
商
協
定
の
締
結
、
第

三
国
に
対
す
る
自
由
化
の
た
め
の
具
体
策
の
基
準
統
一
、
輸
出
政
策
お
よ
び
通
商
政
策
上
の
保
護
策
(
た
と
え
ば
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
規

則
お
よ
び
補
助
金
規
制
規
則
)
と
い
っ
た
国
家
の
対
外
経
済
に
関
す
る
権
限
を
徐
々
に
排
除
す
る
統
一
的
な
原
則
と
し
て
作
ら
れ
る
。

通
商
政
策
上
の
権
限
を
行
使
す
る
際
、
評
議
会
は
、
特
別
多
数
の
賛
成
で
、
委
員
会
の
提
案
を
裁
決
し
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
な
い
し

経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

(
E
G
V
二
ニ
三
条
(
旧
一
一
三
条
)
)
。

432 

共
同
体
の
環
境
政
策
は
、
よ
り
高
度
の
保
護
基
準
を
目
標
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
関
連
の
保
護
策
は
、
加
盟
国
を
一
方
的

に
超
え
る
こ
と
の
で
き
る

(
E
G
V
一
七
六
条
(
旧
二
ニ

O
条
t
)
)
最
低
限
を
示
し
た
規
定
だ
け
を
表
現
し
て
い
る
。

49 (山梨学院大学〕

消
費
者
保
護
政
策
と
同
様
に
、
環
境
政
策
も
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
環
境
保
護
の
要
請
も
、
そ
の
他
の
共

同
体
政
策
実
施
の
際
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
旧
E
G
V
一
三
条

r
、
現
行
規
定
で
は
廃
止
)
。
こ
れ
は
、

そ
れ
が
該
当
す

る
企
業
の
競
争
状
態
を
結
果
と
し
て
生
み
出
す
場
合
に
は
、
開
己
の
出
判
決
に
よ
れ
ば
、
環
境
保
護
に
役
立
つ
生
産
的
な
規
則
だ
け
で

(
園
内
市
場
の
完
成
)
を
支
持

は
な
く
、
隣
接
す
る
諸
規
則

(
E
G
V
一
七
五
条
(
旧
一
三

O
条
S
)

で
は
な
く
E
G
V
一
O
O条
s

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
必
o

し
た
が
っ
て
、

E
G
V
一
七
五
条
(
旧
一
三

O
条
S
)

が
現
実
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
の
は
、
競
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争
に
中
立
の
立
場
を
と
っ
た
純
粋
な
環
境
保
護
策
(
た
と
え
ば
自
然
環
境
の
維
持
と
保
護
、
天
然
資
源
の
効
率
的
な
利
用
)

に
限
ら
れ

-432ー

る
の
で
あ
る
。

⑧
共
通
の
商
事
政
策

(
E
G
V
二
ニ
一
ー
一
三
五
条
(
旧
一
一

O
l
一
一
五
条
)
)

と
い
う
限
定
的
範
囲
に
お
い
て
も
法
の
統
合
化

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

と
く
に
輸
出
補
助
の
基
準
統
一
、
税
率
の
取
り
決
め
、
関
税
協
定
お
よ
び
通
商
協
定
の
締
結
、
第

三
国
に
対
す
る
自
由
化
の
た
め
の
具
体
策
の
基
準
統
一
、
輸
出
政
策
お
よ
び
通
商
政
策
上
の
保
護
策
(
た
と
え
ば
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
規

則
お
よ
び
補
助
金
規
制
規
則
)
と
い
っ
た
国
家
の
対
外
経
済
に
関
す
る
権
限
を
徐
々
に
排
除
す
る
統
一
的
な
原
則
と
し
て
作
ら
れ
る
。

通
商
政
策
上
の
権
限
を
行
使
す
る
際
、
評
議
会
は
、
特
別
多
数
の
賛
成
で
、
委
員
会
の
提
案
を
裁
決
し
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
な
い
し

経
済
・
社
会
委
員
会
の
聴
聞
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

(
E
G
V
二
ニ
三
条
(
旧
一
一
三
条
)
)
。



　
5
　
一
定
の
共
同
政
策
領
域
（
文
化
政
策
（
E
G
V
一
五
一
条
（
旧
一
二
八
条
）
）
、
保
険
政
策
（
E
G
V
一
五
二
条
（
旧
一
二
九

条
）
）
に
関
し
て
、
法
統
合
の
た
め
の
具
体
策
は
、
明
ら
か
に
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
で
は
、

何
ら
義
務
の
伴
わ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
振
興
策
だ
け
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

433　欧州連合における法統合の方法論

　
①
E
U
加
盟
国
に
お
け
る
社
会
的
安
全
保
障
制
度
に
関
し
て
は
、
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
調
整
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
統
一
的
な
社
会

保
険
制
度
の
融
合
は
ま
っ
た
く
予
定
さ
れ
て
い
な
い
（
E
G
V
四
二
条
（
旧
五
一
条
）
）
。
一
部
の
加
盟
国
の
規
則
は
、
社
会
保
険
制
度

に
算
入
可
能
な
失
業
期
間
お
よ
び
保
険
金
給
付
の
額
に
つ
い
て
依
然
と
し
て
国
内
に
措
い
て
い
る
が
、
他
の
加
盟
国
で
は
適
用
で
き
る

保
険
期
間
を
算
入
す
べ
き
と
し
て
い
る
（
つ
ま
り
、
保
険
期
間
が
合
算
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
“
合
計
さ
れ
て
、
給
付
金
の
算
出

の
た
め
に
個
々
の
国
内
の
保
険
担
当
機
関
は
、
さ
ら
に
査
定
す
る
か
ら
で
あ
る
）
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
協
力
義
務
と
相
互
共
助
義
務
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

所
轄
の
官
公
庁
に
属
す
る
。

　
②
国
籍
法
、
租
税
法
、
企
業
法
お
よ
び
国
際
私
法
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
予
想
さ
れ
た
政
治
的
、
法
技
術
的
困

難
か
ら
、
E
U
加
盟
国
問
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
側
面
的
な
」
国
際
法
上
の
同
意
が
個
別
相
互
間
で
予
定
さ
れ
て
い
る
（
E
G
V
二

九
三
条
（
旧
二
二
〇
条
）
。
た
と
え
ば
一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
の
欧
州
裁
判
籍
協
定
お
よ
び
執
行
協
定
。
一
九
八
○
年
六
月
一
九
日

の
債
務
協
定
）
。
こ
れ
ら
は
、
本
質
的
な
意
昧
で
は
、
共
同
体
法
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
規
則
の
対
象
は
、
狭
い
意

味
で
事
実
上
、
共
同
体
の
活
動
と
関
係
が
あ
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
対
象
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
以
前
か
ら
概
観
し
に
く
い
領

域
に
あ
り
、
二
国
間
協
定
お
よ
び
多
国
間
協
定
を
き
ち
ん
と
整
え
て
い
る
（
た
と
え
ば
裁
判
所
の
判
決
の
承
認
と
執
行
で
あ
る
）
。
一

一433一
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一
定
の
共
同
政
策
領
域
(
文
化
政
策

(
E
G
V
一
五
一
条
(
旧
一
二
八
条
)
)
、
保
険
政
策

(
E
G
V
一
五
二
条
(
旧
一
二
九

条
)
)
に
関
し
て
、
法
統
合
の
た
め
の
具
体
策
は
、
明
ら
か
に
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
で
は
、

何
ら
義
務
の
伴
わ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
振
興
策
だ
け
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
E
U
加
盟
国
に
お
け
る
社
会
的
安
全
保
障
制
度
に
関
し
て
は
、
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
調
整
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
統
一
的
な
社
会

保
険
制
度
の
融
合
は
ま
っ
た
く
予
定
さ
れ
て
い
な
い

(
E
G
V
四
二
条
(
旧
五
一
条
)
)
。

一
部
の
加
盟
国
の
規
則
は
、
社
会
保
険
制
度

に
算
入
可
能
な
失
業
期
間
お
よ
び
保
険
金
給
付
の
額
に
つ
い
て
依
然
と
し
て
国
内
に
措
い
て
い
る
が
、
他
の
加
盟
国
で
は
適
用
で
き
る

保
険
期
間
を
算
入
す
べ
き
と
し
て
い
る

(
つ
ま
り
、
保
険
期
聞
が
合
算
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
H
合
計
さ
れ
て
、
給
付
金
の
算
出
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の
た
め
に
個
々
の
国
内
の
保
険
担
当
機
関
は
、

所
轄
の
官
公
庁
に
属
す
る
。

さ
ら
に
査
定
す
る
か
ら
で
あ
る
)
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
協
力
義
務
と
相
互
共
助
義
務
は
、

②
国
籍
法
、
租
税
法
、
企
業
法
お
よ
び
国
際
私
法
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
予
想
さ
れ
た
政
治
的
、
法
技
術
的
困

難
か
ら
、

E
U
加
盟
国
聞
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
側
面
的
な
」
国
際
法
上
の
同
意
が
個
別
相
互
間
で
予
定
さ
れ
て
い
る

(
E
G
V
二

九
三
条
(
旧
二
二

O
条
)
。
た
と
え
ば
一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
の
欧
州
裁
判
籍
協
定
お
よ
び
執
行
協
定
。

一
九
八

O
年
六
月
一
九
日

の
債
務
協
定
)
。
こ
れ
ら
は
、
本
質
的
な
意
味
で
は
、
共
同
体
法
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

そ
れ
ら
の
規
則
の
対
象
は
、
狭
い
意

433 

味
で
事
実
上
、
共
同
体
の
活
動
と
関
係
が
あ
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
対
象
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
以
前
か
ら
概
観
し
に
く
い
領

域
に
あ
り
、
二
国
間
協
定
お
よ
び
多
国
間
協
定
を
き
ち
ん
と
整
え
て
い
る
(
た
と
え
ば
裁
判
所
の
判
決
の
承
認
と
執
行
で
あ
る
)
。
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さ
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般
的
な
見
解
に
よ
れ
ば
、
E
G
V
二
九
三
条
（
旧
二
二
〇
条
）
は
、
「
純
粋
な
」
共
同
体
法
に
よ
る
調
和
策
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
側
面
的
な
協
定
だ
け
が
考
慮
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
ま
だ
共
同
体
は
動
い
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
共
同
体
法
の
領
域
に
お
け
る
統
合
計
画
は
先
走
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
③
E
G
／
E
U
加
盟
国
は
、
大
部
分
は
一
九
七
〇
年
代
で
あ
る
が
ー
そ
れ
自
体
と
し
て
は
適
法
な
共
同
体
規
則
の
代
わ
り
に
、
国

際
法
上
の
協
定
を
、
法
統
合
の
課
題
と
し
て
選
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
一
九
八
九
年
の
協
定
変
更
に
よ
っ
て
失
効

し
て
い
る
一
九
五
七
年
の
共
同
体
特
許
に
関
す
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
協
定
）
。

四
　
法
統
合
の
具
体
的
方
法

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
E
G
の
法
統
合
化
の
全
貌
は
、
E
G
V
二
四
九
条
（
旧
一
八
九
条
）
で
類
型
化
す
る
こ
と
が
で

き
、
し
か
も
非
定
型
的
法
的
文
書
の
形
式
を
包
摂
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
今
日
ま
で
、
お
よ
そ
一
〇
万
件
に
わ
た
る
E
G

の
法
的
文
書
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
約
二
五
〇
〇
件
の
指
令
と
一
二
〇
〇
件
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
効
力
を
生
じ
て

い
る
。

　
実
務
上
は
、
指
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
勧
告
お
よ
び
意
見
表
明
は
、
法
の
統
合
化
の
た
め
に
最
も
意
味
が
あ
る
。
こ
の
点
に
限
定
し

て
詳
述
し
た
い
。

一434一
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る
。
共
同
体
法
の
領
域
に
お
け
る
統
合
計
画
は
先
走
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
E
G
/
E
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は
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九
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で
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が
|
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そ
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は
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国

際
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緑
書
、
白
書
、
「
基
本
」
計
画
、
「
活
動
」
計
画
な
ど
は
、
ま
っ
た
く
規
範
的
文
書
で
は
な
く
、
ま
ず
第
一
に
政
治
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
共
同
体
の
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
の
た
め
発
令
す
る
共
同
体
の
機
関
の
目
的
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
、
法
律
上
拘
束
力
の
な
い
目
的
達
成
の
た
め
の
基
準
を
収
め
る
だ
け
で
あ
る
。

435欧州連合における法統合の方法論

　
（
1
）
　
指
令

　
「
指
令
は
、
一
般
的
な
効
果
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、

ぶ
」
（
E
G
V
二
四
九
条
（
旧
一
八
九
条
二
文
）
）
。

そ
の
全
部
に
拘
束
力
が
あ
り
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
直
接
に
そ
の
効
力
が
及

　
指
令
は
、
一
般
的
効
果
の
あ
る
拘
束
的
な
規
範
的
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
客
観
的
な
一
定
の
事
実
関
係
に
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
抽
象
的
な
見
解
に
対
す
る
効
力
、
す
な
わ
ち
発
令
の
時
点
ま
で
に
不
明
確
な
効
力
を
人
的
範
囲
に
ま
で
広
げ
る
抽
象
的
な
規
則
を

　
　
　
　
パ
み
レ

含
ん
で
い
る
。

　
指
令
は
、
直
接
的
な
、
つ
ま
り
国
内
法
を
書
き
換
え
る
こ
と
な
し
に
、
か
つ
、
ど
の
加
盟
国
に
も
統
一
的
に
効
力
を
及
ぽ
す
中
心
的

な
共
同
体
の
単
位
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
加
盟
諸
国
の
司
法
秩
序
に
と
っ
て
不
可
欠
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
妨
げ
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お
レ

る
国
内
法
を
自
動
的
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
国
法
（
ぎ
8
馨
窪
勾
9
窪
）
の
規
定
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
個
々
の
指
令
を

援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一435一
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、
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、
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、
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ど
は
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「
指
令
は
、

一
般
的
な
効
果
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
全
部
に
拘
束
力
が
あ
り
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
直
接
に
そ
の
効
力
が
及

ぶ」

(
E
G
V
二
四
九
条
(
旧
一
八
九
条
二
文
)
)
。

指
令
は
、
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一
般
的
効
果
の
あ
る
拘
束
的
な
規
範
的
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
客
観
的
な
一
定
の
事
実
関
係
に
適
用
す
る
こ
と
が
で

欧州連合におげる法統合の方法論

き
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抽
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に
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る
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、
す
な
わ
ち
発
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の
時
点
ま
で
に
不
明
確
な
効
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を
人
的
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囲
に
ま
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で
い
る
。

指
令
は
、
直
接
的
な
、

つ
ま
り
国
内
法
を
書
き
換
え
る
こ
と
な
し
に
、
か
っ
、
ど
の
加
盟
国
に
も
統
一
的
に
効
力
を
及
ぼ
す
中
心
的

な
共
同
体
の
単
位
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
加
盟
諸
国
の
司
法
秩
序
に
と
っ
て
不
可
欠
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
妨
げ
に
な

る
国
内
法
を
自
動
的
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
(
的
。
内
国
法

(
E
2
5
D
H
N
R
Z
)
の
規
定
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
個
々
の
指
令
を

435 

援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

緑
書
、
白
書
、
「
基
本
」
計
画
、
「
活
動
」
計
画
な
ど
は
、
ま
っ
た
く
規
範
的
文
書
で
は
な
く
、
ま
ず
第
一
に
政
治
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
共
同
体
の
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
の
た
め
発
令
す
る
共
同
体
の
機
関
の
目
的
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
、
法
律
上
拘
束
力
の
な
い
目
的
達
成
の
た
め
の
基
準
を
収
め
る
だ
け
で
あ
る
。

(
1
)
 
t旨
メ弘、
-p 

「
指
令
は
、

一
般
的
な
効
果
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
全
部
に
拘
束
力
が
あ
り
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
直
接
に
そ
の
効
力
が
及

ぶ」

(
E
G
V
二
四
九
条
(
旧
一
八
九
条
二
文
)
)
。

指
令
は
、
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一
般
的
効
果
の
あ
る
拘
束
的
な
規
範
的
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
客
観
的
な
一
定
の
事
実
関
係
に
適
用
す
る
こ
と
が
で

欧州連合におげる法統合の方法論

き
、
抽
象
的
な
見
解
に
対
す
る
効
力
、
す
な
わ
ち
発
令
の
時
点
ま
で
に
不
明
確
な
効
力
を
人
的
範
囲
に
ま
で
広
げ
る
抽
象
的
な
規
則
を

含
ん
で
い
る
。

指
令
は
、
直
接
的
な
、

つ
ま
り
国
内
法
を
書
き
換
え
る
こ
と
な
し
に
、
か
っ
、
ど
の
加
盟
国
に
も
統
一
的
に
効
力
を
及
ぼ
す
中
心
的

な
共
同
体
の
単
位
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
加
盟
諸
国
の
司
法
秩
序
に
と
っ
て
不
可
欠
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
妨
げ
に
な

る
国
内
法
を
自
動
的
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
(
的
。
内
国
法

(
E
2
5
D
H
N
R
Z
)
の
規
定
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
個
々
の
指
令
を

435 

援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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指
令
は
、
共
同
体
機
関
に
指
示
す
る
た
め
に
生
じ
る
法
の
統
合
化
の
中
心
と
な
る
も
の
の
う
ち
で
、
最
も
高
い
理
想
か
ら
な
る
規
則

の
厳
し
さ
の
た
め
に
、
と
く
に
必
要
な
共
同
体
政
策
の
実
施
（
た
と
え
ば
、
共
通
の
関
税
率
、
共
通
の
農
業
政
策
、
共
通
の
交
通
政

策
、
共
通
の
企
業
間
競
争
、
と
く
に
グ
ル
ー
プ
事
業
お
よ
び
企
業
合
併
の
統
制
）
に
適
し
て
い
る
し
、
共
同
体
全
体
の
法
制
度
お
よ
び

組
織
作
り
の
創
設
に
も
適
す
る
（
た
と
え
ば
、
行
政
管
理
の
実
施
の
た
め
の
市
場
局
創
設
に
よ
る
共
同
市
場
）
、
完
全
か
つ
徹
底
し
た

具
体
策
で
あ
る
。

　
指
令
は
、
わ
ず
か
な
例
外
は
別
に
し
て
、
そ
れ
自
体
加
盟
国
に
内
容
的
な
追
加
の
実
行
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
機
能
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
後
者
は
、
一
般
的
に
は
実
体
権
の
行
政
管
理
執
行
に
専
念
し
て
い
る
。
指
令
の
直
接
的
効
果
は
、
そ
れ
に
よ
り
付
与
さ
れ
た

主
観
的
権
利
の
行
使
を
、
そ
れ
が
、
こ
と
に
よ
る
と
指
令
自
体
に
基
づ
く
も
の
と
は
別
の
必
要
な
実
施
規
定
を
発
令
す
る
こ
と
に
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
み
レ

す
る
こ
と
で
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
包
含
し
て
い
る
。
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E
G
の
官
報
に
指
令
条
項
を
公
表
す
る
こ
と
が
、
本
質
的
な
こ
と
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
法
的
文
書

（
閑
9
辟
鐙
葬
）
の
施
行
の
た
め
の
要
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
指
令
は
、
そ
れ
自
体
が
と
く
に
規
定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
公
表
の
二
〇

日
後
に
効
力
を
生
ず
る
（
E
G
V
二
五
四
条
（
旧
一
九
一
条
）
）
。

（
2
）
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
そ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
諸
国
に
対
し
て
、

成
し
遂
げ
る
べ
き
拘
束
力
あ
る
目
的
に
関
し
て
、
形
式
と
方
法
の

436 

指
令
は
、
共
同
体
機
関
に
指
示
す
る
た
め
に
生
じ
る
法
の
統
合
化
の
中
心
と
な
る
も
の
の
う
ち
で
、
最
も
高
い
理
想
か
ら
な
る
規
則

の
厳
し
さ
の
た
め
に
、

と
く
に
必
要
な
共
同
体
政
策
の
実
施
(
た
と
え
ば
、
共
通
の
関
税
率
、
共
通
の
農
業
政
策
、
共
通
の
交
通
政
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と
く
に
グ
ル
ー
プ
事
業
お
よ
び
企
業
合
併
の
統
制
)

に
適
し
て
い
る
し
、
共
同
体
全
体
の
法
制
度
お
よ
び

策
、
共
通
の
企
業
間
競
争
、

組
織
作
り
の
創
設
に
も
適
す
る

(
た
と
え
ば
、
行
政
管
理
の
実
施
の
た
め
の
市
場
局
創
設
に
よ
る
共
同
市
場
)
、
完
全
か
つ
徹
底
し
た

具
体
策
で
あ
る
。

法学論集

指
令
は
、
わ
ず
か
な
例
外
は
別
に
し
て
、
そ
れ
自
体
加
盟
国
に
内
容
的
な
追
加
の
実
行
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
機
能
す
る
。
し
か
し

一
般
的
に
は
実
体
権
の
行
政
管
理
執
行
に
専
念
し
て
い
る
。
指
令
の
直
接
的
効
果
は
、

そ
れ
に
よ
り
付
与
さ
れ
た

な
が
ら
、
後
者
は
、
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そ
れ
が
、
こ
と
に
よ
る
と
指
令
自
体
に
基
づ
く
も
の
と
は
別
の
必
要
な
実
施
規
定
を
発
令
す
る
こ
と
に
依
存

す
る
こ
と
で
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
包
含
し
て
い
る
。

主
観
的
権
利
の
行
使
を
、

E
G
の
官
報
に
指
令
条
項
を
公
表
す
る
こ
と
が
、
本
質
的
な
こ
と
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
法
的
文
書

(
同
仰
の
の
『
叶

ωω
宵

片

)

の
施
行
の
た
め
の
要
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
指
令
は
、
そ
れ
自
体
が
と
く
に
規
定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
公
表
の
ニ

O

日
後
に
効
力
を
生
ず
る

(
E
G
V
二
五
四
条
(
旧
一
九
一
条
)
)
。

(
2
)
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

そ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
諸
国
に
対
し
て
、
成
し
遂
げ
る
べ
き
拘
束
力
あ
る
目
的
に
関
し
て
、
形
式
と
方
法
の

436 

指
令
は
、
共
同
体
機
関
に
指
示
す
る
た
め
に
生
じ
る
法
の
統
合
化
の
中
心
と
な
る
も
の
の
う
ち
で
、
最
も
高
い
理
想
か
ら
な
る
規
則

の
厳
し
さ
の
た
め
に
、

と
く
に
必
要
な
共
同
体
政
策
の
実
施
(
た
と
え
ば
、
共
通
の
関
税
率
、
共
通
の
農
業
政
策
、
共
通
の
交
通
政

49 (山梨学院大学〕

と
く
に
グ
ル
ー
プ
事
業
お
よ
び
企
業
合
併
の
統
制
)

に
適
し
て
い
る
し
、
共
同
体
全
体
の
法
制
度
お
よ
び

策
、
共
通
の
企
業
間
競
争
、

組
織
作
り
の
創
設
に
も
適
す
る

(
た
と
え
ば
、
行
政
管
理
の
実
施
の
た
め
の
市
場
局
創
設
に
よ
る
共
同
市
場
)
、
完
全
か
つ
徹
底
し
た

具
体
策
で
あ
る
。
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指
令
は
、
わ
ず
か
な
例
外
は
別
に
し
て
、
そ
れ
自
体
加
盟
国
に
内
容
的
な
追
加
の
実
行
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
機
能
す
る
。
し
か
し

一
般
的
に
は
実
体
権
の
行
政
管
理
執
行
に
専
念
し
て
い
る
。
指
令
の
直
接
的
効
果
は
、

そ
れ
に
よ
り
付
与
さ
れ
た

な
が
ら
、
後
者
は
、
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そ
れ
が
、
こ
と
に
よ
る
と
指
令
自
体
に
基
づ
く
も
の
と
は
別
の
必
要
な
実
施
規
定
を
発
令
す
る
こ
と
に
依
存

す
る
こ
と
で
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
包
含
し
て
い
る
。

主
観
的
権
利
の
行
使
を
、

E
G
の
官
報
に
指
令
条
項
を
公
表
す
る
こ
と
が
、
本
質
的
な
こ
と
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
法
的
文
書

(
同
仰
の
の
『
叶

ωω
宵

片

)

の
施
行
の
た
め
の
要
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
指
令
は
、
そ
れ
自
体
が
と
く
に
規
定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
公
表
の
ニ

O

日
後
に
効
力
を
生
ず
る

(
E
G
V
二
五
四
条
(
旧
一
九
一
条
)
)
。

(
2
)
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

そ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
諸
国
に
対
し
て
、
成
し
遂
げ
る
べ
き
拘
束
力
あ
る
目
的
に
関
し
て
、
形
式
と
方
法
の



選
択
を
国
内
の
諸
官
庁
に
委
ね
る
。
」
（
E
G
V
二
四
九
条
（
旧
一
八
九
条
三
文
）
）
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
指
令
よ
り
干
渉
の
度
合
い
の
低
い
行
為
手
段
と
し
て
理
想
的
な
方
法
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
み
な
同
じ

よ
う
に
客
観
的
に
定
め
た
事
情
に
対
す
る
抽
象
的
な
規
則
と
抽
象
的
に
示
さ
れ
た
人
的
範
囲
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

は
、
原
則
的
で
は
な
く
、
そ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
諸
国
に
対
し
て
の
み
拘
束
力
あ
る
効
果
を
生
ず
る
と
い
う
点
で
、
指
令
と
は
異
な

る
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
そ
れ
は
、
達
成
す
べ
き
目
標
に
関
し
て
の
み
拘
束
す
る
の
で
あ
っ
て
、
目
標
実
現
の
た
め
に
投
入
す
べ
き
方
法

に
関
し
て
は
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
機
能
的
で
あ
る
の
は
、
概
括
的
法
規
と
比
較
す
る
こ
と
の
で
き
る
二
段
階
式
の
法
令
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
（
共
同
体
に
向
け
て
の
）
第
一
段
階
は
、
獲
得
し
よ
う
と
努
め
た
目
標
、
す
な
わ
ち
核
と
な
る
べ
き
規
則
が
共
同
体
統
合
の
た
め

に
予
め
定
め
ら
れ
、
（
国
民
に
向
け
て
の
）
第
二
段
階
で
は
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
の
領
域
に
お
け
る
目
標
設
定
が
、
分
権
的
に
実
現

さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
共
同
体
組
織
の
間
接
的
な
活
動
形
成
手
段
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
決
め
ら
れ
た
期
限
内
、
す
な
わ

ち
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
条
項
自
体
に
定
め
ら
れ
た
期
問
内
に
（
最
近
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
条
項
に
予
定
さ
れ
て
い
る
固

定
的
な
時
点
ま
で
に
）
、
国
内
法
に
「
移
行
す
る
こ
と
」
お
よ
び
個
々
の
加
盟
国
に
お
け
る
移
行
の
た
め
の
立
法
措
置
に
よ
っ
て
、
初

め
て
そ
の
完
全
な
効
果
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
移
行
は
、
二
重
の
効
果
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、
共
同
体
の
中
心
的

規
則
を
国
家
の
法
秩
序
に
取
り
込
む
効
力
で
あ
る
し
、
他
方
で
は
、
周
辺
的
規
則
に
関
し
て
加
盟
諸
国
に
も
と
も
と
残
っ
て
い
る
内
容

的
な
形
成
活
動
の
余
地
を
満
た
す
効
力
で
あ
る
。

一437一

選
択
を
圏
内
の
諸
官
庁
に
委
ね
る
よ

(
E
G
V
二
四
九
条
(
旧
一
八
九
条
三
文
)
)

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
指
令
よ
り
干
渉
の
度
合
い
の
低
い
行
為
手
段
と
し
て
理
想
的
な
方
法
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

み
な
同
じ

よ
う
に
客
観
的
に
定
め
た
事
情
に
対
す
る
抽
象
的
な
規
則
と
抽
象
的
に
示
さ
れ
た
人
的
範
囲
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ

は
、
原
則
的
で
は
な
く
、

そ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
諸
国
に
対
し
て
の
み
拘
束
力
あ
る
効
果
を
生
ず
る
と
い
う
点
で
、
指
令
と
は
異
な

る
。
そ
の
ほ
か
に
は
、

そ
れ
は
、
達
成
す
べ
き
目
標
に
関
し
て
の
み
拘
束
す
る
の
で
あ
っ
て
、
目
標
実
現
の
た
め
に
投
入
す
べ
き
方
法

に
関
し
て
は
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
機
能
的
で
あ
る
の
は
、
概
括
的
法
規
と
比
較
す
る
こ
と
の
で
き
る
二
段
階
式
の
法
令
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
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る
。
(
共
同
体
に
向
げ
て
の
)
第
一
段
階
は
、
獲
得
し
よ
う
と
努
め
た
目
標
、
す
な
わ
ち
核
と
な
る
べ
き
規
則
が
共
同
体
統
合
の
た
め

欧州連合における法統合の方法論

に
予
め
定
め
ら
れ
、
(
国
民
に
向
け
て
の
)
第
二
段
階
で
は
、
加
盟
諸
国
の
法
秩
序
の
領
域
に
お
け
る
目
標
設
定
が
、
分
権
的
に
実
現

さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
共
同
体
組
織
の
間
接
的
な
活
動
形
成
手
段
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
決
め
ら
れ
た
期
限
内
、
す
な
わ

ち
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
条
項
自
体
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

(
最
近
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
条
項
に
予
定
さ
れ
て
い
る
固

定
的
な
時
点
ま
で
に
)
、
圏
内
法
に
「
移
行
す
る
こ
と
」
お
よ
び
個
々
の
加
盟
国
に
お
け
る
移
行
の
た
め
の
立
法
措
置
に
よ
っ
て
、
初

め
て
そ
の
完
全
な
効
果
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
移
行
は
、
二
重
の
効
果
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
、
共
同
体
の
中
心
的

437 

規
則
を
国
家
の
法
秩
序
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取
り
込
む
効
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で
あ
る
し
、
他
方
で
は
、
周
辺
的
規
則
に
関
し
て
加
盟
諸
国
に
も
と
も
と
残
っ
て
い
る
内
容

的
な
形
成
活
動
の
余
地
を
満
た
す
効
力
で
あ
る

D

選
択
を
圏
内
の
諸
官
庁
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委
ね
る
よ

(
E
G
V
二
四
九
条
(
旧
一
八
九
条
三
文
)
)
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あ
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国
露
O
国
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
加
盟
諸
国
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
完
全
な
適
用
を
事
実
上
の
点
で
も
法
律
上
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

で
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
法
的
安
定
性
を
理
由
と
し
て
拘
束
力
の
あ
る
国
内
法
の
発
布
を
必
要
と
す
る
。
な
ぜ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
み
ロ

ら
ば
、
単
な
る
行
政
実
務
で
は
不
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
（
後
述
参
照
の
こ
と
）
。

　
移
行
措
置
法
の
内
容
に
関
し
て
、
法
的
安
全
性
を
確
保
し
、
協
定
違
反
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
加
盟
諸
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
文

言
を
で
き
る
だ
け
限
定
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
選
択
さ
れ
た
専
門
用
語
の
概
念
内

容
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
専
門
用
語
を
選
択
す
る
に
際
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
由
に
任

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
個
々
の
場
合
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
文
言
の
正
確
な
継
受
は
、
当
然
に
問
題
と
な
る
文
言
の
性
質
に
よ
り
示
さ

れ
る
（
た
と
え
ば
、
食
糧
品
の
定
価
表
貼
付
、
タ
バ
コ
製
品
の
警
告
表
示
）
。

　
一
般
に
劣
等
な
細
部
に
わ
た
る
規
則
の
締
め
付
け
と
移
行
措
置
へ
の
時
間
的
引
き
延
ば
し
効
果
に
関
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
法
形

式
は
テ
ー
マ
に
適
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
な
る
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
加
盟
諸
国
に
お
け
る
法
律
状
態
の
収
敏
（
調
和
化
）
を
目
指
し
て

努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
共
同
体
全
体
の
統
一
法
を
め
ざ
す
努
力
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、

そ
れ
は
、
共
同
体
市
場
／
国
内
市
場
の
実
現
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
消
費
者
保
護
、
食

品
法
、
工
業
法
、
製
造
物
安
全
法
お
よ
び
製
造
物
責
任
法
、
企
業
法
、
銀
行
法
、
保
険
法
と
い
っ
た
国
内
産
業
の
保
護
法
の
統
一
、
学

位
の
相
互
承
認
、
間
接
税
な
ど
）
。

　
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
す
で
に
存
在
す
る
国
家
の
特
殊
性
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
様
性
）
を
考
慮
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
、
す
で
に
存
続
す
る
国
家
の
法
構
造
と
法
構
想
に
有
機
的
な
編
入
を
実
際
に
成
し
遂
げ
る
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
加
盟
諸
国
の

法
秩
序
の
体
系
化
、
連
続
性
、
明
確
性
は
、
も
ち
ろ
ん
保
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、
た
と
え
ば
「
古
典
的
な
」
民

一438一
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開
口
の
出
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
加
盟
諸
国
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
完
全
な
適
用
を
事
実
上
の
点
で
も
法
律
上
の
点

で
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
法
的
安
定
性
を
理
由
と
し
て
拘
束
力
の
あ
る
国
内
法
の
発
布
を
必
要
と
す
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
単
な
る
行
政
実
務
で
は
不
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
(
後
述
参
照
の
こ
と
)
。
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移
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措
置
法
の
内
容
に
関
し
て
、
法
的
安
全
性
を
確
保
し
、
協
定
違
反
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
加
盟
諸
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
文

言
を
で
き
る
だ
け
限
定
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
、
選
択
さ
れ
た
専
門
用
語
の
概
念
内

容
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
専
門
用
語
を
選
択
す
る
に
際
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
由
に
任
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さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
個
々
の
場
合
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
文
言
の
正
確
な
継
受
は
、
当
然
に
問
題
と
な
る
文
言
の
性
質
に
よ
り
示
さ

れ
る
(
た
と
え
ば
、
食
糧
品
の
定
価
表
貼
付
、

タ
バ
コ
製
品
の
警
告
表
示
)
。
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(
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ッ
パ
の
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様
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)
を
考
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と
を
可

能
に
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す
で
に
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の
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造
と
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有
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な
編
入
を
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と
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民



法
、
商
法
、
労
働
法
と
い
っ
た
歴
史
的
に
受
容
さ
れ
て
き
た
法
の
本
質
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
点
で
た
い
へ
ん
重
要

で
あ
る
。
事
実
上
は
、
結
局
、
経
過
期
間
に
な
る
移
行
期
間
の
時
間
的
引
き
延
ば
し
効
果
に
よ
り
、
段
階
的
な
順
応
を
目
論
む
こ
と
が

で
き
、
か
つ
、
加
盟
諸
国
の
法
制
度
、
経
済
シ
ス
テ
ム
、
社
会
制
度
に
与
え
る
多
く
の
損
失
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

439欧州連合における法統合の方法論

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
効
力
は
、
通
常
、
二
つ
の
間
に
あ
る
移
行
措
置
に
関
す
る
方
策
で
の
み
、
間
接
的
に
若
干
の
も
の
を
捉
え
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
こ
の
法
律
状
態
は
十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
す
で
に
欧
州
統
一
調
印
書
（
一
九
八
七
年
七
月
一
日
以
降
有

効
）
の
前
に
、
単
な
る
法
の
接
近
は
、
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
法
統
一
の
断
念
の
も
と
に
、
増
加
し
て
い
る
自
己
完
結
要
請
を
相
当
不

十
分
な
も
の
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
実
務
上
は
、
布
告
発
布
の
た
め
の
適
切
な
権
限
基
盤
（
従
前
の
E
W
G
V
一
〇

〇
条
を
参
照
）
が
な
い
の
で
、
法
の
統
一
を
捗
ら
せ
る
た
め
に
、
ま
す
ま
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
と
く

に
工
業
技
術
分
野
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
移
行
義
務
の
あ
る
加
盟
諸
国
の
内
容
的
な
形
態
自
由
性
を
、
実
際
に
は
ま
っ
た
く
な
き
も
の

に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
非
常
に
具
体
的
な
詳
細
規
則
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
布
告
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
類
型
の
立
て
方
は
、

な
か
な
か
前
に
進
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
国
q
O
＝
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
発
展
を
考
慮
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
確
立
さ
れ
た
判
例
法
に
よ
れ
ば
、
　
　
若
干
の
加
盟
国
で
は

も
ち
ろ
ん
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
い
ま
だ
に
予
想
外
の
反
対
に
あ
っ
て
い
る
1
内
容
的
に
無
制
限
か
つ
十
分
に
正
確
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
規
定
は
、
個
々
の
加
盟
国
の
有
利
と
な
る
よ
う
に
直
接
的
な
権
利
と
し
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
後
者
は
、

な
さ
れ
な
い
ま
ま
の
移
行
措
置
と
か
決
め
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
移
行
措
置
の
事
例
に
つ
い
て
、
移
行
期
間
満
了
後
に
、
期
限
に
遅

れ
が
ち
な
加
盟
国
に
対
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
条
項
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
手
続
裁
判
所
は
、
具
体
的
な
紛
争
に
不
適
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法
、
商
法
、
労
働
法
と
い
っ
た
歴
史
的
に
受
容
さ
れ
て
き
た
法
の
本
質
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
点
で
た
い
へ
ん
重
要

で
あ
る
。
事
実
上
は
、
結
局
、
経
過
期
間
に
な
る
移
行
期
間
の
時
間
的
引
き
延
ば
し
効
果
に
よ
り
、
段
階
的
な
順
応
を
目
論
む
こ
と
が

で
き
、

か
っ
、
加
盟
諸
国
の
法
制
度
、
経
済
シ
ス
テ
ム
、
社
会
制
度
に
与
え
る
多
く
の
損
失
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
効
力
は
、
通
常
、
二
つ
の
間
に
あ
る
移
行
措
置
に
関
す
る
方
策
で
の
み
、
間
接
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若
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捉
え
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と
こ
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あ
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。
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行
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統
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の
も
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て
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自
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完
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を
相
当
不

十
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も
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に
し
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こ
と
が
明
ら
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に
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。
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告
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適
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基
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E
W
G
V
一
O
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せ
る
た
め
に
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ま
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ま
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、

と
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欧州連合における法統合の方法論

に
工
業
技
術
分
野
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
移
行
義
務
の
あ
る
加
盟
諸
国
の
内
容
的
な
形
態
自
由
性
を
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実
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に
は
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た
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な
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も
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に
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ま
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非
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具
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詳
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有
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と
な
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直
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と
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い
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。
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な
さ
れ
な
い
ま
ま
の
移
行
措
置
と
か
決
め
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
移
行
措
置
の
事
例
に
つ
い
て
、
移
行
期
間
満
了
後
に
、
期
限
に
遅

れ
が
ち
な
加
盟
国
に
対
し
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
条
項
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
手
続
裁
判
所
は
、
具
体
的
な
紛
争
に
不
適
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切
な
国
内
法
を
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
支
配
的
効
果
の
「
合
理
性
」
は
、
そ
の
制
裁
的
性
質
（
「
固
有
の
事
実
だ
け
を
訴
え
る
こ
と
（
＜
o
巳
お
　
8
耳
声

壁
0
9
言
箕
o
胃
賞
B
）
」
な
ど
の
禁
止
、
「
禁
反
言
」
の
原
則
）
、
す
な
わ
ち
万
が
一
の
共
同
体
法
違
反
に
よ
り
、
そ
の
国
の
市
民
に
対

し
て
利
益
を
生
ず
る
こ
と
は
、
加
盟
諸
国
に
禁
ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
性
質
に
あ
る
は
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
直
接
的
効
果
は
、
つ
ね
に
個
々
の
加
盟
国
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
、
か
つ
国
家
の
負
担
と
し
て
の
み
、
そ
の
よ
う
な
国

家
的
領
域
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
（
垂
直
的
直
接
効
）
。

　
対
等
な
個
々
人
間
の
関
係
に
お
け
る
水
平
的
直
接
効
を
、
国
Ω
○
国
は
、
今
日
ま
で
ー
主
要
な
権
利
の
規
定
お
よ
び
布
告
に
対
立

す
る
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
に
関
し
て
、
法
治
国
家
的
理
由
で
一
貫
し
て
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

個
人
に
対
す
る
義
務
さ
え
理
由
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
は
そ
れ
自
体
、
そ
の
よ
う
な
人
に
対
し

　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

て
要
求
な
し
得
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
期
限
を
守
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
規
定
に
し
た
が
う
こ
と
な
く
移
行
さ
れ
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
間
接
的
に
個
人
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
肯
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
内
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

を
、
で
き
る
だ
け
広
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
一
致
す
る
よ
う
に
解
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

一440一

注
“
各
種
の
指
令
の
直
接
効
と
E
G
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
直
接
効
の
両
者
を
、
導
入
時
に
描
き
出
さ
れ
て
い
た
理
由
か
ら
、
法
秩
序
に
結

び
付
け
て
考
え
た
チ
ェ
コ
の
よ
う
な
国
々
で
は
、
ま
だ
効
力
を
発
揮
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

440 

切
な
園
内
法
を
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
支
配
的
効
果
の
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合
理
性
」
は
、
そ
の
制
裁
的
性
質
(
「
固
有
の
事
実
だ
け
を
訴
え
る
こ
と

(〈ぬロ日円。

。。ロけ「凶

F
2
c
B
H】円。胃
E
B
)
」
な
ど
の
禁
止
、
「
禁
反
言
」
の
原
則
)
、
す
な
わ
ち
万
が
一
の
共
同
体
法
違
反
に
よ
り
、

そ
の
国
の
市
民
に
対

し
て
利
益
を
生
ず
る
こ
と
は
、
加
盟
諸
国
に
禁
ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
性
質
に
あ
る
は
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
直
接
的
効
果
は
、

つ
ね
に
個
々
の
加
盟
国
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
、

か
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国
家
の
負
担
と
し
て
の
み
、

そ
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よ
う
な
国
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の
共
同
体
法
違
反
に
よ
り
、

そ
の
国
の
市
民
に
対

し
て
利
益
を
生
ず
る
こ
と
は
、
加
盟
諸
国
に
禁
ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
性
質
に
あ
る
は
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
直
接
的
効
果
は
、

つ
ね
に
個
々
の
加
盟
国
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
、

か
つ
国
家
の
負
担
と
し
て
の
み
、

そ
の
よ
う
な
国
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家
的
領
域
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る

(
垂
直
的
直
接
効
)
。
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対
等
な
個
々
人
間
の
関
係
に
お
け
る
水
平
的
直
接
効
を
、
開
己
の
国
は
、
今
日
ま
で

l
l
主
要
な
権
利
の
規
定
お
よ
び
布
告
に
対
立

す
る

l
l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
に
関
し
て
、
法
治
国
家
的
理
由
で
一
貫
し
て
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

個
人
に
対
す
る
義
務
さ
え
理
由
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
は
そ
れ
自
体
、
そ
の
よ
う
な
人
に
対
し

て
要
求
な
し
得
丸
山
一
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
期
限
を
守
る
こ
と
な
く
、
か
っ
、
規
定
に
し
た
が
う
こ
と
な
く
移
行
さ
れ
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
間
接
的
に
個
人
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
肯
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
圏
内
法

(
位
)

を
、
で
き
る
だ
け
広
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
一
致
す
る
よ
う
に
解
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

注
一
各
種
の
指
令
の
直
接
効
と

E
G
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
直
接
効
の
両
者
を
、
導
入
時
に
描
き
出
さ
れ
て
い
た
理
由
か
ら
、
法
秩
序
に
結

び
付
け
て
考
え
た
チ
ェ
コ
の
よ
う
な
国
々
で
は
、

ま
だ
効
力
を
発
揮
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ



は
、
遅
く
と
も
E
W
R
に
類
似
す
る
連
合
関
係
に
万
が
一
で
も
加
入
す
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
E
U
の
正
式
加
盟
国
（
国
q
・
く
o
一
冒
ぞ

讐
＆
零
冨
ε
の
地
位
取
得
の
時
点
で
重
要
と
な
る
。
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マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
が
発
効
し
て
以
来
、
加
盟
諸
国
に
向
け
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　
　
指
令
も
ま
っ
た
く
同
様
に
ー
は
、
規

範
的
な
性
質
（
E
G
V
二
五
四
条
（
旧
一
九
一
条
）
）
が
強
調
さ
れ
る
E
G
官
報
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
効
す
る
。
以
前
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
加
盟
諸
国
に
外
交
上
の
手
段
で
送
達
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
効
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

あ
と
で
の
官
報
へ
の
公
表
は
、
啓
蒙
的
な
性
質
だ
け
を
有
し
て
お
り
、
施
行
の
た
め
の
要
件
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
従
前
の
E

W
G
V
一
九
一
条
二
項
）
。

（
3
）
　
勧
告
と
意
見

「
勧
告
と
意
見
は
、
拘
束
力
を
有
し
な
い
。
」

（
E
G
V
二
四
九
条
（
旧
一
八
九
条
五
文
）
）

　
勧
告
は
、
関
係
す
る
加
盟
諸
国
も
し
く
は
経
済
界
の
自
由
意
思
に
よ
る
忠
誠
心
を
狙
っ
た
法
的
に
拘
束
力
の
な
い
共
同
体
組
織
の
意

思
表
示
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
国
家
的
商
事
独
占
権
の
変
更
に
関
す
る
加
盟
諸
国
の
委
員
会
勧
告
（
E
G
V
三
一
条
（
旧
三
七
条
六

項
）
、
あ
る
い
は
不
正
競
争
回
避
の
た
め
の
勧
告
（
E
G
V
九
七
条
（
旧
一
〇
二
条
）
）
。
勧
告
は
拘
束
力
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
個
々

の
加
盟
国
の
た
め
に
、
裁
判
上
、
実
施
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
主
観
的
な
権
利
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
強
行
的
共
同
体
法
の
解
釈
の
た
め
の
、
真
に
注
目
に
値
す
る
拠
り
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
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間
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回
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取
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で
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以
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で
送
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し
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を
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て
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、
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で
の
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の
公
表
は
、
啓
蒙
的
な
性
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だ
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を
有
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の
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E

W
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九
一
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狙
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拘
束
力
の
な
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共
同
体
組
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意

思
表
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で
あ
る
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た
と
え
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、
国
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的
商
事
独
占
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変
更
に
関
す
る
加
盟
諸
国
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勧
告
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E
G
v
=
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旧
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七
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E
G
V
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よ
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々
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(3) 
勧
告
と
意
見

「
勧
告
と
意
見
は
、
拘
束
力
を
有
し
な
い
。
」

(
E
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V
二
四
九
条
(
旧
一
八
九
条
五
文
)
)

勧
告
は
、
関
係
す
る
加
盟
諸
国
も
し
く
は
経
済
界
の
自
由
意
思
に
よ
る
忠
誠
心
を
狙
っ
た
法
的
に
拘
束
力
の
な
い
共
同
体
組
織
の
意

思
表
示
で
あ
る

(
た
と
え
ば
、
国
家
的
商
事
独
占
権
の
変
更
に
関
す
る
加
盟
諸
国
の
委
員
会
勧
告

(
E
G
v
=
二
条
(
旧
三
七
条
六

項
)
、
あ
る
い
は
不
正
競
争
回
避
の
た
め
の
勧
告

(
E
G
V
九
七
条
(
旧
一

O
二
条
)
)
。
勧
告
は
拘
束
力
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
個
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441 

の
加
盟
国
の
た
め
に
、
裁
判
上
、
実
施
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
主
観
的
な
権
利
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
強
行
的
共
同
体
法
の
解
釈
の
た
め
の
、
真
に
注
目
に
値
す
る
拠
り
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
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ち
、
「
国
内
の
裁
判
所
は
、
係
属
す
る
法
的
紛
争
の
裁
判
に
際
し
て
、
勧
告
を
斜
酌
す
べ
き
義
務
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
発

布
さ
れ
て
い
る
国
内
法
規
の
実
施
の
解
釈
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
説
明
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
拘
束
力
あ
る
共
同
体
の
布
告
を
補

　
　
　
　
　
（
4
2
）

足
す
べ
き
場
合
」
で
あ
る
。
強
行
的
な
命
令
や
規
則
の
発
展
の
前
段
階
に
お
け
る
市
場
計
画
お
よ
び
市
場
統
制
の
直
接
手
段
と
し
て
発

せ
ら
れ
る
勧
告
は
、
稀
で
あ
る
。
通
常
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
勧
告
は
法
的
に
は
問
題
な
い
の
で
あ
る
。

　
意
見
に
つ
い
て
は
、

で
あ
る
。

事
実
問
題
も
し
く
は
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
共
同
体
組
織
に
よ
る
法
的
な
拘
束
力
の
な
い
意
見
の
表
明
の
問
題

　
勧
告
と
意
見
は
、
主
と
し
て
、
委
員
会
に
よ
り
独
自
の
発
案
権
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
は
加
盟
諸
国
に
対
し
て
、
一
部
は
私
企
業
に
対
し

て
も
出
さ
れ
る
。
委
員
会
は
、
「
委
員
会
が
そ
れ
を
必
要
と
み
な
す
限
り
」
（
E
G
V
一
五
五
条
二
の
反
対
解
釈
）
、
共
同
体
の
管
轄
に

属
す
る
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
、
勧
告
と
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
勧
告
と
意
見
は
、
そ
の
た
め
の
特
別
な
権
限
は
ま
っ
た
く
必
要
と

し
な
い
の
で
あ
る
。

一442一

五
　
法
統
合
義
務
へ
の
射
程

　
確
立
さ
れ
た
国
仁
O
頃
判
決
に
よ
れ
ば
、
　
　
し
た
が
っ
て
、
類
似
の
規
則
遵
守
が
積
極
的
に
加
盟
す
る
国
に
と
っ
て
は
得
策
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
　
　
E
G
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
移
行
措
置
に
関
す
る
E
U
加
盟
諸
国
の
義
務
は
、
主
と
し
て
、
以
下
の
原
則
を
内
容
と
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場
統
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直
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手
段
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し
て
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せ
ら
れ
る
勧
告
は
、
稀
で
あ
る
。
通
常
、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
勧
告
は
法
的
に
は
問
題
な
い
の
で
あ
る
。

意
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に
つ
い
て
は
、
事
実
問
題
も
し
く
は
法
律
問
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に
つ
い
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共
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組
織
に
よ
る
法
的
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拘
束
力
の
な
い
意
見
の
表
明
の
問
題
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で
あ
る
。

勧
告
と
意
見
は
、
主
と
し
て
、
委
員
会
に
よ
り
独
自
の
発
案
権
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
は
加
盟
諸
国
に
対
し
て
、

一
部
は
私
企
業
に
対
し

て
も
出
さ
れ
る
。
委
員
会
は
、
「
委
員
会
が
そ
れ
を
必
要
と
み
な
す
限
り
」
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E
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V
一
五
五
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反
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解
釈
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轄
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す
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ゆ
る
領
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勧
告
と
意
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す
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る
。
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告
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の
た
め
の
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あ
る
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五
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さ
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る
市
場
計
画
お
よ
び
市
場
統
制
の
直
接
手
段
と
し
て
発

49 (山梨学院大学〕

せ
ら
れ
る
勧
告
は
、
稀
で
あ
る
。
通
常
、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
勧
告
は
法
的
に
は
問
題
な
い
の
で
あ
る
。

意
見
に
つ
い
て
は
、
事
実
問
題
も
し
く
は
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
共
同
体
組
織
に
よ
る
法
的
な
拘
束
力
の
な
い
意
見
の
表
明
の
問
題

法学論集

で
あ
る
。

勧
告
と
意
見
は
、
主
と
し
て
、
委
員
会
に
よ
り
独
自
の
発
案
権
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
は
加
盟
諸
国
に
対
し
て
、

一
部
は
私
企
業
に
対
し

て
も
出
さ
れ
る
。
委
員
会
は
、
「
委
員
会
が
そ
れ
を
必
要
と
み
な
す
限
り
」

(
E
G
V
一
五
五
条
二
の
反
対
解
釈
)
、
共
同
体
の
管
轄
に

属
す
る
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
、
勧
告
と
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
勧
告
と
意
見
は
、

そ
の
た
め
の
特
別
な
権
限
は
ま
っ
た
く
必
要
と

し
な
い
の
で
あ
る
。

五

法
統
合
義
務
へ
の
射
程

確
立
さ
れ
た
開
口
の
出
判
決
に
よ
れ
ば
、
ー
ー
し
た
が
っ
て
、
類
似
の
規
則
道
守
が
積
極
的
に
加
盟
す
る
固
に
と
っ
て
は
得
策
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い

l
l
E
G
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
移
行
措
置
に
関
す
る

E
U
加
盟
諸
国
の
義
務
は
、
主
と
し
て
、
以
下
の
原
則
を
内
容
と

-442-
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1
　
共
同
体
法
の
条
文
は
、
原
文
に
忠
実
で
な
い
ま
ま
国
内
法
で
言
い
表
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
、
そ
れ
は
、
必
要
と
さ

れ
る
概
念
の
明
確
さ
と
正
確
さ
を
も
っ
て
意
訳
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
予
定
さ
れ
た
目
的
基
準
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

結
果
、
国
q
O
頃
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
対
し
て
判
断
し
た
協
定
違
反
訴
訟
手
続
に
お
い
て
、
訴
訟
手
続
に
お
い
て
被
告
と
さ
れ
た
加
盟

国
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
裁
判
所
が
「
平
等
の
労
働
」
も
「
対
等
の
労
働
」
も
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
異
論
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お
レ

な
い
と
申
述
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
加
盟
国
は
「
平
等
の
」
労
働
と
「
対
等
の
」
労
働
に
関
し
て
共
同
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
定
め
ら
れ
た
男
女
対
等
賃
金
の
原
則
を
、
デ
ン
マ
ー
ク
移
行
措
置
法
で
は
「
平
等
の
労
働
」
に
つ
い
て
だ
け
定
め
て
い
る
と
し
て
、

異
議
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
「
法
的
安
定
性
と
権
利
保
護
の
原
則
は
、
裁
判
所
が
、
関
係
す
る
当
事
者
に
そ
の
権
利
義
務
の
明
確
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど
レ

正
確
な
認
識
を
可
能
に
し
、
そ
の
遵
守
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
す
る
明
確
な
定
型
化
を
必
要
と
す
る
」
。

　
2
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、
権
利
意
識
を
獲
得
し
、
こ
れ
を
真
に
主
張
す
る
こ
と
が
個
々
人
に
可
能
に
す
る
、
拘
束
力
の
あ

る
国
内
基
準
法
が
創
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
諸
官
庁
が
、
任
意
で
変
更
で
き
、
そ
の
う
え
不
十
分
な
周
知
徹
底
を
そ
の
ま

ま
に
す
る
よ
う
な
行
政
事
務
は
、
こ
の
要
請
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
命
に
よ
り
、
行
政
が
そ
の

裁
量
に
し
た
が
っ
て
変
更
な
し
得
る
素
朴
な
行
政
の
や
り
口
を
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
判
明
す
る
効
果
的
な
義
務
の
履
行
と
は
み

　
　
　
　
　
　
パ
め
レ

な
す
べ
き
で
は
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
か
ら
、
と
く
に
単
な
る
行
政
の
内
部
文
書
（
た
と
え
ば
、
行
政
の
通
知
書
と
か
、
上

位
官
庁
か
ら
下
位
官
庁
へ
の
指
示
）
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
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し
て
い
る
。

1 

共
同
体
法
の
条
文
は
、
原
文
に
忠
実
で
な
い
ま
ま
国
内
法
で
言
い
表
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
、

そ
れ
は
、
必
要
と
さ

れ
る
概
念
の
明
確
さ
と
正
確
さ
を
も
っ
て
意
訳
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
予
定
さ
れ
た
目
的
基
準
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

結
果
、
開
口
の
出
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
対
し
て
判
断
し
た
協
定
違
反
訴
訟
手
続
に
お
い
て
、
訴
訟
手
続
に
お
い
て
被
告
と
さ
れ
た
加
盟

国
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
裁
判
所
が
「
平
等
の
労
働
」
も
「
対
等
の
労
働
」
も
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
異
論
が

な
い
と
申
述
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
加
盟
国
は
「
平
等
の
」
労
働
と
「
対
等
の
」
労
働
に
関
し
て
共
同
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
定
め
ら
れ
た
男
女
対
等
賃
金
の
原
則
を
、
デ
ン
マ
ー
ク
移
行
措
置
法
で
は
「
平
等
の
労
働
」
に
つ
い
て
だ
け
定
め
て
い
る
と
し
て
、
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異
議
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
「
法
的
安
定
性
と
権
利
保
護
の
原
則
は
、
裁
判
所
が
、
関
係
す
る
当
事
者
に
そ
の
権
利
義
務
の
明
確
か
っ

そ
の
遵
守
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
す
る
明
確
な
定
型
化
を
必
要
と
す
る
」
。

正
確
な
認
識
を
可
能
に
し
、

2 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、
権
利
意
識
を
獲
得
し
、
こ
れ
を
真
に
主
張
す
る
こ
と
が
個
々
人
に
可
能
に
す
る
、
拘
束
力
の
あ

る
圏
内
基
準
法
が
創
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
諸
官
庁
が
、
任
意
で
変
更
で
き
、

そ
の
う
え
不
十
分
な
周
知
徹
底
を
そ
の
ま

ま
に
す
る
よ
う
な
行
政
事
務
は
、
こ
の
要
請
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
命
に
よ
り
、
行
政
が
そ
の

裁
量
に
し
た
が
っ
て
変
更
な
し
得
る
素
朴
な
行
政
の
や
り
口
を
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
判
明
す
る
効
果
的
な
義
務
の
履
行
と
は
み

な
す
べ
き
で
は
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
か
ら
、
と
く
に
単
な
る
行
政
の
内
部
文
書
(
た
と
え
ば
、
行
政
の
通
知
書
と
か
、
上
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位
官
庁
か
ら
下
位
官
庁
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の
指
示
)

で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
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。
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共
同
体
法
の
条
文
は
、
原
文
に
忠
実
で
な
い
ま
ま
国
内
法
で
言
い
表
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
、

そ
れ
は
、
必
要
と
さ

れ
る
概
念
の
明
確
さ
と
正
確
さ
を
も
っ
て
意
訳
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
予
定
さ
れ
た
目
的
基
準
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

結
果
、
開
口
の
出
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
対
し
て
判
断
し
た
協
定
違
反
訴
訟
手
続
に
お
い
て
、
訴
訟
手
続
に
お
い
て
被
告
と
さ
れ
た
加
盟

国
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
裁
判
所
が
「
平
等
の
労
働
」
も
「
対
等
の
労
働
」
も
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
異
論
が

な
い
と
申
述
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
加
盟
国
は
「
平
等
の
」
労
働
と
「
対
等
の
」
労
働
に
関
し
て
共
同
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
定
め
ら
れ
た
男
女
対
等
賃
金
の
原
則
を
、
デ
ン
マ
ー
ク
移
行
措
置
法
で
は
「
平
等
の
労
働
」
に
つ
い
て
だ
け
定
め
て
い
る
と
し
て
、
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異
議
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
「
法
的
安
定
性
と
権
利
保
護
の
原
則
は
、
裁
判
所
が
、
関
係
す
る
当
事
者
に
そ
の
権
利
義
務
の
明
確
か
っ

そ
の
遵
守
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
す
る
明
確
な
定
型
化
を
必
要
と
す
る
」
。

正
確
な
認
識
を
可
能
に
し
、

2 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、
権
利
意
識
を
獲
得
し
、
こ
れ
を
真
に
主
張
す
る
こ
と
が
個
々
人
に
可
能
に
す
る
、
拘
束
力
の
あ

る
圏
内
基
準
法
が
創
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
諸
官
庁
が
、
任
意
で
変
更
で
き
、

そ
の
う
え
不
十
分
な
周
知
徹
底
を
そ
の
ま

ま
に
す
る
よ
う
な
行
政
事
務
は
、
こ
の
要
請
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
命
に
よ
り
、
行
政
が
そ
の

裁
量
に
し
た
が
っ
て
変
更
な
し
得
る
素
朴
な
行
政
の
や
り
口
を
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
判
明
す
る
効
果
的
な
義
務
の
履
行
と
は
み

な
す
べ
き
で
は
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
か
ら
、
と
く
に
単
な
る
行
政
の
内
部
文
書
(
た
と
え
ば
、
行
政
の
通
知
書
と
か
、
上

443 

位
官
庁
か
ら
下
位
官
庁
へ
の
指
示
)

で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
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3
　
依
然
と
し
て
、
拘
束
力
の
な
い
技
術
的
な
基
準
に
よ
る
強
行
法
的
で
技
術
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
予
定
基
準
の
移
行
措
置
は
不

十
分
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
自
体
が
、
拘
束
力
の
な
い
「
示
唆
的
な
法
」
に
し
た
が
っ
た
指
示
を
許
容
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
強

行
法
的
な
生
産
基
準
を
含
ま
ず
、
単
に
把
握
さ
れ
た
生
産
物
の
安
全
性
も
し
く
は
健
康
上
の
問
題
が
生
じ
な
い
こ
と
の
た
め
に
推
定
証

拠
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
け
の
場
合
に
、
有
効
と
な
る
の
は
別
問
題
で
あ
る
。

　
4
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
連
合
に
加
盟
し
た
諸
国
に
対
応
す
る
指
令
も
）
は
、
事
実
上
及
び
法
律
上
の
点
に
お
い
て
、
完
全
に
国
内
法

に
移
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
務
で
は
取
り
上
げ
て
い
う
価
値
の
な
い
ほ
ど
の
意
義
し
か
有
し
な
い
人
間
や
生

産
物
も
移
行
措
置
法
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
除
外
は
共
同
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
自
体

に
お
い
て
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
労
働
者
保
護
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ヘ
の
移
行
に
関
す
る
国
仁
○
頃
判
決
）
。

　
5
　
強
行
法
的
な
E
G
法
の
移
行
措
置
は
、
関
係
す
る
経
済
界
も
し
く
は
労
働
界
（
使
用
者
団
体
と
労
働
組
合
）
の
単
な
る
自
己
統

制
に
委
ね
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
私
人
に
よ
る
市
場
の
調
整
は
、
そ
れ
が
国
家
の
仮
立
法
（
た
と
え
ば
、
労
働
協
約
の
一
般
的

な
拘
束
性
を
言
明
す
る
こ
と
）
を
伴
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
法
的
安
定
性
と
法
的
明
確
性
の
要
請
を
満
た
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
加
盟
諸
国
は
、
労
働
者
の
権
利
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
実
現
を
第
一
に
労
働
界
に
委
ね
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
「
こ
の
可
能
性
は
、
そ
れ
を
共
同
体
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
が
全
面
的
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
保
護
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お
ロ

主
張
で
き
る
よ
う
に
す
る
適
切
な
法
規
と
行
政
規
則
に
よ
っ
て
守
る
べ
き
義
務
か
ら
解
放
し
て
は
い
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
関
係
す
る
労
働
者
が
労
働
組
合
に
耳
を
か
さ
ず
、
あ
る
い
は
問
題
の
領
域
が
労
働
協
約
を
ま
っ
た
く
基
礎
に
し
て
い
な
い
な
ど
、

一444一

3 

依
然
と
し
て
、
拘
束
力
の
な
い
技
術
的
な
基
準
に
よ
る
強
行
法
的
で
技
術
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
予
定
基
準
の
移
行
措
置
は
不
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十
分
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
自
体
が
、
拘
束
力
の
な
い
「
示
唆
的
な
法
」
に
し
た
が
っ
た
指
示
を
許
容
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
強
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行
法
的
な
生
産
基
準
を
含
ま
ず
、
単
に
把
握
さ
れ
た
生
産
物
の
安
全
性
も
し
く
は
健
康
上
の
問
題
が
生
じ
な
い
こ
と
の
た
め
に
推
定
証

拠
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
け
の
場
合
に
、
有
効
と
な
る
の
は
別
問
題
で
あ
る
。

4 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
連
合
に
加
盟
し
た
諸
国
に
対
応
す
る
指
令
も
)
は
、
事
実
上
及
び
法
律
上
の
点
に
お
い
て
、
完
全
に
圏
内
法

法学論集

に
移
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
務
で
は
取
り
上
げ
て
い
う
価
値
の
な
い
ほ
ど
の
意
義
し
か
有
し
な
い
人
間
や
生

産
物
も
移
行
措
置
法
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
除
外
は
共
同
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
自
体

-444-

に
お
い
て
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る

(
た
と
え
ば
、
労
働
者
保
護
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
移
行
に
関
す
る
開
ロ
の
出
判
決
)
。

5 

強
行
法
的
な

E
G
法
の
移
行
措
置
は
、
関
係
す
る
経
済
界
も
し
く
は
労
働
界
(
使
用
者
団
体
と
労
働
組
合
)

の
単
な
る
自
己
統

制
に
委
ね
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
私
人
に
よ
る
市
場
の
調
整
は
、

そ
れ
が
国
家
の
仮
立
法
(
た
と
え
ば
、
労
働
協
約
の
一
般
的

な
拘
束
性
を
言
明
す
る
こ
と
)
を
伴
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
法
的
安
定
性
と
法
的
明
確
性
の
要
請
を
満
た
す
。

し
た
が
っ
て
、
加
盟
諸
国
は
、
労
働
者
の
権
利
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
実
現
を
第
一
に
労
働
界
に
委
ね
る
こ
と
が
で

そ
れ
を
共
同
体
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
が
全
面
的
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
保
護
を

主
張
で
き
る
よ
う
に
す
る
適
切
な
法
規
と
行
政
規
則
に
よ
っ
て
守
る
べ
き
義
務
か
ら
解
放
し
て
は
い
な
い
」
の
で
あ
る

D

こ
の
こ
と

き
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
「
こ
の
可
能
性
は
、

は
、
関
係
す
る
労
働
者
が
労
働
組
合
に
耳
を
か
さ
ず
、
あ
る
い
は
問
題
の
領
域
が
労
働
協
約
を
ま
っ
た
く
基
礎
に
し
て
い
な
い
な
ど
、
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措
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労
働
協
約
に
定
め
ら
れ
た
保
護
水
準
を
全
面
的
に
保
障
し
て
い
な
い
場
合
に
有
効
で
あ
る
。
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6
　
い
か
な
る
法
形
式
で
、
国
内
の
移
行
措
置
法
が
発
せ
ら
れ
る
べ
き
か
（
議
会
法
、
政
令
な
ど
）
、
そ
し
て
い
か
な
る
分
担
構
成

が
発
せ
ら
れ
る
べ
き
か
は
（
中
心
と
な
る
国
、
国
ま
た
は
地
域
、
郡
、
市
町
村
、
自
治
組
織
な
い
し
独
立
公
共
機
関
な
ど
）
、
最
終
的

に
は
、
国
内
の
憲
法
秩
序
に
し
た
が
う
。
E
G
法
は
、
国
家
の
組
織
構
造
に
対
し
て
、
原
則
的
に
無
関
係
で
あ
る
。

　
全
員
一
致
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
移
行
措
置
を
と
る
べ
き
義
務
を
有
す
る
E
G
法
は
、
い
か
な
る
場
合
も
憲
法
上
必
要
な

代
理
権
限
を
代
行
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
国
内

法
で
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
執
行
権
限
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
、
国
内
の
執
行
法
（
た
と
え
ば
、
内
閣
令
）
に
よ
っ
て
移
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
国
家
の
憲
法
起
草
者
な
ど
の
立
法
者
が
、
共
同
体
法
の
「
効
果
主
義
（
①
諌
9
⊆
包
Φ
）
」
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
適
切

な
法
の
措
定
構
造
を
創
出
す
る
義
務
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
7
　
付
言
す
る
な
ら
ば
、
国
内
法
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
法
へ
順
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
的
に
は
、
経
済
機
構
に
影
響
す
る

結
果
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
期
限
遵
守
の
監
視
の
た
め
の
管
轄
機
構
、
手
続
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
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あ
る
。
こ
の
（
客
観
的
な
）
効
率
の
よ
い
要
請
は
、
共
同
体
秩
序
か
ら
付
与
さ
れ
た
主
観
的
な
諸
権
利
が
、
効
率
的
な
手
続
に
お
い
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て
、
裁
判
上
、
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
（
主
観
的
な
）
権
利
保
護
の
た
め
の
構
成
要
素
を
有
し
て
い
る
。
公

権
力
に
よ
る
（
そ
れ
に
対
応
し
て
私
人
に
よ
る
場
合
も
）
共
同
体
法
違
反
に
対
す
る
裁
判
上
の
権
利
保
護
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で

は
、
仮
の
権
利
保
護
（
た
と
え
ば
、
執
行
の
停
止
、
裁
判
所
に
よ
る
仮
処
分
命
令
発
給
）
の
申
請
認
容
の
義
務
に
含
め
る
こ
と
の
で
き
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、
固
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、
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立
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。
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、
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す
る
執
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権
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合
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の
み
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行
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に
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行
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憲
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が
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る
権
利
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ー
必
要
な
変
更
を
加
え
て
現
在
す
る
欧
州
法

共
同
体
法
の
適
用
範
囲
に
適
切
な
裁
判
所
の
組
織
を
構
築
す
る
こ
と
は
、

　
の
義
務
で
あ
る
。

加
盟
諸
国

　
8
　
共
同
体
法
の
実
施
義
務
は
、
責
任
の
基
盤
か
ら
離
さ
れ
た
客
観
的
な
国
家
的
義
務
で
あ
る
。
そ
れ
と
対
応
し
て
、
共
同
体
法
上

の
義
務
を
回
避
す
る
目
的
で
、
国
内
法
秩
序
の
経
過
と
事
情
に
関
す
る
免
責
的
な
不
服
申
立
て
は
厳
格
に
排
除
さ
れ
る
。

　
「
裁
判
所
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
判
決
に
よ
れ
ば
、
加
盟
国
は
、
共
同
体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
生
じ
る
義
務
の
無
視
を
正
当
化
す
る
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た
め
に
、
そ
の
国
内
法
秩
序
の
規
則
、
慣
習
、
な
い
し
事
情
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

　
9
　
す
で
に
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
加
盟
国
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
移
行
措
置
の
際
、
国
内
法
規
の
文
言
の
選
択
に
お
い

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
選
択
さ
れ
た
専
門
用
語
が
内
容
的
に
対
応
す
る
以
上
は
、
相
当
広
く
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
確
認

は
、
共
同
体
法
文
書
が
、
時
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
言
語
上
の
理
解
の
仕
方
の
中
で
、
そ
の
と
き
ど
き
に
国
内
法
秩
序
に
見
当
た
ら
な
か

っ
た
り
、
別
異
の
意
昧
内
容
を
も
っ
て
い
た
り
す
る
法
律
概
念
を
収
め
て
い
る
場
合
に
重
要
と
な
る
。

　
加
盟
国
は
、
そ
の
国
内
法
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
要
求
に
な
お
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
国
内
法
を
順
応
す
る
よ
う
に
す
る
義
務

を
負
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
国
内
法
が
す
で
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
場
合
に
は
、
順
応
と
い
う
こ
と
は
論
ず
る
必

要
が
な
い
。
反
対
に
、
E
G
法
違
反
は
、
加
盟
国
が
、

①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
妨
げ
に
な
る
法
規
と
か
行
政
実
務
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
場
合
も
し
く
は
そ
の
よ
う
な
法
規
等
を
維
持
す
る
場

　
合
、
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築
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在
す
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ー
の
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②
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
予
定
基
準
に
し
た
が
う
こ
と
な
く
、

に
あ
る
。

　
1
0
　
上
述
の
判
断
基
準
は
別
と
し
て
、

自
由
に
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

法
秩
序
に
従
う
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

不
完
全
も
し
く
は
時
宜
に
遅
れ
て
国
内
法
に
移
行
す
る
場
合

加
盟
諸
国
も
提
携
国
も
共
同
体
法
へ
の
移
行
措
置
の
「
形
式
と
方
法
の
選
択
」
に
関
し
て
も

提
携
国
に
と
っ
て
、
と
く
に
意
義
を
有
す
る
。
提
携
国
は
、
そ
の
国
内
の
憲
法
秩
序
お
よ
び

①
議
会
法
に
よ
る
移
行
措
置
、
行
政
命
令
に
よ
る
移
行
措
置
も
し
く
は
両
者
の
結
合
に
よ
る
移
行
措
置
が
結
果
的
に
生
ず
る
か
ど
う

　
か
。
経
験
上
、
（
正
式
の
）
規
定
が
、
大
体
、
一
定
の
存
続
期
間
の
あ
る
基
礎
的
規
則
に
適
し
て
お
り
、
こ
れ
に
反
し
て
、
実
施
規

　
則
の
た
め
の
命
令
、
そ
の
発
令
と
変
更
の
た
め
の
命
令
は
、
よ
り
高
度
の
柔
軟
性
に
富
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

②
中
心
と
な
る
国
家
の
移
行
措
置
法
、
そ
の
他
の
統
合
さ
れ
た
国
々
の
移
行
措
置
法
、
あ
る
い
は
両
者
の
協
力
で
発
布
す
べ
き
か
ど
う

　
か
。
す
な
わ
ち
、
「
ど
の
加
盟
国
も
、
そ
の
国
が
そ
れ
を
合
目
的
的
と
考
え
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
地
域
も
し
く
は
地
方
官
庁
に
よ

　
っ
て
行
う
措
置
に
よ
り
実
行
す
る
権
限
を
国
内
で
分
配
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
加
盟
国
に
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
を
拘
束
力
の
あ
る
国
内
法
に
移
行
す
る
義
務
を
免
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

　
1
1
　
さ
ら
に
、
国
内
法
の
立
法
者
／
命
令
権
者
だ
け
が
移
行
措
置
の
た
め
の
法
の
技
術
面
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
国
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
予
定
基
準
に
し
た
が
う
こ
と
な
く
、
不
完
全
も
し
く
は
時
宜
に
遅
れ
て
園
内
法
に
移
行
す
る
場
合

に
あ
る
。
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憲
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-447-
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は
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
加
盟
国
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
規
定
を
拘
束
力
の
あ
る
国
内
法
に
移
行
す
る
義
務
を
免
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

さ
ら
に
、
圏
内
法
の
立
法
者
/
命
令
権
者
だ
け
が
移
行
措
置
の
た
め
の
法
の
技
術
面
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
国
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内
法
が
、
そ
も
そ
も
変
更
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
立
法
者
は
、
あ
る
特
定
の
共
同
体
法
文
書
を
若
干
の
法
規
／
命
令
、
す
な

わ
ち
数
個
の
条
項
に
よ
り
移
行
す
べ
き
か
ど
う
か
、
も
し
く
は
立
法
者
が
そ
れ
を
す
で
に
存
在
し
て
い
る
規
則
に
統
合
す
べ
き
か
ど
う

か
に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

①
国
内
の
移
行
措
置
法
に
あ
る
生
産
上
決
定
的
な
、
あ
る
い
は
領
域
的
に
決
定
的
な
（
水
平
的
な
）
共
同
体
法
規
（
た
と
え
ば
、
環
境

　
適
応
検
査
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
、
数
個
の
生
産
上
の
特
別
規
則
も
し
く
は
領
域
的
な
（
垂
直
的
な
）
特
別
規
則
に
分
割
さ

　
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

②
逆
に
、
数
個
の
共
同
体
法
文
書
（
た
と
え
ば
、
垂
直
的
な
食
糧
法
規
、
労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
環
境
保
護
規

　
則
、
公
的
委
任
制
度
の
分
野
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
、
統
一
的
な
国
内
の
規
則
全
体
（
た
と
え
ば
、
包
括
的
な
法
律
、
法

　
典
）
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

一448一

③
場
合
に
よ
っ
て
は
、
実
用
主
義
的
見
地
か
ら
、
国
内
法
の
適
用
範
囲
が
、

　
さ
れ
る
こ
と
は
、
合
目
的
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

拘
束
力
あ
る
E
G
規
則
の
適
用
範
囲
以
上
に
広
く
導
き
出

　
1
2
　
結
論
と
し
て
、
連
合
協
定
お
よ
び
欧
州
委
員
会
白
書
に
盛
ら
れ
て
い
る
予
定
基
準
の
範
囲
で
国
内
法
秩
序
の
連
続
性
を
危
う
く

す
る
こ
と
な
く
、
徐
々
に
（
段
階
的
に
）
共
同
体
法
へ
の
順
応
し
て
い
く
こ
と
を
企
て
る
こ
と
は
、
国
内
法
の
立
法
者
／
命
令
権
者
に

内
法
が
、

そ
も
そ
も
変
更
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
立
法
者
は
、
あ
る
特
定
の
共
同
体
法
文
書
を
若
干
の
法
規
/
命
令
、
す
な
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わ
ち
数
個
の
条
項
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よ
り
移
行
す
べ
き
か
ど
う
か
、
も
し
く
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法
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在
し
て
い
る
規
則
に
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合
す
べ
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ど
う
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か
に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

①
圏
内
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移
行
措
置
法
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あ
る
生
産
上
決
定
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、
あ
る
い
は
領
域
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に
決
定
的
な
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水
平
的
な
)
共
同
体
法
規
(
た
と
え
ば
、
環
境

適
応
検
査
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た
め
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ガ
イ
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イ
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)
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数
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上
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割
さ
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れ
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数
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体
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ば
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垂
直
的
な
食
糧
法
規
、
労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
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、
環
境
保
護
規

則
、
公
的
委
任
制
度
の
分
野
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
が
、
統
一
的
な
園
内
の
規
則
全
体
(
た
と
え
ば
、
包
括
的
な
法
律
、
法

典
)
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
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場
合
に
よ
っ
て
は
、
実
用
主
義
的
見
地
か
ら
、
国
内
法
の
適
用
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が
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拘
束
力
あ
る

E
G
規
則
の
適
用
範
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以
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広
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導
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さ
れ
る
こ
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は
、
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目
的
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で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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結
論
と
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て
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連
合
協
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州
委
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会
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書
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る
予
定
基
準
の
範
囲
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秩
序
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連
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性
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、
徐
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に
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法
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の
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て
る
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令
権
者
に
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、
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会
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に
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の
範
囲
で
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序
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連
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性
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体
法
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者
/
命
令
権
者
に

-448-



委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
居
住
地
の
自
由
選
択
権
お
よ
び
職
業
自
由
権
に
関
す
る
白
書
の
中
で
、

は
調
整
規
則
、
第
二
段
階
で
は
学
位
の
相
互
承
認
に
関
す
る
規
定
を
引
き
継
ぐ
べ
き
こ
と
が
明
確
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

も
、
「
現
在
す
る
欧
州
法
」
の
完
全
な
引
継
ぎ
は
、
将
来
的
な
目
的
と
な
る
の
が
常
な
の
で
あ
る
。

第
一
段
階
で

そ
の
場
合
で

六
　
欧
州
協
定
の
法
的
意
義

449　欧州連合における法統合の方法論

　
一
九
八
○
年
代
末
と
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
共
産
主
義
国
家
体
制
の
崩
壊
は
、
今
世
紀
に
お
け
る
最
も
重
要
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ

る
。
東
側
に
お
け
る
根
本
的
な
政
治
的
変
革
は
、
制
度
的
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
経
済
改
革
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
市
場
経
済
へ
の
経

済
的
か
つ
法
的
転
換
を
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
共
産
主
義
政
治
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
、
相
互
経
済
援
助
（
O
O
匡
国
O
O
乞
）
の
た
め

の
会
議
は
、
た
だ
ち
に
一
九
九
一
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
で
解
散
し
た
後
、
ま
ず
最
初
に
、
貿
易
協
定
お
よ
び
共
同
協
定
（
従
前
の
E

W
G
V
二
三
条
の
根
拠
に
関
し
て
、
E
G
V
一
八
四
条
（
旧
一
三
三
条
）
）
が
、
E
G
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
全
体
と

し
て
は
一
〇
ケ
国
に
お
よ
び
、
か
つ
て
の
東
欧
圏
に
お
い
て
政
治
経
済
的
に
も
っ
と
も
進
ん
だ
国
々
と
の
間
で
「
欧
州
協
定
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
提
携
協
定
な
の
で
あ
る
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
そ
し
て
当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
（
○
ω
男
勾
）
と
の
欧
州
協
定
は
、
一
九
九

一
年
一
二
月
工
ハ
日
に
調
印
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
分
裂
に
よ
っ
て
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
四
日
に
二
つ
の
平

行
し
た
新
た
な
協
定
が
、
後
継
国
家
と
し
て
の
チ
ェ
コ
共
和
国
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
と
で
調
印
さ
れ
、
一
九
九
五
年
二
月
一
日
に

発
効
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
類
似
す
る
構
造
を
も
ち
、
広
く
同
じ
言
語
で
公
式
化
さ
れ
た
欧
州
協
定
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ル
ー
マ
ニ

一449一

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

た
と
え
ば
、
居
住
地
の
自
由
選
択
権
お
よ
び
職
業
自
由
権
に
関
す
る
白
書
の
中
で
、
第
一
段
階
で

は
調
整
規
則
、
第
二
段
階
で
は
学
位
の
相
互
承
認
に
関
す
る
規
定
を
引
き
継
ぐ
べ
き
こ
と
が
明
確
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
で

も
、
「
現
在
す
る
欧
州
法
」
の
完
全
な
引
継
ぎ
は
、
将
来
的
な
目
的
と
な
る
の
が
常
な
の
で
あ
る
。
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ノ、

欧
州
協
定
の
法
的
意
義

一
九
八

0
年
代
末
と
一
九
九

0
年
代
初
頭
の
共
産
主
義
国
家
体
制
の
崩
壊
は
、
今
世
紀
に
お
け
る
最
も
重
要
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ

る
。
東
側
に
お
け
る
根
本
的
な
政
治
的
変
革
は
、
制
度
的
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
経
済
改
革
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
市
場
経
済
へ
の
経
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済
的
か
つ
法
的
転
換
を
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
共
産
主
義
政
治
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
、
相
互
経
済
援
助
(
。
。
冨
開
(
U
。
Z
)
の
た
め

欧州連合における法統合の方法論

の
会
議
は
、
た
だ
ち
に
一
九
九
一
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
で
解
散
し
た
後
、

ま
ず
最
初
に
、
貿
易
協
定
お
よ
び
共
同
協
定
(
従
前
の

E

W
G
V
一
一
三
条
の
根
拠
に
関
し
て
、

E
G
V
一
八
四
条
(
旧
一
三
三
条
)
)
が
、

E
G
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
全
体
と

し
て
は
一

0
ヶ
国
に
お
よ
び
、

か
つ
て
の
東
欧
圏
に
お
い
て
政
治
経
済
的
に
も
っ
と
も
進
ん
だ
国
々
と
の
間
で
「
欧
州
協
定
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
提
携
協
定
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
(
わ
∞
匂
河
)

と
の
欧
州
協
定
は
、

一
九
九

ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、

一
年
一
二
月
一
六
日
に
調
印
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
分
裂
に
よ
っ
て
、

一
九
九
三
年
一

O
月
四
日
に
二
つ
の
平
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行
し
た
新
た
な
協
定
が
、
後
継
国
家
と
し
て
の
チ
ェ
コ
共
和
国
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
と
で
調
印
さ
れ
、

一
九
九
五
年
二
月
一
日
に

発
効
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
類
似
す
る
構
造
を
も
ち
、
広
く
同
じ
言
語
で
公
式
化
さ
れ
た
欧
州
協
定
が
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、

ル

1
マニ

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

た
と
え
ば
、
居
住
地
の
自
由
選
択
権
お
よ
び
職
業
自
由
権
に
関
す
る
白
書
の
中
で
、
第
一
段
階
で

は
調
整
規
則
、
第
二
段
階
で
は
学
位
の
相
互
承
認
に
関
す
る
規
定
を
引
き
継
ぐ
べ
き
こ
と
が
明
確
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
で

も
、
「
現
在
す
る
欧
州
法
」
の
完
全
な
引
継
ぎ
は
、
将
来
的
な
目
的
と
な
る
の
が
常
な
の
で
あ
る
。
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の
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的
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と
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九

0
年
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初
頭
の
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産
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家
体
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の
崩
壊
は
、
今
世
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に
お
け
る
最
も
重
要
な
出
来
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の
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で
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る
。
東
側
に
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け
る
根
本
的
な
政
治
的
変
革
は
、
制
度
的
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
経
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改
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の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
市
場
経
済
へ
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経
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済
的
か
つ
法
的
転
換
を
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
共
産
主
義
政
治
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
、
相
互
経
済
援
助
(
。
。
冨
開
(
U
。
Z
)
の
た
め

欧州連合における法統合の方法論

の
会
議
は
、
た
だ
ち
に
一
九
九
一
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
で
解
散
し
た
後
、

ま
ず
最
初
に
、
貿
易
協
定
お
よ
び
共
同
協
定
(
従
前
の

E

W
G
V
一
一
三
条
の
根
拠
に
関
し
て
、

E
G
V
一
八
四
条
(
旧
一
三
三
条
)
)
が
、

E
G
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
全
体
と

し
て
は
一

0
ヶ
国
に
お
よ
び
、

か
つ
て
の
東
欧
圏
に
お
い
て
政
治
経
済
的
に
も
っ
と
も
進
ん
だ
国
々
と
の
間
で
「
欧
州
協
定
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
提
携
協
定
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
(
わ
∞
匂
河
)

と
の
欧
州
協
定
は
、

一
九
九

ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、

一
年
一
二
月
一
六
日
に
調
印
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
分
裂
に
よ
っ
て
、

一
九
九
三
年
一

O
月
四
日
に
二
つ
の
平
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行
し
た
新
た
な
協
定
が
、
後
継
国
家
と
し
て
の
チ
ェ
コ
共
和
国
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
と
で
調
印
さ
れ
、

一
九
九
五
年
二
月
一
日
に

発
効
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
類
似
す
る
構
造
を
も
ち
、
広
く
同
じ
言
語
で
公
式
化
さ
れ
た
欧
州
協
定
が
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、

ル

1
マニ
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ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
間
に
お
い
て
後
に
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
提

携
し
た
第
三
諸
国
は
、
共
同
体
の
裁
判
制
度
に
参
加
す
る
資
格
を
獲
得
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
、
E
U
と
の
関
係
に

お
い
て
は
特
別
な
地
位
と
特
権
を
付
与
さ
れ
た
地
位
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
（
以
下
で
は
、

国
》
ω
内
と
略
す
）
と
の
協
定
を
例
に
挙
げ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
定
の
本
質
的
な
内
容
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
国
》
ω
国
は
、
協
定
当
事
国
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
権
利
義
務
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
最
長
一
〇
年
以
内
に
、
二
段
階
に

分
け
て
、
国
境
と
市
場
の
開
放
を
目
指
し
て
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
E
G
は
、
商
取
引
の
自
由
化
の
た
め
に
多
少
均
衡
を

欠
く
先
行
投
資
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
国
＞
ω
区
は
、
対
応
措
置
と
し
て
、
広
範
に
わ
た
る
経
済
生
活
に
お
け
る
共
同
体
法
秩
序
を
、

そ
の
国
内
法
に
徐
々
に
一
致
さ
せ
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
領
域
は
、
と
く
に
以
下
の
事
項
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
関
税
法
、
企
業
法
、
銀
行
法
、
企
業
の
会
計
報
告
と
租
税
、
知
的
所
有
権
、
職
場
労
働
者
の
権
利
保
護
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
、
企
業

　
間
の
競
争
規
則
、
人
類
の
健
康
と
生
命
の
保
護
、
動
植
物
の
保
護
、
消
費
者
の
保
護
、
間
接
税
、
工
業
技
術
部
門
の
規
則
と
規
範

　
（
Z
g
B
窪
）
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
領
域
に
関
す
る
規
則
、
交
通
と
環
境
（
両
》
ω
囚
七
〇
条
）

　
一
九
九
五
年
二
月
七
日
の
欧
州
委
員
会
白
書
（
≦
窪
冨
悶
8
R
9
＞
薯
3
図
冒
曽
賦
自
8
ぎ
冨
旨
巴
家
働
詩
魯
ξ
O
国
国
O
ω
）
は
、

こ
の
概
括
的
規
則
を
充
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
的
に
は
拘
束
力
が
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
政
治
的
に
指
針
と
な
る
計
画

を
、
こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
た
「
現
在
す
る
欧
州
法
」
の
引
継
ぎ
の
た
め
に
形
成
し
て
い
る
。

　
国
＞
ω
区
は
、
E
G
法
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
加
盟
連
合
型
の
提
携
協
約
を
表
現
し
て
い
る
。
国
＞
ω
内
の
努
力
は
、
そ
の
前
文
に
お

い
て
、
E
U
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
後
に
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
、
提
携
は
加
盟
国
に
と
っ
て
、
こ

の
目
的
実
現
に
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
と
い
う
協
定
相
手
国
の
「
見
解
」
を
示
し
て
い
る
。
国
》
ω
囚
の
法
秩
序
と
経
済
秩
序
が
、
E
G

一450一

ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
聞
に
お
い
て
後
に
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
提
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携
し
た
第
三
諸
国
は
、
共
同
体
の
裁
判
制
度
に
参
加
す
る
資
格
を
獲
得
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
、

E
U
と
の
関
係
に
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て
は
特
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と
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を
付
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れ
た
地
位
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
(
以
下
で
は
、

開
〉
ω同
と
略
す
)

と
の
協
定
を
例
に
挙
げ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
定
の
本
質
的
な
内
容
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

同
〉
ω同
は
、
協
定
当
事
国
と
の
聞
に
お
け
る
相
互
の
権
利
義
務
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
最
長
一

O
年
以
内
に
、
二
段
階
に

分
け
て
、
国
境
と
市
場
の
開
放
を
目
指
し
て
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、

E
G
は
、
商
取
引
の
自
由
化
の
た
め
に
多
少
均
衡
を
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欠
く
先
行
投
資
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
開
〉
ω同
は
、
対
応
措
置
と
し
て
、
広
範
に
わ
た
る
経
済
生
活
に
お
け
る
共
同
体
法
秩
序
を
、

そ
の
国
内
法
に
徐
々
に
一
致
さ
せ
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
領
域
は
、

と
く
に
以
下
の
事
項
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
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業
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の
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Z
2
5
8
)
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Z
D
Z
E
Z
B包
冨
何
回
停
止

S
h問
問
わ
∞
)
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こ
の
概
括
的
規
則
を
充
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
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、
法
的
に
は
拘
束
力
が
な
い
も
の
の
、
実
際
に
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政
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指
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計
画

を
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で
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「
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す
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開
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∞
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、

E
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す
れ
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、
加
盟
連
合
型
の
提
携
協
約
を
表
現
し
て
い
る
。
閃
〉
∞
同
の
努
力
は
、

そ
の
前
文
に
お

い
て
、

E
U
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
後
に
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
、
提
携
は
加
盟
国
に
と
っ
て
、
こ

の
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実
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に
役
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は
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で
あ
る
と
い
う
協
定
相
手
国
の
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見
解
」
を
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し
て
い
る
。
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の
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秩
序
と
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秩
序
が
、
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こ
の
概
括
的
規
則
を
充
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
的
に
は
拘
束
力
が
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
政
治
的
に
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針
と
な
る
計
画

を
、
こ
れ
ま
で
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州
法
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し
て
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る
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開
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同
は
、

E
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法
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
加
盟
連
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型
の
提
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協
約
を
表
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し
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い
る
。
閃
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の
努
力
は
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の
前
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に
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、
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の
メ
ン
バ
ー
に
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た
後
に
知
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と
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と
な
る
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と
に
限
ら
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る
も
の
の
、
実
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に
、
提
携
は
加
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と
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あ
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と
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の
そ
れ
ら
へ
徐
々
に
接
近
し
て
い
く
こ
と
が
、
協
定
の
本
質
的
内
容
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
い
国
際
法
上
の
協
定
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
イ
ド
の
た
め
に
、
E
U
加
盟
諸
国
内
の
法
に
優
先
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

せ
、
規
範
の
内
容
的
な
性
質
に
応
じ
て
、
直
接
的
な
効
果
が
生
じ
る
こ
と
を
、
「
共
同
体
法
秩
序
を
統
合
す
る
た
め
の
構
成
要
素
」
と

し
て
徹
底
的
に
陶
冶
し
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
、
国
家
当
局
と
裁
判
所
で
、
絶
対
的
か
つ
十
分
に
正
確
な
あ
ら
ゆ
る
協

定
規
定
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
、
対
立
す
る
ど
の
国
内
法
の
適
用
も
不
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
適
用
優
先
性
）
。

　
連
合
協
定
の
範
囲
内
に
お
け
る
連
合
議
会
の
決
定
な
ど
は
、
こ
の
種
の
決
定
が
、
協
定
と
の
直
接
的
な
事
実
関
係
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
か
ら
、
実
施
の
た
め
に
発
せ
ら
れ
、
ま
っ
た
く
同
様
に
協
定
自
体
が
共
同
体
法
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
対
応
す
る
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
あ
レ

法
上
の
協
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
委
員
会
決
定
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
国
》
ω
図
の
側
か
ら
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
コ
般
的
な
」
国
際
協
定
で
あ
る
欧
州
協
定
の
効
力
は
、
国
内
法
秩
序
に

し
た
が
い
、
最
終
的
に
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
憲
法
に
し
た
が
う
も
の
と
表
現
し
て
い
る
。
国
際
法
上
の
認
諾
義
務
の
優
先
性
と
国
》
ω
国

に
よ
る
欧
州
協
定
の
直
接
効
は
、
協
定
か
ら
取
り
出
す
こ
と
も
、
法
的
な
直
接
効
が
共
同
体
サ
イ
ド
に
の
み
あ
る
国
g
O
＝
の
判
例
拘

束
か
ら
取
り
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
協
定
は
、
構
造
か
ら
い
っ
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
（
E
W
R
）
に
か
か

わ
る
協
定
と
は
相
違
す
る
。
そ
う
し
た
体
系
化
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
現
在
す
る
欧
州
法
」
の
自
動

的
な
継
受
は
（
一
九
九
二
年
五
月
二
日
の
）
調
印
の
時
点
ま
で
、
さ
ら
に
国
際
協
定
上
の
義
務
は
、
そ
の
後
の
共
同
体
法
の
自
主
的
な

事
後
承
認
（
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
委
員
会
に
お
け
る
合
意
決
定
）
ま
で
、
国
⊆
O
＝
判
決
（
E
W
R
協
定
六
条
）
の
見
解
に
し
た
が
っ
て

い
る
。
こ
の
規
定
な
ら
び
に
議
事
録
三
五
の
委
任
に
よ
る
E
W
R
経
済
圏
協
定
三
条
（
「
信
頼
」
の
原
則
、
同
様
に
E
G
V
一
〇
条

（
旧
五
条
）
の
「
共
同
体
忠
誠
」
の
原
則
）
は
、
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
法
の
優
先
性
が
、
国
内
法
に
由
来
し
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の
そ
れ
ら
へ
徐
々
に
接
近
し
て
い
く
こ
と
が
、
協
定
の
本
質
的
内
容
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
イ
ド
の
た
め
に
、

E
U
加
盟
諸
国
内
の
法
に
優
先
さ

せ
、
規
範
の
内
容
的
な
性
質
に
応
じ
て
、
直
接
的
な
効
果
が
生
じ
(
初
こ
と
を
、
「
共
同
体
法
秩
序
を
統
合
す
る
た
め
の
構
成
要
(
勲
」
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
い
国
際
法
上
の
協
定
は
、

し
て
徹
底
的
に
陶
冶
し
て
い
る
。
同
時
に
、

そ
の
一
つ
一
つ
が
、
国
家
当
局
と
裁
判
所
で
、
絶
対
的
か
つ
十
分
に
正
確
な
あ
ら
ゆ
る
協

定
規
定
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
、
対
立
す
る
ど
の
圏
内
法
の
適
用
も
不
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
適
用
優
先
性
)
。

連
合
協
定
の
範
囲
内
に
お
け
る
連
合
議
会
の
決
定
な
ど
は
、
こ
の
種
の
決
定
が
、
協
定
と
の
直
接
的
な
事
実
関
係
に
基
づ
く
も
の
で

ま
っ
た
く
同
様
に
協
定
自
体
が
共
同
体
法
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
対
応
す
る
国
際

法
上
の
協
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
委
員
会
決
定
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
か
ら
、
実
施
の
た
め
に
発
せ
ら
れ
、

こ
れ
に
対
し
て
、
開
〉
ω同
の
側
か
ら
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
「
一
般
的
な
」
国
際
協
定
で
あ
る
欧
州
協
定
の
効
力
は
、
圏
内
法
秩
序
に

欧州連合における法統合の方法論

し
た
が
い
、
最
終
的
に
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
憲
法
に
し
た
が
う
も
の
と
表
現
し
て
い
る
。
国
際
法
上
の
認
諾
義
務
の
優
先
性
と
開
〉

ω同

に
よ
る
欧
州
協
定
の
直
接
効
は
、
協
定
か
ら
取
り
出
す
こ
と
も
、
法
的
な
直
接
効
が
共
同
体
サ
イ
ド
に
の
み
あ
る
開
C
の
出
の
判
例
拘

束
か
ら
取
り
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
協
定
は
、
構
造
か
ら
い
っ
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏

(
E
W
R
)

}
7

」、
A
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』
カ
カ

わ
る
協
定
と
は
相
違
す
る
。
そ
う
し
た
体
系
化
に
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る
こ
と
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、
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配
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よ
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ば
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欧
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法
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の
自
動
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な
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一
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の
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調
印
の
時
点
ま
で
、
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ら
に
国
際
協
定
上
の
義
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、

そ
の
後
の
共
同
体
法
の
自
主
的
な

ま
で
、
関
口
の
出
判
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(
E
W
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協
定
六
条
)

事
後
承
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(
全
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委
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に
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決
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の
見
解
に
し
た
が
っ
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た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
E
G
の
国
際
法
上
の
協
定
に
お
け
る
概
念
と
規
定
は
、
そ
の
文
脈
と
の
関
係
に
お
い
て
、
体
系
的
か
つ

目
的
論
的
で
あ
り
、
協
定
の
構
造
と
目
的
を
考
慮
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
、
国
‘
O
国
の
安
定
し
た
解
釈
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
E
W
G
／
E
G
協
定
と
自
由
貿
易
協
定
（
同
様
に
連
合
協
定
に
つ
い
て
も
有
効
と
さ
れ
る
）
に
お
け
る
同
一
の
文
言

は
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
内
容
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
勺
o
一
琶
9
判
決
に
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
同
一
の
効
力
な

ら
び
に
数
量
的
な
制
限
に
つ
い
て
の
措
置
」
の
概
念
は
、
す
べ
て
E
G
V
二
六
条
（
旧
二
八
条
、
E
W
G
V
三
〇
条
）
の
射
程
内
に
あ

り
、
と
く
に
【
O
器
器
8
臣
す
島
裁
判
の
理
論
を
踏
襲
し
て
い
る
。
国
q
O
国
は
、
そ
れ
に
対
す
る
結
論
を
二
つ
の
規
範
に
あ
る
異

な
っ
た
目
的
に
応
じ
た
方
向
づ
け
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
貿
易
協
定
は
ー
E
W
G
協
約
と
は
異
な
っ
て
1
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
み
レ

内
市
場
と
の
関
係
で
統
一
的
な
市
場
の
創
出
を
狙
っ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
表
現
で
は
、
当
然
に
関
係
す
る
E
G
法
の
安
定

し
た
法
理
論
的
見
方
が
、
連
合
諸
国
の
法
に
蓋
を
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
加
盟
す
る
こ
と
へ
の
期
待
に
よ
り
惹
起
せ

し
め
ら
れ
た
法
政
策
的
な
適
応
力
は
、
ま
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
。
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す
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目
的
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構
造
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目
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解
釈
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う
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の
安
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解
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指
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そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、

E
G
の
国
際
法
上
の
協
定
に
お
け
る
概
念
と
規
定
は
、

そ
の
文
脈
と
の
関
係
に
お
い
て
、
体
系
的
か
つ
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目
的
論
的
で
あ
り
、
協
定
の
構
造
と
目
的
を
考
慮
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
、
開
C
の
国
の
安
定
し
た
解
釈
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と

E
W
G
/
E
G
協
定
と
自
由
貿
易
協
定
(
同
様
に
連
合
協
定
に
つ
い
て
も
有
効
と
さ
れ
る
)

で
あ
る
。
ま
た
、

に
お
け
る
同
一
の
文
言

は
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
内
容
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
司
己
三

-2
判
決
に
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
同
一
の
効
力
な

ら
び
に
数
量
的
な
制
限
に
つ
い
て
の
措
置
」
の
概
念
は
、
す
べ
て
E
G
V
二
六
条
(
旧
二
八
条
、

E
W
G
V
三

O
条
)

の
射
程
内
に
あ

法学論集

り
、
と
く
に
【
(
U
m

凶
器
宮
色
。
ロ
位
。
ロ
】
裁
判
の
理
論
を
踏
襲
し
て
い
る
。
開
C
O
E
は、

そ
れ
に
対
す
る
結
論
を
二
つ
の
規
範
に
あ
る
異

な
っ
た
目
的
に
応
じ
た
方
向
づ
け
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
貿
易
協
定
は
|
|
E
W
G
協
約
と
は
異
な
っ
て
|
|
圏

内
市
場
と
の
関
係
で
統
一
的
な
市
場
の
創
出
を
狙
っ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
口
こ
の
表
現
で
は
、
当
然
に
関
係
す
る
E
G
法
の
安
定
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し
た
法
理
論
的
見
方
が
、
連
合
諸
国
の
法
に
蓋
を
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
加
盟
す
る
こ
と
へ
の
期
待
に
よ
り
惹
起
せ

し
め
ら
れ
た
法
政
策
的
な
適
応
力
は
、

ま
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
。

(
原
注
)

(
1
)

〈
m
州
戸
〉

1
・
司
〉

σω-N
開

C
J〉
君
。

DM円
『
品
目
。

d
E。
ロ
門
出
め
の
門
口
同
戸
内
田

B
n
Z
O
何
百
宮

2
;
:・
者
一
。
位
。

ω向
。
町
宮

Hω
己

mwDmOB巴
D
S
B
Oロ
〈

2Eωω
ロロ

m-

ωロι

ぴ
ぬ
円
]
町
内

O門
己
口
問
。
ロ
門
町
吋
富
山
同
m
州
]
目
。
門
富
山
山
件
。
ロ
包

ω
巴

-mOB巴
ロ
ゅ
の

E
E
ω
出
NO
品
g
の
0
5
0山口
ω岳
民
z
s
n
F
Z
O吋
関
与

ODE-

の
め
白
山
由
民
〉
ユ
・

NH日
〉

σω-N
明
。
〈

}02Z件目
B
回

q
a円リ}戸内同
mw一
門
担
回
目

ωぬ
吋
〈
雪
片

g
m
z
n
v
o
D
(乱
。
-
停
止

RFOHH)
田
町
民
吉
ロ
向
島

o
C
O
B巴
ロ

RFmw岸

∞
岳
山
丘
8
8
B
E
N
-
-
E岳
仏
ODM凶

=
m
o
g巳
5
5
F
S
Z
m
Eロ門凶器
R
8・
門
出
。
門

HOD
同

R
Z
g
a
D
5
m
g
弘
常
富
山
仲
間
ロ

&ω
冨
町
民

g
m
O
B巴
D
S
E

ω円
ロ
門
】
恥

h.



4
5
3　

欧
州

連
合

に
お

け
る

法
統

合
の

方
法

論

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ハ

6　
54

32
11
10
　

9　
8　

　
　

7
14
　

　
13
12

　 　 9 鼠 一 ＜ o ヨ 一 軌 ・ 『 」 。 。 鰹 O o ω 雷 ＼ 国 2 国 堂 認 。 ① ＼ ① ド 嘗 O 函 国 一 。 。 麻 ” o o 、 一 謡 ト 一 N ① 。 ●

　 　 ω o R ω 叶 ヨ 巴 ω O 旨 Φ ＝ ＜ o ヨ 一 ㎝ ● S 一 。 ① 倉 鋤 ● p ρ ω 」 零 O ●

O 駄 Φ ω 凝 什 Φ 幻 Φ 。 算 ω 質 。 9 仁 凝 α Φ ω 嘗 O ＝ ω ゆ 詳 q 箒 臨 ＜ 。 B g N 」 。 ① 辞 く き O 。 且 卸 い 。 。 ω 扇 ω 』 。 ＼ ① N 》 田 O 国 閃 一 。 。 ω あ ● ど 謹 ●

d 誉 離 ＜ § 吟 N 。 一 。 c。 c 。 ” 竃 鐸 『 9 ざ 菊 ω ● 曼 ＼ c 。 9 窪 O 頃 国 一 。 。。 。 。 ｝ ω ’ 。 お る 誉 ＝ ＜ § ＝ 9 刈 ・ 一 。 。 。 。 扇 。 益 雰 B 貫 雰 一 『 。 ＼ 。。 。 。 葛 ら ＝ 国

一 。 。 。 。 ” ω 』 ω O S

N 。 ω と 冨 一 一 ＜ ・ e ㎝ 。 N 」 。 。 。 一 ” ＝ 。 署 讐 『 扇 ω ひ 。 ＼ 。 。 ρ 野 O 頃 国 一 。 。 。 ど ω 。 ω Q 。 ㎝ る 箒 ＝ ＜ 。 ヨ N 9 一 。 」 。 。 。 鉾 ゑ ・ 一 協 扇 ω 』 N 一 ＼ 。 。 ρ 窪 O ＝ 国

一 。 。 。 ρ ψ ω ① 。 。 ご ¢ 器 嵩 ＜ 。 ヨ N ① 」 。 」 。 。 。 ρ 田 昌 R 鷺 び 雰 曽 。 ＼ 。 。 ど 野 ○ ＝ 国 一 。 。 。 ρ ω 9 ω ＄ 。 （ く Φ 魯 g α R 国 浮 。 び 巨 閃 轟 け 一 8 巴 R N α 一 一 ①

げ 署 畠 国 ぎ 盆 ぼ 二 暴 簿 N 器 仁 R 鋤 亀 ω g 警 げ § 暢 a 箒 ＝ ヨ 一 一 一 。 α q 巴 窪 ＝ き 量 y

　 　 N 。 甲 O 旨 ① 臨 く ○ 日 一 F S 一 。 。。 。 。 も 邑 O 一 〇 良 雲 q 。 餌 ● 扇 ω 」 。 ミ 。 。 ㎝ ｝ 田 O 頃 両 一 。 。。 。 。 あ ● 養 。。 。 。 ｝ 島 。 。 ㎝ 旧 9 什 巴 ＜ ○ 曇 罫 刈 ■ 一 。 。。 。 。 一 N o 巳 扇 ψ

。 。 ＼ 。 。 9 田 の ＝ 国 一 。 。。 。 。 ） ω ● 島 。 。 切 」 ω ミ （ R ひ q ぎ N Φ ＆ ① 轟 叶 一 。 墨 一 Φ 竃 践 墨 『 ヨ g N 二 目 霞 § の 蓉 N 琶 晦 血 R O § 晋 錦 ヨ 窪 言 轟 ∈ 。 一 一 鼻 ） ．

　 　 N ● ω と 箒 臨 ＜ ・ ヨ 一 N 。 ω ● 一 。 。 。 刈 麹 o ヨ 邑 の ω 一 8 ＼ U Φ 暮 ω 。 巨 餌 ＆ … 勾 Φ 一 嘗 Φ 駐 鵯 げ 。 焦 葺 ω 醇 、 ． 扇 ω 、 嵩 。 。 ＼ 鯉 曽 O 国 国 一 。 。 。 刈 》 ψ 一 旨 8 一 曽 卜

　 　 N g o o ・ d 旨 巴 く O B 一 N ● ω 」 。 。 。 刈 る ’ 騨 O ：

　 　 d 旨 Φ ＝ ＜ ○ ヨ 一 。 ● ① 」 8 ρ 男 蝉 g o 辟 四 ヨ ρ 寄 6 － 圏 G 。 ＼ 。 。 汐 野 O 自 団 一 。 。 。 ｝ ω 。 7 謹 ω ω 。

　 　 N 9 切 ， d 量 ＝ ＜ o ヨ 鐸 。 ● 一 。 G 。 ω ” U ① 暮 ω 。 箒 言 一 。 冥 ○ 暮 ・ 吋 一 罐 』 8 幽 嶺 ＼ 。 。 ρ 曽 O ＝ 国 一 。 。 。 ρ ω ● N 。 ω ω 』 。 脇 h （ 盈 。 評 8 ＆ Φ 歪 鑛 墜

d 筒 ① 魯 £ 。 N 魯 一 § ω Φ 曽 随 ぼ づ ） 造 冨 ＝ ＜ 。 ヨ 一 。 」 一 ● 一 。 β 零 き 8 ＜ 喜 扇 8 一 断 鼠 F 餌 扇 ω ● 9 ① ＼ 。 。 § 血 O － 。 ＼ 。 ρ 田 O 国 国 一 。 β

ω 」 － 認 ㎝ ざ g 一 曾 9 鼠 一 ＜ ・ ヨ ㎝ ■ ω 」 8 9 野 霧 弩 一 ① α q 霧 9 ① 漢 § 血 問 8 8 量 ヨ ρ 肉 ω 6 山 。 ＼ 。 。 。 § O O 山 。 。 ＼ 。 ら 。 』 。 魯 凱 。 耳 ぎ

曽 葺 一 凶 魯 R 留 ヨ 巨 § 磯 （ ω 鼠 簿 昏 錬 g 轟 壽 鵬 窪 く 。 曇 呂 曾 α q 畠 Φ 昌 ○ ① ヨ ① 募 魯 聾 ω 8 9 け y

　 　 O 昌 o 鵠 ＜ o B N N 。 N 」 。 鐸 園 ① 壽 － N o 耳 邑 ” 雰 ● 園 。 ＼ 刈 。 。 導 曽 O ＝ 国 一 。 β ω 9 9 。 ■

　 　 ω 薮 邑 凶 α q 。 勾 8 算 ω 胃 ① 3 § 鵬 α ① ω 野 ○ 員 N 。 ω と 器 ＝ ＜ 。 B 。 。 N 」 。 。 ㎝ ト ① 。 一 R 。 ＼ ↓ 閏 一 仁 ＆ 竃 9 菊 ω 6 1 一 嵩 ＼ 。 ω 扇 お 国 国 一 8 9 ψ

H － 嵩 り る 一 。 塗 腔 9 ① 壁 魯 霞 。 ∪ き ω Φ 9 山 9 。 ＆ ゴ 魯 8 ω 国 O － ≦ 簿 ω O ご 津 の お 。 辟 9 0 一 』 ≦ 弩 Φ 茗 翰 犀 ① ぼ － 9 § 警 Φ 鴨 一 P 盈 霞 ら 9

　 　 N 。 ω ● d 誹 ① ＝ ＜ o 巨 ω 。 」 一 」 。 。 。 ω ｝ ＜ き 評 暮 Φ ざ β 評 』 曽 ＼ 。 。 ρ 野 ○ ＝ 国 一 。 。 。 ω ℃ ω 畳 。。 。。 。 。 ω 旧 d 箒 臣 ＜ ○ 葺 一 。 。 旨 。 一 。 。 。 9 冒 ○ 膏 矯 寄 』 囑

＼ 。 。 ♪ 田 ○ ＝ 国 一 。 。 。 μ ψ ω 。。 。 。 。 馴 d 量 ＝ 〈 o ヨ 8 ω 」 。 。 。 P ω 。 げ 二 言 8 ぎ さ 寄 』 嶺 ＼ 。 。 8 曽 O ＝ 国 一 。 。 。 P ω 。 臼 ご d 箒 一 一 ＜ ・ ヨ 一 ① 9 餅 一 。 。 ど

曽 ユ 箏 評 巽 β 評 6 － 。 。 ミ ＼ 。 。 P ヨ O ＝ 閃 一 。 。 一 ” ω 」 － 一 § S

45
3

Urteil vom 15. 7. 1964， Costa 1 ENEL， Rs. 6/64， EuGHE 1964， S. 1251， 1269. 

So erstmals Urteil vom 15. 7. 1964， a. a. 0.， S. 1270. 

Gefestigte Rechtsprechung des EuGH seit Urteil vom 5. 2. 1963， Van Gend & Loos， Rs. 26/62， EuGHE 1963， S. 1， 24. 

Urteil vom 4.2.1988， Murphy， Rs. 157 186， EuGHE 1988， S. 673 ; Urteil vom 11. 7. 1989， Ford Espana， Rs. 170/88， EuGHE 

("" ) 

(的)

(叩)

(∞) 

-

1

的
思
|

1989， S. 2307. 

(c.o) Z.B. Urteil vom 5. 2. 1981， Horvath， Rs. 50 1 80， EuGHE 1981， S. 385 ; Urteil vom 26. 10. 1982， Wolf， Rs. 2211 80， EuGHE 

1982， S. 3681 ; Urteil vom 26. 10. 1982， Einberger， Rs. 240/81， EuGHE 1982， S. 3699 (Verbot der Erhebung nationaler Zδlle 

bzw. Einfuhrumsatzsteuer auf Betaubungsmittel im illegalen Handel). 

(ド) Z.B. Urteil vom 14. 7. 1988， Drei Glocken u.a.， Rs. 407 185， EuGHE 1988， S. 4233， 4285 ; Urteil vom 14. 7. 1988， Zoni ， Rs. 

90 1 86， EuGHE 1988， S. 4285， 4307 (erganzende nationale Masnahmen zur Unterstutzung der Gemeinsamen Agrarpolitik). 

(∞) Z.B. Urteil vom 12. 3.1987， Kommission 1 Deutschland， " Reinheitsgebot fur Bier“， Rs. 178/74， EuGHE 1987， S. 1227， 1274. 

(∞) Z.B. Urteil vom 12. 3. 1987， a. a. 0 .. 

(ヨ) Urteil vom 19. 6. 1990， Factortame， Rs. C-213/89， EuGHE 1990， S. 1-2433. 

(口) Z.B. Urteil vom 21. 9. 1983， Deutsche Milchkontor， Rs. 205-2151 82， EuGHE 1983， S. 2633， 2655 f. (Ruckforderung zu 

Unrecht gezahlter Beihilfen) ; Urteil vom 19. 11. 1991， Francovich， Bonifaci u. a， Rs. C-6/90 und C-9/90， EuGHE 1991， 

S. 1-5357， 5416 ; Urteil vom 5. 3. 1996， Brasserie du Pecheur und Factortame， Rs. C-16/93 und C-18 1 93， noch nicht in 

amtlicher Sammlung (Staatshaftung wegen Verstδsen gegen Gemeinschaftsrecht). 

(;::::) Urteil vom 22. 2. 1979， Rewe-Zentral， Rs. 120178， EuGHE 1979， S. 649. 

(口) Standige Rechtsprechung des EuGH， z. B. Urteil vom 9. 2. 1995， Lec1erc 1 TF 1 und M6， Rs. C-112/93， EuGHE 1995， S. 

1 -179， 219 ff. Siehe auch M. Dauses， Handbuch des EG-Wirtschaftsrechts， C. I. ，羽Tarenverkehr-Grundregeln， Rdnr. 96. 

(ヨ) Z.B. Urteil vom 30. 11. 1983， van Bennekom， Rs. 227 182， EuGHE 1983， S. 3883 ; Urteil vom 10. 12. 1985， Motte， Rs. 247 

184， EuGHE 1985， S. 3898 ; Urteil vom 7. 3. 1989， Schumacher， Rs. 215/87， EuGHE 1989， S. 617 ; Urteil vom 16. 4. 1991， 

Eurim-Pharm， Rs. C-347 189， EuGHE 1991， S. 1-1747. 

纏
混
同
帆
Q
h中
曝
拠
点
E
b
竹けあ

F
刷
刑
T
T
h
M
幽

的
市
山
噌

-

1

的
思
|

Urteil vom 15. 7. 1964， Costa 1 ENEL， Rs. 6/64， EuGHE 1964， S. 1251， 1269. 

So erstmals Urteil vom 15. 7. 1964， a. a. 0.， S. 1270. 

Gefestigte Rechtsprechung des EuGH seit Urteil vom 5. 2. 1963， Van Gend & Loos， Rs. 26/62， EuGHE 1963， S. 1， 24. 

Urteil vom 4.2.1988， Murphy， Rs. 157 186， EuGHE 1988， S. 673 ; Urteil vom 11. 7. 1989， Ford Espana， Rs. 170/88， EuGHE 

1989， S. 2307. 

(c.o) Z.B. Urteil vom 5. 2. 1981， Horvath， Rs. 50 1 80， EuGHE 1981， S. 385 ; Urteil vom 26. 10. 1982， Wolf， Rs. 2211 80， EuGHE 

1982， S. 3681 ; Urteil vom 26. 10. 1982， Einberger， Rs. 240/81， EuGHE 1982， S. 3699 (Verbot der Erhebung nationaler Zδlle 

bzw. Einfuhrumsatzsteuer auf Betaubungsmittel im illegalen Handel). 

(ド) Z.B. Urteil vom 14. 7. 1988， Drei Glocken u.a.， Rs. 407 185， EuGHE 1988， S. 4233， 4285 ; Urteil vom 14. 7. 1988， Zoni ， Rs. 

90 1 86， EuGHE 1988， S. 4285， 4307 (erganzende nationale Masnahmen zur Unterstutzung der Gemeinsamen Agrarpolitik). 

(∞) Z.B. Urteil vom 12. 3.1987， Kommission 1 Deutschland， " Reinheitsgebot fur Bier“， Rs. 178/74， EuGHE 1987， S. 1227， 1274. 

(∞) Z.B. Urteil vom 12. 3. 1987， a. a. 0 .. 

(ヨ) Urteil vom 19. 6. 1990， Factortame， Rs. C-213/89， EuGHE 1990， S. 1-2433. 

(口) Z.B. Urteil vom 21. 9. 1983， Deutsche Milchkontor， Rs. 205-2151 82， EuGHE 1983， S. 2633， 2655 f. (Ruckforderung zu 

Unrecht gezahlter Beihilfen) ; Urteil vom 19. 11. 1991， Francovich， Bonifaci u. a， Rs. C-6/90 und C-9/90， EuGHE 1991， 

S. 1-5357， 5416 ; Urteil vom 5. 3. 1996， Brasserie du Pecheur und Factortame， Rs. C-16/93 und C-18 1 93， noch nicht in 

amtlicher Sammlung (Staatshaftung wegen Verstδsen gegen Gemeinschaftsrecht). 

(;::::) Urteil vom 22. 2. 1979， Rewe-Zentral， Rs. 120178， EuGHE 1979， S. 649. 

(口) Standige Rechtsprechung des EuGH， z. B. Urteil vom 9. 2. 1995， Lec1erc 1 TF 1 und M6， Rs. C-112/93， EuGHE 1995， S. 

1 -179， 219 ff. Siehe auch M. Dauses， Handbuch des EG-Wirtschaftsrechts， C. I. ，羽Tarenverkehr-Grundregeln， Rdnr. 96. 

(ヨ) Z.B. Urteil vom 30. 11. 1983， van Bennekom， Rs. 227 182， EuGHE 1983， S. 3883 ; Urteil vom 10. 12. 1985， Motte， Rs. 247 

184， EuGHE 1985， S. 3898 ; Urteil vom 7. 3. 1989， Schumacher， Rs. 215/87， EuGHE 1989， S. 617 ; Urteil vom 16. 4. 1991， 

Eurim-Pharm， Rs. C-347 189， EuGHE 1991， S. 1-1747. 

("" ) 

(的)

(叩)

(∞) 

纏
混
同
帆
Q
h中
曝
誕
の
ご
む
わ
竹
け
あ
F
刷
刑
T
T
h
M
幽

的
市
山
噌



法
学

論
集

　
49

〔
山

梨
学

院
大

学
〕

　
45

4

20
　

19
　

18
　

17
　

16
　

15
）

　
　

　
）

　
　

　
）

　
　

　
）

　
　

　
）

　
　

　
）

23
22

21
2
9　

2
8　

2
7　

2
6　

25
　
24

（ 30 ）

　 ＞ 国 ● 国 O 一 〇 〇 。 ρ O 謡 9 ψ ド

　 区 O 竃 （ o 。 ㎝ ） 。 。 一 。 窪 猪 ●

　 ＞ 望 ● 国 〇 一 。 。 。 9 9 ω 9 ω ● ド

　 　 囚 O 霞 （ 。 。 ㎝ ） ① 。 ω ① ＆ α q 。

　 　 ＞ 国 。 国 ○ 一 〇 お ” い 刈 S ψ 8 。

　 　 》 ω 一 ● 国 O 一 。 。 。 ω ” い 一 。 P ω ● 。 。 品 ① 鋤 且 ① 旨 α 霞 魯 困 9 二 注 ① 。。 。 。 ＼ 一 。 。 ⑲ ＼ 閃 ρ 》 ou 一 ’ 国 O 一 。 。。 。 。 ℃ い 。 。 一 》 ψ 拐 琶 q 費 『 魯 困 o 琶 凶 三 ① 漣 ＼ 一 。

＼ 国 薯 ρ ＞ 閃 一 ● 国 ○ 一 8 斜 目 。 ρ ω 」 ’

　 　 》 二 ω 鴨 8 糞 ヨ 窪 の 一 且 一 ① 9 ひ q 一 一 3 良 Φ ＜ g 8 巳 ○ 惹 一 窪 ω Φ ま こ ① 昌 8 の 置 ① 一 Φ 讐 窪 什 ① o ぎ 一 ω 魯 窪 9 Φ N 5 ぎ 叶 一 〇 昌 ① p

　 　 》 国 ， 国 ○ 一 8 ρ い 旨 o
。 ” ψ 謹 。

　 　 国 営 ① 閃 濃 g ＆ 0 9 ① ω び o N 凝 一 一 〇 げ 。 ＞ 8 こ 昌 巷 磯 ω ぎ B 稀 一 g N 瓢 R 囚 o ヨ 鼠 の ω 凶 8 鷺 誉 辟 g Φ Z 一 。 匪 閃 闘 簿 ω 匹 9 。 鴨 α R ω ⊆ 邑 ① 鴇 8 昌 算

∪ 。 g ω 9 一 鋤 民 ＜ o こ 。 ヨ 浮 ○ 国 窪 Φ げ ぎ α R ω m 3 Φ o 言 Φ 団 ほ o 侭 と 箒 ＝ ＜ o B 。 ● 。 。 温 。 総 ｝ U 雲 § 一 蝉 ＆ ＼ 寄 戸 雰 6 － ω 昭 ＼ 貫 曽 O 国 国

一 。 。 倉 ω ● 一 － ω O 。 。 一 ●

　 　 》 国 ● 閃 の お G 。 P い 一 P ω ● 一 S

N 。 b o 。 田 9 二 巨 ① 謡 ＼ ω 露 ＼ 閏 譲 O 号 ω 寄 8 ω ＜ ・ ヨ 一 。 ● 。 」 。 誤 ） 》 ㌍ 国 〇 一 零 ㎝ ” い 一 。 8 ω 」 （ h 宥 酵 器 ） ●

　 　 困 。 竃 菖 の 。 。 ㎝ ＼ ω 。 。 ミ 国 譲 O α Φ ω 寄 け ① ω ＜ o ヨ 一 。 。 ① 」 。 。 。 ㎝ ” 》 ω 一 。 国 O 一 。 。 。 ㎝ ｝ い 旨 ω る ● 一 ㎝ ●

　 　 》 国 ● 閃 の 一 8 ρ い N 。 。 ｝ ω 9 謡 ●

　 　 q 辞 。 ＝ ＜ o ヨ ㎝ 」 。 。 一 零 。 。 ： ｝ 囲 暑 豊 島 弩 段 ① 旨 ⑦ 、 ． ｝ 国 ω 』 ① ＼ 刈 。 。 鴇 窪 O 頃 国 一 零 。 。 あ 」 刈 斧 一 ミ 。。 ．

　 　 O 箒 出 ＜ o ヨ N ① ■ 。 。 」 。 。 。 刈 ； 博 ≧ 蒔 ① ヨ ① 嘗 ① N o 一 膏 鋒 R ① 目 窪 、 、 博 評 。 ホ ＼ 。 。 9 野 O ＝ 国 一 。 。 。 8 ω ● に 。 ω 口 ㎝ 8 “ ¢ 量 出 ＜ ○ 日 N 刈 ● 。 ● 一 。 。。 。。 ）

内 o ヨ 邑 の ω 剛 8 ＼ 評 什 劾 ω 」 。 ㎝ ＼ 。 。 ∫ 窪 O ＝ 国 一 。 。。 。 。 あ 。 誤 盒 ” ㎝ ま ㌣ 9 鼠 一 ＜ o ヨ ω 。 ● ㎝ 」 。 。 。 。 麹 o ヨ 邑 ω ω 一 g ＼ 寄 “ 評 』 島 ＼ 。 。 S 国 ら 出 国

一 。 。 。 。 あ ● 一 蕊 9 に 認 造 昌 Φ 一 一 く o ヨ N 。 。 9 。 ● 一 8 ρ 9 一 ① 。 冨 昌 一 餌 ＆ ＼ 園 簿 （ ご ↓ ω 9 Φ 旨 。 ξ 一 ． 、 ） あ ω 。 O － ＄ ＼ 。。 。 。 葛 お ＝ 国 一 。 。 ρ ω ● 一 山 認 8 一 3 一

一 ご 箒 臨 ＜ ・ 旨 一 一 ・ 。 」 8 ザ く R Φ 注 讐 ① ω 内 曾 一 ひ q 邑 魯 ＼ 評 “ 寄 ● 9 鰹 ＼ 。 。 P 9 。 。 ＼ 。 。 。 § α 9 逡 ＼ 。 。 。 葛 る ＝ 国 一 8 ザ ω 。 一 － 一 謡 8 一 お 。

旧 9 け 巴 ＜ o 目 S 8 一 。 貫 国 － ＼ 寄 什 （ こ 》 亀 窪 跨 斡 一 婁 ① 。 げ こ 8 ω ε 号 導 窪 ． ． y 認 6 山 3 ＼ 。 9 野 O 国 閃 一 。 貫 ω ● 同 － 欝 。 。 。

　 　 ω o 容 目 窪 。 薯 ㊤ N 巽 O 且 o 琶 毒 鵬 α ① 門 曾 舞 隻 9 雪 ＝ ㊤ 且 Φ 一 弩 8 ε o 一 Φ （ 妻 『 ） 国 爲 鳳 。 匡 § 四 窪 α R 嘗 8 冨 凶 ω 魯 雲 閤 。 目 巨 ω ω 凶 8

一
45

4

ー

l
司
凶
叩

l
l

(出) AB1. EG 1980， C256， S. 2. 

(吉) KOM (85) 310 endg. 

(口) AB1. EG 1985， C136， S. 1. 

(出) KOM (85) 603 endg. 

(~) AB1. EG 1973， L 77， S. 29. 

(詩) AB1. EG 1983， L109， S. 8. geandert durch Richtlinie 88/182/ EG， AB1. EG 1988， L 81， S. 75， und durch Richtlinie 94/10 

/ EWG， AB1. EG 1994， L100， S. 1. 

(民 Ausgenommensind lediglich die von den lokalen Behδrden festgelegten technischen Spezifikationen. 

(お) AB1. EG 1992， L 228， S. 24. 

(~) Eine gegen die diesbezugliche Anordnungskompetenz der Kommission gerichtete Nichtigkeitsklage der Bundesrepublik 

Deutschland vor dem EuGH blieb in der Sache ohne Erfolg: Urteil vom 9.8.1994， Deutscland / Rat， Rs. C-359 / 92， EuGHE 

1994， S. I-3681. 

(詩) AB1. EG 1989， L 19， S. 17. 

(民) Z.B. Richt1inie 75 / 362 / EWG des Rates vom 16. 6. 1975， ABl. EG 1975， L 167， S. 1 (fur Arzte). 

(お) Richt1inie 85 / 384 / EWG des Rates vom 10. 6. 1985， AB1. EG 1985， L 223， S. 15. 

(お) ABl. EG 1992， L 209， S. 25. 

(~) Urteil vom 5. 10. 1978， " Invaliditatsrente“， Rs. 26 / 78， EuGHE 1978， S. 1771， 1778. 

(~) Urteil vom 26. 3. 1987， " Allgemeine ZollpraferenzenぺRs.45/86， EuGHE 1987， S. 1493， 1520 ; Urteil vom 27. 9. 1988， 

Kommission / Rat， Rs. 165/87， EuGHE 1988， S. 5545， 5562 ; Urteil vom 30.5.1989， Kommission / Rat， Rs. 242/87， EuGHE 

1989， S. 1425， 1452 ; Urteil vom 29. 3. 1990， Griechenland / Rat (" Tschernobyl“)， Rs. C-62 / 88， EuGHE 1990， S. I-1527， 1551 

; Urteil vom 11. 6. 1991， Vereinigtes Kδnigreich / Rat， Rs. C-51 /89， C-90 /89 und C-94 / 89， EuGHE 1991， S. I-1757， 1790 

; Urteil vom 7. 7. 1992， EP / Rat (" Aufenthaltsrecht des Studenten“)， Rs. C-295 / 90， EuGHE 1992， S. I-5299. 
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ergehen (Art. 37 Abs. 6 EGV). Zur Verwirklichung der Gemeinsamen Agrapolitik stehen dem Rat wahlweise 

Verordnungen， Richtlinien， Entscheidungen oder Empfehlungen zur Verfugung (Art. 43 Abs. 2 EGV) . Masnahmen zur 

Herstellung der Freizugigkeit der Arbeitnehmer konnen durch Richtlinien oder Verordnungen des Rates (im Verfahren der 

Mitentscheidung mit dem Europaischen Par1ament) getroffen werden (Art. 49 EGV). Hingegen konnen auf dem Gebiet des 

Nieder1assungsrechts und des freien Dienstleistungsverkehrs nur Richtlinien des Rates (im Niederlassungsrechts im 

Verfahren der Mitentscheidung mit dem Europaischen Par1ament) erlassen werden (Art. 54 Abs. 2， 57 Abs. 1， 63 Abs. 2 

EGV). 1m Bereich der Wettbewerbsregeln kommen wahlweise Verordnungen oder Richtlinien des Rates in Betracht (Art. 

87 Abs. 1 EGV). 

Wahrend vor Inkrafttreten der Einheitlichen Europaischen Akte (EEA) die allgemeine Rechtsangleichung zur Verwirkli-

chung des Gemeinsamen Marktes nur durch Richtlinien des Rates erfolgen konnte (Art. 100 EWGV) ， kann nach der durch 

die EEA eingefugten neuen Vorschrift des Art. 100 a EGV die Rechtsangleichung mit Bezug auf den Binnenmarkt in der 

Form nicht spezifizierter " Masnahmen“(des Rates im Verfahren der Mitentscheidung mit dem Europaischen Par1ament) 

betrieben werden. 

Schlieslich ermachtigt die Luckenfullungsklausel (" implied powers c1ause“) des Art. 235 EGV zum erganzenden Erlas 

der " geeigneten V orschriften“durch den Rat， sowie keine spezifische Ermachtigungsgrundlage einschlagig ist. 

(お) Vgl. Komitologiebeschlus des Rates vom 13. 7. 1987， ABl. EG 1987， L 197， S. 33 ; geandert durch Beschlus des Rats vom 

28. 6. 1999， ABl. EG 1999， L 184， S. 23. 

(~) Urtei1 vom 11. 6. 1991， " Titandioxid-Abfalle“)， Rs. C-300 / 89， EuGHE 1991， S. 1-2867. 

(お) Verordnung Nr. 1408/71 / EWG vom 14. 6. 1971， kodifizierte Fassung ABl. EG 1992， C 325， S. 1. 

(話) Z.B. Urtei1 vom 7. 2. 1973， Kommission / Italien， Rs. 39/73， EuGHE 1973， S. 101， 115 ; Urteil vom 5. 5. 1977， Koninklijke 

Scholten Honig， Rs. 101/76， EuGHE 1977， S. 797， 807 ; Urtei1 vom 6.10.1982， Alusuisse， Rs. 307 / 81， Slg. 1982， S. 3463， 3472. 

Dabei ist es unerheblich， ob sich die erfasten Personen " der Zahl nach oder sogar namentlich mit mehr oder weniger 

groser Genauigkeit bestimmen lassen， sofern nur feststeht， das die Masnahme nach ihrer Zweckbestimmung aufgrund 
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ergehen (Art. 37 Abs. 6 EGV). Zur Verwirk1ichung der Gemeinsamen Agrapo1itik stehen dem Rat wahlweise 

Verordnungen， Richtlinien， Entscheidungen oder Empfehlungen zur Verfugung (Art. 43 Abs. 2 EGV) . Masnahmen zur 

Herstellung der Freizugigkeit der Arbeitnehmer konnen durch Richtlinien oder Verordnungen des Rates (im Verfahren der 

Mitentscheidung mit dem Europaischen Par1ament) getroffen werden (Art. 49 EGV). Hingegen konnen auf dem Gebiet des 

Nieder1assungsrechts und des freien Dienstleistungsverkehrs nur Richt1inien des Rates (im Niederlassungsrechts im 

Verfahren der Mitentscheidung mit dem Europaischen Par1ament) er1assen werden (Art. 54 Abs. 2， 57 Abs. 1， 63 Abs. 2 

EGV). 1m Bereich der Wettbewerbsregeln kommen wahlweise Verordnungen oder Richt1inien des Rates in Betracht (Art. 

87 Abs. 1 EGV). 
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betrieben werden. 
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Scholten Honig， Rs. 101/76， EuGHE 1977， S. 797， 807 ; Urteil vom 6.10.1982， Alusuisse， Rs. 307 / 81， Slg. 1982， S. 3463， 3472. 
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eines objektiven Tatbestands rechtlicher oder tatsachIicher Art anwendbar ist“: Urteil vom 11. 7. 1968， Zuckerfabrik 

Watenstedt， Rs. 6/68， EuGHE 1968， S. 611， 621 ; UrteiI vom 5. 5. 1977， KoninkIijke Scholten Honig， a. a. 0.， S. 808. 

(忠 UrteiIvom 7. 2. 1973， Kommission / ltaIien， a. a. 0.， S. 103. 

(お) Urtei1 vom 27.6.1990， KowaIska， Rs. C-33 / 89， EuGHE 1990， S. 1-2591， 2611 ; Urteil vom 7. 2.1991， Nimz， Rs. C-184/ 

89， EuGHE 1991， S. 1-297， 318. 

(お) Z.B. Urteil vom 8. 4. 1976， Royer， Rs. 48/75， EuGHE 1976， S. 497 ; UrteiI vom 18. 3. 1980， Kommission / ltaIien， Rs. 91 

/79， EuGHE 1980， S. 1099 ; Urteil vom 23.5.1985， Kommission / Deutschland， Rs. 29/84， EuGHE 1985， S. 1661 ; UrteiI vom 

9. 4. 1987， Kommission / Italien， Rs. 363/85， EuGHE 1987， S. 1733 ; Urteil vom 3. 3. 1988， Kommission / ltaIien， Rs. 116/ 

86， EuGHE 1988， S. 1323 ; Urteil vom 27. 4. 1988， Kommission / Frankreich， Rs. 252/85， EuGHE 1988， S. 2243 ; Urteil vom 

27.4.1989， Kommission / ltaIien， Rs. 324/87， EuGHE 1989， S. 1013; Urteil vom 15. 3. 1990， Kommission / NiederIande， Rs. 

C-339 / 87， EuGHE 1990， S. 1-851. Weitere Nachweise siehe unten. 

(沼) Z.B. Urteil vom 23. 2. 1988， Kommission / Italien， Rs. C429 / 85， EuGHE 1988， S. 843. Weitere Nachweise siehe unten. 

(魚) Z.B. Urteil vom 4. 12. 1974， van Duyn， Rs. 41/74， EuGHE 1974， S. 1337， 1348 ; UrteiI vom 19. 1. 1982， Becker， Rs. 8/81， 

EuGHE 1982， S. 53， 71 ; Urteil vom 22. 2. 1984， Kloppenburg， Rs. 70/83， EuGHE 1984， S. 1075， 1085. 

(ミ) Urtei1 vom 26. 2. 1986， MarshaIl， Rs. 152/84， EuGHE 1986， S. 723， 749 ; so auch Urteil vom 8. 10. 1987， Kolpinghuis 

Nijmegen， Rs. 80/86， EuGHE 1987， S. 3969， 3985 ; Urteil vom 22. 2. 1990， Busseni， Rs. 221/88， EuGHE 1990， S. 1-495， 525 

; UrteiI vom 7. 3. 1996， EI Corte lngles， Rs. C-192 / 94， noch nicht in amtIicher Sammlung. 

(ヨ) Z.B. Urteil vom 10. 4. 1984， von Colson & Kamann， Rs. 14/83， EuGHE 1984， S. 1891， 1909 ; UrteiI vom 10. 4. 1964， Harz， 

Rs. 79/83， EuGHE 1984， S. 1921， 1940 ; Urteil vom 8. 10. 1987， Kolpinghuis Nijmegen， a. a. 0.， S. 3986. 

(匂) Urteil vom 13. 12. 1989， Grimaldi， Rs. C-322 / 88， EuGHE 1989， S. 4407， 4421. 

(詔) Richtlinie 75/117 1 EWG vom 10. 2. 1975， ABL EG 1975， L 45， S. 19. 

(ヨ) Urtei1 vom 30. 1. 1985， Kommission / Danemark， Rs. 143/83， EuGHE 1985， S. 427， 434 f.. 

(司 Urteilvom 25. 5. 1982， Kommission / Niederlande， Rs. 96/81， " BadegewasserぺEuGHE1982， S. 1791， 1804 f.， bzw. Rs. 
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97/81， " Trinkwasser" ， EuGHE 1982， S. 1819， 1833. 

(事) Urteil vom 30. 1. 1985， Kommission / Danemark， Rs. 143/83， a. a. 0.， S. 434. 

(出) Z.B. Urteil vom 28. 2. 1991， Kommission / Deutschland， Rs. C-131 / 83， EuGHE 1991， S. 1-825， 867 ff. ; Urteil vom 17. 10. 

1991， Kommission / Deutschland， Rs. C-58 / 89， EuGHE 1991， S. 1-4983， 5023ff. 

(~) Nach der Rechtsprechung des EuGH " verlangt die Umsetzung einer Richlinie in innerstaatliches Recht nicht 

notwendigerweise， das die Richtlinienbestimmungen fδrmlich und wortgetreu in einer ausdrucklichen besonderen 

Gesetzesvorschrift wiedergegeben werden ; je nach dem lnhalt der Richlinie kann ein a11gemeiner rechtlicher Rahmen 

genugen， wenn er tatsachlich die vo11standige Anwendung der Richtlinie in hinreichend bestimmter und klarer Weise 

gewahrleistet， damit -soweit die Richtlinie Anspruche des einzelnen begrunden sol1 -die Begunstigten in der Lage sind， 

von a11en ihren Rechten Kenntnis zu erlangen und diese gegebenenfa11s vor den nationalen Gerichten geltend zu machen“ 

: Urteil vom 17. 10. 1991， Kommission / Deutschland， Rs. C-58/ 89， EuGHE 1991， a. a. 0.. 

(写) Urteil vom 15. 5. 1986， Jojnston， Rs. 222/84， EuGHE 1986， S. 1651， 1682 ; Urteil vom 12. 3. 1987， Kommission / 

Deutschland， " Rheinheitsgebot fur Bier“， Rs. 178/84， EuGHE 1987， S. 1227， 1274 ; Urteil vom 15. 10. 1987， Heylens， Rs. 222 

/86， EuGHE 1987， S. 4097， 4117. 

(呂) Urteil vom 19. 6. 1990， Factortame， Rs. C-213 / 89， EuGHE 1990， S. 1-2433. 

(呂) Urteil vom 2. 2. 1982， Kommission / Belgien， Rs. 68-73/81， EuGHE 1982， S. 153， 157 ff.， standige Rechtsprechung. 

(~) Urteile vom 25. 5. 1982， Kommission / Niederlande， Rs. 96/81， " Badegewasser"， EuGHE 1982， S. 1791， 1804， bzw. Rs. 97 

/81， " Trinkwasser"， EuGHE 1982， S. 1819， 1833. 

(包) Urteil vom 30. 4. 1974， Haegemann， Rs. 181/83， EuGHE 1974， S. 449， 460 ; Urteil vom 9. 2. 1982， Polydor， Rs. 270/80， 

EuGHE 1982， S. 329 ; Urteil vom 26. 10. 1982， Kupferberg， Rs. 104/81， EuGHE 1982， S. 3641， 3662. 

(苫) Zum Vorrang und zur direkten Wirkung des EG-Rechts siehe grundlegend die Leiturteile vom 15. 7. 1964， Costa / ENEL， 

Rs. 6/64， EuGHE 1964， S. 1251， 1269 (Vorrangfrage)， und vom 5. 2. 1963， van Gend & Loos， Rs. 26/62， EuGHE 1963， S. 

1， 24 (Frage der direkten Wirkung). 

纏
混
同
代
Q
h
w
握
誕
の
吋

ι

む
将

M-hw刑
一
士
、
話

k

目
的
噌

ー
ー
ト
目
叩
|
|

97/81， " Trinkwasser" ， EuGHE 1982， S. 1819， 1833. 

(事) Urteil vom 30. 1. 1985， Kommission / Danemark， Rs. 143/83， a. a. 0.， S. 434. 

(出) Z.B. Urteil vom 28. 2. 1991， Kommission / Deutschland， Rs. C-131 / 83， EuGHE 1991， S. 1-825， 867 ff. ; Urteil vom 17. 10. 

1991， Kommission / Deutschland， Rs. C-58 / 89， EuGHE 1991， S. 1-4983， 5023ff. 

(~) Nach der Rechtsprechung des EuGH " verlangt die Umsetzung einer Richlinie in innerstaatliches Recht nicht 

notwendigerweise， das die Richtlinienbestimmungen fδrmlich und wortgetreu in einer ausdrucklichen besonderen 

Gesetzesvorschrift wiedergegeben werden ; je nach dem lnhalt der Richlinie kann ein a11gemeiner rechtlicher Rahmen 

genugen， wenn er tatsachlich die vo11standige Anwendung der Richtlinie in hinreichend bestimmter und klarer Weise 

gewahrleistet， damit -soweit die Richtlinie Anspruche des einzelnen begrunden sol1 -die Begunstigten in der Lage sind， 

von a11en ihren Rechten Kenntnis zu erlangen und diese gegebenenfa11s vor den nationalen Gerichten geltend zu machen“ 

: Urteil vom 17. 10. 1991， Kommission / Deutschland， Rs. C-58/ 89， EuGHE 1991， a. a. 0.. 

(写) Urteil vom 15. 5. 1986， Jojnston， Rs. 222/84， EuGHE 1986， S. 1651， 1682 ; Urteil vom 12. 3. 1987， Kommission / 

Deutschland， " Rheinheitsgebot fur Bier“， Rs. 178/84， EuGHE 1987， S. 1227， 1274 ; Urteil vom 15. 10. 1987， Heylens， Rs. 222 

/86， EuGHE 1987， S. 4097， 4117. 

(呂) Urteil vom 19. 6. 1990， Factortame， Rs. C-213 / 89， EuGHE 1990， S. 1-2433. 

(呂) Urteil vom 2. 2. 1982， Kommission / Belgien， Rs. 68-73/81， EuGHE 1982， S. 153， 157 ff.， standige Rechtsprechung. 

(~) Urteile vom 25. 5. 1982， Kommission / Niederlande， Rs. 96/81， " Badegewasser"， EuGHE 1982， S. 1791， 1804， bzw. Rs. 97 

/81， " Trinkwasser"， EuGHE 1982， S. 1819， 1833. 

(包) Urteil vom 30. 4. 1974， Haegemann， Rs. 181/83， EuGHE 1974， S. 449， 460 ; Urteil vom 9. 2. 1982， Polydor， Rs. 270/80， 

EuGHE 1982， S. 329 ; Urteil vom 26. 10. 1982， Kupferberg， Rs. 104/81， EuGHE 1982， S. 3641， 3662. 

(苫) Zum Vorrang und zur direkten Wirkung des EG-Rechts siehe grundlegend die Leiturteile vom 15. 7. 1964， Costa / ENEL， 

Rs. 6/64， EuGHE 1964， S. 1251， 1269 (Vorrangfrage)， und vom 5. 2. 1963， van Gend & Loos， Rs. 26/62， EuGHE 1963， S. 

1， 24 (Frage der direkten Wirkung). 

纏
混
同
代
Q
h
w握
誕
の
吋
ι

む
将

M-hw刑
一
士
、
話

k

目
的
噌



法学論集　49〔山梨学院大学〕　458

（
茄
）
　
　
N
■
切
’
¢
村
け
o
一
一

　
　
　
閏
い
g
∩
｝
＝
閏
い
一
〇
〇
蝉

（
弱
）
　
ご
嘆
け
①
一
一
＜
o
ヨ

＜
o
b
p
N
O
’
O
●

ω
，
一
ー
O
刈
o
o
一
。

O
。
鱒
●
一
〇
〇〇
鱒
｝

一
〇
〇
ρ
ω
Φ
く
一
昌
o
ρ
勾
ω
●
一
〇
N
＼
oo
P
閣
q
O
国
国

℃
○
一
冤
α
o
お
幻
ω
。
O
刈
O
＼
oo
ρ
国
二
〇
＝
国
］
■
O
oo
ρ

一
8
ρ
ω
。

ω
●
らo
O
O
●

一
ー
ω
轟
O
一
　
d
ぜ
貯
①
臨
＜
o
日
一
①
●
一
N
。
一
〇
〇
蝉
囚
二
ρ
勾
9
0
1
N
ω
刈
＼
〇
一
噂

一458

458 

(日
)

N
・
回
・
ロ
ユ
巴
]
〈
。
E
N
C
-
P
H
C
m
v
c
w
m
o
iロ
n
p
同
ω
・
5
N
¥
∞P
開
口
の
出
開

5
8
w
∞
-H1ω
怠
同
一
ロ
ユ
巴
}
〈
。
E
E
-
-
N
・
5hvNW
阿
ハ
ロ
タ
同
∞
-nlNω
吋
¥
山

VH・

開
口
の
国
何
回
市
可
申
NW

∞-
H
l
。叶∞
H

・

(
日
)
ロ
ユ
巴
]
〈
。
自
由
・

N
・
5
∞MWH)
。]可品。
F
同
ω
-
M

一-C
¥
∞。
w
開
己

(
U
E
何回。∞
NW
∞・

ωNmv
・

49 (山梨学院大学〕法学論集

-458-

458 

(日
)

N
・
回
・
ロ
ユ
巴
]
〈
。
E
N
C
-
P
H
C
m
v
c
w
m
o
iロ
n
p
同
ω
・
5
N
¥
∞P
開
口
の
出
開

5
8
w
∞
-H1ω
怠
同
一
ロ
ユ
巴
}
〈
。
E
E
-
-
N
・
5hvNW
阿
ハ
ロ
タ
同
∞
-nlNω
吋
¥
山

VH・

開
口
の
国
何
回
市
可
申
NW

∞-
H
l
。叶∞
H

・

(
日
)
ロ
ユ
巴
]
〈
。
自
由
・

N
・
5
∞MWH)
。]可品。
F
同
ω
-
M

一-C
¥
∞。
w
開
己

(
U
E
何回。∞
NW
∞・

ωNmv
・

49 (山梨学院大学〕法学論集

-458-


